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凡例

1. トルコ語文学作品の引用に際しては、アラビア文字ではなく、原文のローマ字翻字を

引用する。現代文が使用される場合に（現代文）と示す。なお、その日本語訳につい

ては、特に記載がない場合は筆者による翻訳とする。

2. 引用文中の筆者による補足は（ ）と使い、（…）は（中略）を意味する。

3. 書名・雑誌名・新聞名は『 』、論文名は「 」で括る。

4. 引用以外の「 」は、強調または留保を表す。

5. 外国語の人名を名前・名字（古仮名にした人名も含む）の順番で書く。

6. 脚注の外国語引用に際して、頁と同じ作品や論文が再び引用された時にその言語の引

用文献に従って示す。 トルコ語の作品や論文の頁を (s.）、複数の頁の場合に (ss.）と

示す。同じ作品が引用された時にその作品を (a.g.e.）、同じ論文を (a.g.m.) と示す。

フランス語と英語の場合に頁を (p.) 頁が複数の場合に (pp.）で示す。同じ作品や論

文を (Ibid.) と示す。



序章

第1節論文の目的と研究背景

18世紀後半からの産業革命による西欧の経済的な発展は、当時のオスマン帝国の関心を

集めていた。同時期の江戸幕府も、鎖国という対外政策をとりながら中国、オランダとの

貿易を続け、その過程で西洋についての情報を得ていた。日本は明治維新によって近代的

な国際社会へ参入することになる。オスマン帝国も 1839年に憲法の始まり 1でもあるタン

ジマート勅令2によって近代的社会への道を開いた。 3この時期に文学も徐々に社会の近代

化の過程における役割を実行し始めた。

ほぼ 600年の支配を続けたオスマン帝国が経済的危機の時期に入り、国外では「瀕死の

病人りと呼ばれたこの時期において、作家たちは文学を近代文明への手段だと主張し、文

学作品に庶民教育という役目を与えたのである。作家たちも伝統と近代化の釣り合いを取

ろうとした姿勢が当時の作品には反映しているのだが、度々この釣り合いが片方へと傾く。

この傾向は日本文学にもトルコ文学にも見られるが、奥味深いのは、特に文学作品におい

て、近代化と伝統の対立が、男性作家による女性表象を通して描かれる点である。本論文

は、近代化の中で西欧の自然主義文学に影響を受けた日本とトルコの文学が試みた新しい

女性表象に着目し、その意味や意義を追求するものである。

トルコ文学と日本文学はほぼ同じ時期に西欧の写実主義に直面し、いずれの国も初期に

写実主義を自然主義者の EmileZola（エミール・ゾラ、 1840-1902) の作品を通して受容し

た。当時の西欧においても、自然主義文学は作品に適用した科学、主題などで論争の的と

なっていたが、近代化の過程で西欧の何百年と蓄積してきた文脈を短期に受容しようとし

た日本とトルコが、どのように自然主義文学を受容したか、という点は注目に値する。

Inalc1k Halil, Seyitdanhoglu Mehmet. Tanzimat Degi~im Siirecinde Osmanlz Imparatorlugu. I~ 
Bankasi Klilt紅 Yaymlan,istanbul. 2005.s.lV 
2 オスマン帝国の近代化策である。

3 「近代」という認識がトルコにおいても日本においても早速に現れた概念ではない。本

研究は「近代」を 19世紀に焦点したことには、この時期はいずれの国の近代的過程が加

速されたからという理由がある。本研究は「近代」を追求するのではないことを予め強調

したい。

4 1853年にニコライ 1世により呼ばれたとされている。
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西欧の近代のエピステーメーにおいて、この時代は知識が分類され始め、その時までは

主題にならなかった概念が社会や文学の中心となった。写実主義文学と自然主義文学運動

の作用で、登場人物の精神と身体を客観的に観察して描く仕組みは、こうした新しい認識

の結果であるといえる。自然主義文学においては、主題だけではなく、作品に登場する人

物も非常に重要な役割を果たしている。女性の社会における位置にも変化が見られる 19世

紀には、女性が対象となった作品も多く創作されたのだが、自然主義文学作品の女性登場

人物は主に中・下級階層に属し、西欧文学でもその時までは文学作品の題材にならなかっ

た娼婦など、いわば周縁化された女性を主人公とする点で特徴的である。

周縁化は社会的排除、他者化と連合され、学際的な研究で取り上げられている。とりわ

け、フェミニズム理論者の Simonede Beauvoir（シモーヌ・ド・ボーヴォワール、 1908-1986)

はLedeuxieme sexe（第二の性、 1949年）の中で男性は「主体」 (Sujet)であり、女性が他者

(L'Autre)であっただ述べた。他者化された女性が家父長制の社会において、周縁化され

た立場に置かれた6のである。しかし、周縁化という立場に如何なる女性が置かられたかを

考察することは、その周縁化を巡る意図を理解し得る手段であるのではないかと考えられ

る。

一方、 MichelFoucault（ミシェル・フーコー、 1926-1984)は『狂気の歴史』 (1961年）、

『監獄の誕生ー監視と処罰』 (1975年）と『性の歴史』 (1974年-2018年）中で、権力と知

識、そしてそれが社会統制に果たした役割と権力と主体との関係について論じたが、彼は

周縁化された表象をも重視したのである。とりわけ、『狂気の歴史』の中で狂人と狂気につ

いて論じたフーコーは、時代とともに価値観が変わり、それに従って、狂気認識も変容し

たと述べている。狂人が如何に周縁化されたのかを、狂人に対する態度や治療方法の考察

から明らかにしたフーコーは、さらに社会的包摂・排除において、如何に複雑な構成があ

たったかを追求している。フーコーの議論は、本論文が 19世紀後半の自然主義文学を対象

として女性表象の考察を試みる契機となったものであり、本論文の対象をあらゆる女性像

ではなく、周縁化された女性に焦点化する示唆を与えたものである。

5 De Beauvoir, Simone. Le deuxieme sexe. Gallimard.1976. p.15 
6 Gilarek, Anna. "Marginalization of "the Other": Gender Discrimination in Dystopian Visions by 
Feminist Science Fiction Authors", Text Matters. 2.2.2012. pp. 221-238 
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本論文はほぼ同じ時期に近代的社会に入ったオスマン帝国と日本の 19世紀後半、 20世

紀初頭の自然主義文学作品における周縁化された女性像に着目し、その女性像を巡って、

日本とトルコの自然主義文学の特徴を比較的観点から再考する。そして、伝統と近代の絡

み合いでもあるこの作品の女性登場人物を巡って何が描かれたかにも焦点をあて、実際の

社会における女性の意味、女性を巡る知識とそれの変容についても考察することを試みる。

第2節先行研究と本研究の位置付け

本節では、本研究の対象である日本とトルコの自然主義文学についての先行研究につい

て述べることにする。

日本の自然主義文学研究には、 1955年-1958年に吉田精一 (1908-1984)が発表した『自

然主義の研究』（上巻、下巻）がある。吉田は

日本に於ては、自然主義のもつ比重は甚だ大きい。自然主義は即ち近代文学の基本であ

り、自然主義によってはじめて近代レアリスムの文学、ことに小説、戯曲、評論などの

基礎が置かれたといつてよいのである。はつきりとした旗じるしをかかげた文学運動と

してのそれは、明治□十九年前後から僅々十年に満たーないとしても、その代表作と日

される』のは、大正初、中期より昭和期にまで及び、その影響に至っては、今日なぼそ

れから脱け出ることの如何部問題になってゐるほどである。 7

と指摘している。上下巻の中で、時代背景についても述べながら日本自然主義を作家たち

と作品を中心に考察し、日本自然主義文学の道程について包括的に論じた。ここで吉田は、

日本の自然主義文学の思想的な性格について「四つの特色」があると指摘している。その

第一は「強烈な自我意識」であり、その第二は、「創作に於ける態度、方法、目的としての

「自然への肉迫」といふこと」であり、第三は、「主として彼等の対決の直接対象としての

「家」の間題といふこと」である。第四は「人生、社会に対する観照的、傍観的態度」で

7 吉田精一『自然主義の研究』上巻 1955-1958年、序。
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あるとの指摘りま重要だろう。その後、片岡良一 (1897-1957) は『自然主義研究』 (1957)

の中で前期自然主義と後期自然主義について述べた凡さらに、相馬庸郎は『日本自然主義

再考』(1981)の中で日本自然主義について「「自然」なる語がきわめて多義的であるように、

「自然主義」なる語も、まことに多義的である。問題を明治四十年前後の日本自然主義思

潮に限定しても、事情は少しも変らない。」と述べ、当時のいわゆる自然派の理論的支柱に

なっていた島村抱月が与えた名称だけでも、「写実的自然主義哲理的自然主義、純自然主義、

印象派自然主義、報告的自然主義、本来自然主義、純自然主義、科学的自然主義主、知的

自然主義、感情的自然主義10」と多岐にわたっていることを指摘し、このような日本自然主

義の多様性の問題について指摘している。相碍庸郎はこの作品の中で特に 1908年からの

自然主義を中心とし、島村抱月、長谷川天渓、島崎藤村、徳田秋声らについて論じている。

本論文は、日本自然主義文学の前期自然主義11、いわゆるゾライズムと呼ばれる時期に

着目する。そのため、特にこの時期を中心に論じた先行研究についても述べたい。片岡良

ーは、『自然主義研究』の中で前期自然主義について「統一な意向は見出されなかった。さ

すがにそこには当時の言葉でいう「物的自然の力」一人間の愛欲とか本能性とかいうもの

に対する関心の濃密化が著しく認められた。」と述べ、それは前期自然主義としての重要な

見どころの一つであった12と指摘している。また、この時期の共通する特徴の第一は写実

主義への志向でであった13と指摘している。

さらに、島村抱月が 1908年に『早稲田文学』「自然主義論」の中で「文藝上の自然主義」

と区分したこの時期について越智治雄 (1929-1983)は「前期自然主義は現在の文学史に十

分に定着されていない14」と指摘し、当時の作家たちの作品について論じた上で、

8 吉田精一『自然主義の研究』下巻 1955-1958年、 39頁。

9 本論文で参照された作品は「片岡良一『日本自然主義研究』 中央公論社 1979片岡良

ー著作集、第 7巻」である。

10 相馬庸郎『日本自然主義再考』八木書店 1981年、 1頁。

11 島村抱月は明治 41年 1月の『早稲田文学』の中で、自然主義を「其前後期」としめ

し、前期自然主義にあたって、小杉天外について「天外氏はみづから其の主義を意識して

ゐたが」と述べている。 (68頁）

12 片岡良一『日本自然主義研究』 中央公論社 1979片岡良一著作集、第 7巻、 36頁。

13 同上、 29頁。

14 越智治雄、「前期自然主義の間題」『國文學：解釈と教材の研究』 7巻 1月、 學燈社 1962

年、 18頁。
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「前期」はほとんど前史と同意義でしかないことになる。藤村や花袋もそう意識してい

たであろうし、それは作品の実質によっても裏づけられるのではないか。にもかかわら

ずなおこの時期を否定し切れないのはなぜか。前期自然主義を解明する終極の鍵が結局

『破戒』にしぼられてくることだけは確かなように思われる。『破戒』を前期自然主義に

数えなければならぬというのではないが、その複雑さには前期自然主義との関係が予想

される一面はあるようだ。 15

と述べている。

なお、瀬沼茂樹は「前期自然主義文學ーゾライズムを中心として一」の中でゾライズム

について論じ、「わが國の自然主義文學は、外見上ゾライスムを探った荷風、天外などより

も、このロマン主義の系統にたった人たちの方から生まれたとするならば、ここで前期自

然主義文學としても、この時期の藤村や花袋、また二菓亭四迷などを十分に考察しなけれ

ばならないであろう。秋臀のように硯友社の門に學び、一種の深刻小説や社曾小説を試作

しながら、この時期をくぐって自然主義時代に「生れながらの自然派」として重きをなし、

また賓證的な寓生文から獨特な日本的風韻を帯びて、ホトトギス系統の小説を同じ時期に、

ほぼ同じ主題に目を注ぎつつ生んでいったことをも思いあわせなければ、あるいは前期自

然主義を歴史的な時期として、後の自然主義文學の特殊な行き方を全的に把握することは

むづかしいであろう。」 16と指摘した。

一方、 トルコ文学における自然主義については、 1956年に作家の AhmetHamdi Tanpmar 

（アフメト・ハムディ・タンプナル、 1901-1962)の XIXAs1r Tiirk edebiyafl tarihi『 (19世

紀のトルコ文学史）がある。タンプナルは作品の中で “Realizmve Natiiralizm Tecriibeleri"18 

（リアリズムと自然主義の体験）の中で

15 同上、 54頁。

16瀬沼茂樹「前期自然主義文學ーゾライズムを中心として一」『文学』 1949年 17巻、 9

月、岩波書店、 18頁。

”本論文では「Tanpmar,Ahmet Ham di. J 9uncu Aszr Tiirk edebiyatz Tarihi. <;aglayan kitabevi, 

1988」を取り扱う。

18 Tanpmar, a.g.e., ss. 294-296. 
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Do如 istenirse1880-1895 senelerinde Turk edebiyatmda yeni bir devre dogru hazirhk vardir. 

Ahmed Midhat Efendi, yeni ogrendigi Frans1zcas1m Zola'nm ≪Therese Raquin≫ inde tecrube eden 

Muallim Naci Efendi, bir asker oldugu halde kendi kendine biyolojiye merak saran, Frans1z 

natiiralizminin akidelerini benimseyen, dinsiz, terakki fikrine inanm1~ Be~ir Fuad Bey, N細 k

Kemal mektebine mensup olm皿 asmaragmen, Turk hikaye19sinin yurtiyu~unu begenmeyen ve 

me~hur mukaddimesiyle adeta realizmin esaslar1m anlatan S細 iPa~a—zade Sezai, ≪Kara Bibik≫ i 

ve hikaye ye hakkmdaki go両 leriyleNabi-zade N訟 m,N細 kKemal'in olumunden soma (1889) 

ne~redecegi ≪Hikaye≫ adh kitabiyle bu hazirhklara istikamet veren Halid Ziya, hatta ≪Muhsin 

Bey≫ ve «~em甜» gibi ac1kh iki hikayesine, ~iirinin cevherini yapan hissilige ragmen ≪Araba 

Sevdasrn ndaki gorme ve kaydetme arzular1yla Recai-zade, hep bu yeni edebiyat anlay1~1m 

hazirhyorlard1. 20（正確に言えば、 1880年から 1895年の間にトルコ文学には新しい時代

へ向けての準備が出来ていたのだ。アフメット・ミドハト・エフェンディ、学んだばか

りのフランス語をゾラの『テレーズ・ラ苓ン』で体験したムアリム・ナージ・エフェン

ディ、兵士でありながら生物学に興味を持ち、フランスの自然主義の信条を取り入れ、

宗教ではなく、進歩の概念を信じたベシル・フアド、ナームク・ケマル派に属するもの

の、トルコの小説の歩みを好ましく思っておらず、広く知られた序文21の中で、まさにリ

アリズムの本質を語るサーミ・パシャ・セザイ、カラビビックなる自作と小説について

の見解を持つナビザーデ・ナーズム、ナームク・ケマルの死後に (1889)『小説』という

作品でこうした準備を指導したハリド・ジャ、さらに、『ムシン・ベイ』と『シェムシャ』

のような哀れを誘う小説を書き、そして自分の詩の本質を作り出した感覚の特徴にもか

かわらず、『車の愛』の中で、見よう、記録しようとの願望を持ったレジャイザーデら、

この新しい文学への理解を準備していたのである。）

19当時小説のためにこの単語が使われたが、その後「Roman」が使われるようになっ

た。
20 A.g.e., s.295 

21 1888年に発表した Sergiize§t（冒険）の序文。
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このように述べたタンプナルは続いて、当時の小説には多くの欠点があり、「まず、第一に、

我々自身の生活や人間性が見えていないという弱点を挙げてみよう 22」と指摘している。

自然主義文学の研究は主に 19世紀後半における文学評論（特にロマン主義と写実主義）

23を中心にした研究、リアリズム24、作家や作品を巡る研究が多少行われている。近年、

この主題が時々「実証主義」 25と「唯物論」 26の名の下で扱われていることも注目に値する。

しかしながら、 トルコの自然主義文学に関しては、その過程、形成とその後の影聾に関し

て編集された本は少ない。 GiizinDino（ギュジン・ヂノ、 1910-2013)のリアリズムを中心

にされた TanzimattanSonra Edebiyatta Ger9ek9ilige Dogru（タンジマート期後から文学のリ

アリズムヘ）はこの主題に関する重要な参考書である。

本論文の各章に取り上げられている日本とトルコの作品に関する先行研究については、

ぞれぞれの章で述べることにしたい。

本論文は日本とトルコの自然主義文学を比較するものだが、周縁化された女性像の分析

と考察を中心とし、 トルコ文学と対比という観点から日本の前期自然主義について考察を

試みるという点で特徴的である。自然主義文学における「周縁化された女性」については

まだ研究が少ないため、研究を進める余地があるだろう。そして、同じ時期に近代化の過

22 A.g.e. s.295 

23 リアリズムについて「Dino,Guzin. Tanzimattan Sonra Edebiyatta Ger9ek9ilige Do叙u.Turk 

Tarih Kurumu Bas1mevi, 1954.」がある。そして Dinoはリアリズムを巡って、当時の作品に

ついても研究している。

24 G叫en,H. "Turk Edebiyatmda Hakikat Aray1~lar1 ve Be~ir Fuat". Sel9uk Oniversitesi Tiirkiyat 
Ara:Jflrmalan Dergisi. 2017. ss.159-171. ぞして、 Gul~en, H. "Romantizm-Realizm (Hayaliyun-

Hakik1yun) Tart1~malar1 ve Be~ir Fuat". Pamukkale Oniversitesi Sosyal Bilimler Enstitiisii Dergisi 
2018.ss. 145-152 
25 実証主義につて、 Servet-iFunun（科学の窟）文学雑誌の作家、詩人である Huseyin

Cahit Yal卯ln（フセイン・ジャヒット・ヤルチュン、 1875-1957)を中心にされた研究として，

「Akta~, H. "Pozitivizmin Kanatlar1 Altmda Edebiyat ve Bilim". DoguAra:jflrmalan. 2009. ss 27-

38」がある。そして、社会学研究として「Karaca,Nuray. Pozitivizmin Erken Cumhuriyet 

Donemine Etkisi.Am Yaymcihk.2008.」がある。そしてトルコの近代過程における実証主義

について社会学研究として「Bulut,Yucel. " On, Positivism Progress and Westernization issues: 

from Ottoman to Republic Era" Sosyoloji Dergisi.sayi.19.2009. ss.156-166」と「Balk1z,Bekir. 

"Turk Modemle~mesi, Pozitivizm ve Sosyoloji.". Mediterranean Journal of Humanities. vol.2. 
2015.pp.123-149」がある。

26 「唯物論と実証主義」について Yuce,Sefa. Felsefi Du~uncenin Edebiyata Yans1mas1: Turk 
Edebiyatrnda Pozitivist ve Materyalist Anlay1~, International Periodical For The Languages, 
Literature and History of Turkish or Turkic.vol.7.no.1 2012, ss.2155-2183」がある。
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程に入ったトルコと日本の自然主義文学を比較して取り上げている研究も少なく、本論文

はこの二つのリサーチギャップを埋めようとするものである。

双方とも西欧文学から影孵を受けながらも、直接に影聾関係がない日本とトルコの近代

文学を扱う本論文は、対比研究の立場からの比較研究ということになるが、本論文はトル

コと日本文学の比較研究に貢献できることを目指している。

第3節本論文の構成

本論文は序章・終章と 4章で構成されている。

第 1章では 19世紀までのトルコ文学とその後の自然主義文学について概観する。 12世

紀から 19世紀までにアラブ文学とペルシア文学を中心としたトルコ文学が西欧文学と直

面した時に何を受容しようとしたかを考察するために、その時までの文学の特徴を明らか

にする。そして 19世紀後半のフランス自然主義文学とトルコ文学への影響についても論

じる。このことによって、 トルコ文学の日本自然主義文学との類似点・相違点も明確にで

きると考えられる。また、本研究の対象となる女性像だが、 19世紀後半までの作品におけ

る女性像についても考察することで、その後の作品分析の際にも近代的社会における女性

像が比較的に見えてくると考えられる。

周縁化された女性像を論じるにあたり、第 2章ではまず、狂気に堕ちいった女性像に着

目する。狂気は様々な動機で作品の素材になり、時代とともに変容してきた。 19世紀に精

神病として科学的に分類された狂気は、変化する価値観に伴い変容してきた。フランス文

学においては、 19世紀後半から狂気が科学の名の下に客観化され、自然主義文学作品の中

では遺伝と環境の言説の範囲内で取り扱われた。そして、この時期に西欧の文学に触れた

トルコと日本の作家たちが、新しい視点から狂気を巡る作品を生み出したことは注目に値

する。日本文学では古代から存在する狂女表象が能の「狂女物」を生み出すことになるが、

本章では明治の作品「狂女」と「老嬢」の狂気に堕ちいった女性たちの表象を分析し、伝

統的な狂女表象との関係を考察する。対象とする作品は HalidZiya Usakligil（ハリッド・ジ

ヤ・ウシャックルギル、 1866~1945) の Sefile 『阻ちた女』 (1886-1887) と AhmetMidhat（ア

フメト・ミドハト、 1844~1912) の Haya!ve Hakikat （筆者訳『夢と現実』、 1892)、そ

8
 



していずれも雑誌『太陽』に発表された渡辺霞亭 (1864-1926) の「狂女」 (1896) と島

崎藤村 (1872-1943) の「老嬢」 (1903)である。まず、日本とトルコにおける狂気認識に

ついて論じ、近代までの狂気の受容について論じた後で、それぞれの作品の分析を行う。

第 3章では 「妾」の表象に着目する。近代の社会において存在し、社会や家庭において

はあいまいな位置に置かれることも多かった妾は、近代文学作品の中でも取り扱われた存

在である。トルコ文学では、 19世紀後半にフランス語由来の metresが登場し、トルコ社会

でそれまで使われていた Kuma（本妻以外の妻）の代わりに文学作品に姿を見せるように

なったが、metresがなぜ文学作品の対象になったかのかについては考察を要する。そこで、

まず、フランス語の maitresseが何を意味しているか分析し、当時の metresの意味も明確に

する。そして日本社会における妾についても論じ、明治時代における妾の意味についても

考える。取り上げる作品は、 HilseyinRahmi Gilrpmar （フセイン・ラフミ・ギュルプナル、

1864-1944) の Metres（メトレス、 1900) と永井荷風 (1879-1959) の『夢の女』 (1903)、

小杉天外の (1865-1952) 『はやり唄』 (1902) である。

第 4章では永井荷風の『地獄の花』 (1902年）とフセイン・ラフミ・ギュルプナルの

Miirebbiye （女性家庭教師、 1899年）における女性家庭教師の表象に着目する。いずれの

作品もゾラの自然主義文学の影響で書かれた作品であるが、主人公が女性家庭教師である

という共通点は、 トルコと日本の自然主義文学において重要なものだと考えられる。女性

家庭教師が、文学作品に多く登場したのはイギリスのヴィクトリア朝時代 (1837-1901)で

ある。 19世紀前半のイギリスは経済的な苦境にあり、 ナポレオン戦争とその後の銀行の

破綻により、多くの中産階級の家族は貧困に陥っていた。こうした家族で育てられた女子

は働くことになるが、労働者階級の職場と認識されていた工場などで働きたくない女子は、

家庭教師になった。こうした存在である女性家庭教師 (governessガヴァネス）は忽ちに文

学作品にも登場し始めた。ガヴァネスは文学作品の中で、様々なタイプの登場人物として

描かれている。 1830年代以降の作品では、働く家の中で女主人や召使いなどとの人間関係

の問題や、社会階級の問題などが描写された。家族の一員ではないガヴァネスは主人の生

活を「観察」する人物であり、 sensationalnovelや detectivenovelのような他のジャンルで

も多く使用される登場人物となった。本章は、直接には関係がなかったギュルプナルと術

，
 



風の作品におけるゾラの影孵を考察するものであるが、女性家庭教師という設定がそれぞ

れの文化の中でどのような意味を持ったのかを、自然主義文学作品の受容という観点から

考察する。まず、 トルコにおける女性家庭教師について記述し、その後 Murebbiyeと『地

獄の花』を比較することによって、それぞれの意図と、ゾラの受容の違いを考察する。

終章では、本論文の成果をまとめ、今後の課題について記す。
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第1章 トルコ文学における自然主義と女性描写

はじめに

本章ではトルコの 19世紀後半までのトルコ文学の発展段階、歴史と文学作品における

女性と女性描写について述べ、トルコの自然主義文学について概観する。 19世紀における

トルコ文学作品については、小説だけに焦点を絞り、本研究の対象となっているトルコの

自然主義文学を 19世紀後半から 20世紀初頭といった範囲内で論じる。日本自然主義文学

については、本論ではあまり紙幅を割くことができないが、同じ時期の日本の、 トルコの

自然主義文学と対比の視点から論ずる。日本・トルコという対比から見る双方の自然主義

文学を再考する。

第1節 19世紀までのトルコ文学の歩み

1-1 詩から小説までの時期

トルコ人は 11世紀に現在のアナトリアに移動するまでに交流してきたペルシアとアラ

ブの文化をアナトリアにもたらし、歴史の長いアナトリアの豊かな文化と調合していった。

この移動においてイスラム教の入信は社会かつ文学に重要な影響を及ぼしたのである。 ト

ルコ史上の文明の変わり目であるこうした交流に基づき、 トルコ文学史はイスラム教が広

がるまでの時期(~10世紀）、イスラム教の時期 (10世紀～19世紀）と西洋影響の時期 (19

世紀～）と三つの主要の時期で取り扱われている＼

トルコ系諸族は遊牧民であり、 8世紀に突廠汗国 (552-744)の突廠碑2が建つまでは包括

的な文献を遺さなかった3。イスラム教と出会うまでのトルコ文学は口承文学であり、それ

l トルコ文学の時期はトルコ文学史研究者である MehmetFuad Koprulu (1890-1966) によ

り分類された。

2 嗽欲谷（トルコ語； Tonyukuk)、第二可汗国の左賢主の闊特勤（トルコ語； KillTigin) 第

二可汗国期の可汗の毘伽可汗（トルコ語で BilgeKagan)の石碑は重要視されている。このエ

ピタフの一つの面は古代トルコ語で、もう一つの面が中国語で書かれている。

3 イェニセイ碑文もあるが、建てられた世時期について討論が続いているため、突厭碑文

はトルコの初めての文献となっている。これに加えて、ウイグルテキストもイスラム教入

信前の古代トルコ文化について参照される。
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らは詩 [sagu4（サグ）と ko~uk5( コシュック）］、 sav6（サヴ）と destan7 （デスタン）である。と

分類される。この口承文学は匿名で書かれものが多いが、アラブ文字が使われていた。 11

世紀にアラブ文化が及ぼした影聾でトルコ文化とトルコ語が消えると恐れた8Ka~garh

Mahmud（マフムード・カーシュガリー、 1008-1105)が百科事典的に収集したトルコ語アラ

ビア語辞書の DfvanuLugati't-Turk（ディヴァヌ・ルガーチ・チュルク）には、口承文学の

デスタンやサグなどの例が載せられている。その中の一つのサグは以下の通りである。

原文（トルコ語翻字） 現代トルコ語 日本語

Alp Er Tonga oldi mu Alp Er Tonga oldii mu? 勇敢な兵士チュンガは

Is1z ajun kald1 mu k訊lidtinya kald1 m1? 死んだか

Odhlek 09in ald1 mu Felek oclinli ald1 m1? 悪の世界が残ったか

Emdi yurek y1rtilur9 !;limdi yurek y1rt1hr.10 運命は恨みを晴らした

のか

今、心が引き裂かれる

この詩はサグ (Sagu)詩であり、亡くなった人のために行われる Yugの葬式で歌われる。

4 亡くなった人のために歌われる詩であり、 7音節を中心とした七・七・七・七の定型詩

である。

5祭などで kopuzあるいは komuz（弦楽器）を弾きながら歌われる詩。この詩も 7音節の

定型を持つ。

6 諺の古代トルコ語である。

7トルコのエポペである。この単語はペルシア語の（u¥:L.,b)dast釦だが、 10世紀前のトル

コのエポペについてもこの単語が使われている。 Altay（アルタイ）、 AlpErTunga （勇

敢兵士のチュンガ）、 OguzKagan（オグズカガン）、 Bozkurt（ボズクルト）、 Ergenekon

（エルゲネコン）などがイスラム教入信前のデスタンであるが、これらも口承で、多くは

11世紀以降から収集され始めた。
8 Enginun, inci. Yeni Tiirk Edebiyall Tanzimat'tan Cumhuriyet'e (1839-1923) Derg曲 Yaymlar1.
s.16 
9 Mahmud, Ka~garh. Dfvanu Lugati't-Tiirk. <;eviren. Besim Atalay. Turk Di! Kurumu Yaymlar1. 
Ankara. 1985. ss.41-42 
10 A.g.e. s.41 
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11詩は「Alp+Er+Ton+ga+ol +di +mu」七音節の定型詩12である。実際にこの詩が書かれ

た世紀には定型にアラブ詩の「aruz、アルズ）」 13も影響していると討論14が続いているのだ

が、内容は死亡した人のために書かれたため、サグ詩として認められる。アルズについて

具体的に次のディヴァン詩の説明で述べるが、この詩にも反映されているように、文学に

は徐々にアルズの定型も使われようになってことはイスラム教と出会ったトルコが徐々に

新しい文学を受け入れたことの証明でもある。

イスラム教に入倍した後のトルコ人は、アラブ文化、文学と直接にではなくペルシア経

由で直面した。故に最初の過程でトルコのイスラム教やアラブ文学へ認識の形成にはペル

シアの文学も文化も影弊与えたのである。こうして 11世紀からはアラブ大作や預言者の

物語なども徐々にトルコ文学に浸透し、特に 13世紀末 (1299年）にオスマン帝国の設立

からの長い年月、中東の文化と文学はトルコ文学の中心となった。この時代の重要視され

る作品の一つは 11世紀に YusufHas Hacib（ユースフ・ハーッス・ハージブ、 1018,101915-

1077)によって書かれた KutadguBilig（幸福の智恵）“であり、 トルコの伝統や文化につい

て書かれたのである。

トルコ文化は新しい文化を簡単に受け入れ、融合させると言う特徴を持っているとされ

ている見それは言語を豊かにすることもある一方で、 トルコ人が特に文書をトルコ語で

はなく、他の言語で書くことにより、自己同一性を失うことともなった。 18しかし、知識人

達のこうした不注意を批判した A~1kPa~a （アシュックパシャ、 1272-1333) のような知識人

11 Koprlilli, Fuad. Edebiyat Ara~flrmalan. Tlirk Tarih Kurumu.1999. s.98 
12古代チュルク系民族の詩の定型だが、いずれの韻文におけるリズムは最後ではなく、

最初の単語にあった。

13 アラビア語では「とっ炉」 ar叫と善く。

14 Divanu Lugati't-Tiirk（ディヴァヌ・ルガーチ・チュルク）の中の詩が二つの定型が持つ

と討論されている。故にこの詩の定型は Arudでもありとトルコ学研究者i.V. Steblevaが

指摘している。参照は「 Bilgin,Azmi. "Div却tiLugati't-Tiirk'teki Manzumelerin Tematik 

A91dan Divan ~iiri ile ilgisi." Ka~garh Mahmud.2008. s.421」
15生まれた年は不明であるが、 1018か 1019年と推測されている。

16 Kutadgu Bilig. Trans. Re~it Rahmeti Arat. Tlirk Tarih Kurumu. Ankara. 1947. 
17 Enginlin氏はこのことについて言及し、これを初めて指摘したのは BilgeKagan（毘伽

可汗、 683-734) であると述べている。 YeniTurk Edebiyall TanzimatYan Cumhuriyet'eの 17

頁を参照。
18 同上 17頁。
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もおり、 14世紀に書いた Garibname（ガリブナーメ）叫ここのことについて批判的に述べ

ていた。言語や文化の持続に注意を払いながら、 トルコ文学は主に詩を中心し、ペリシャ

とアラブ文学の豊かな詩、それの定型なども重視しながら、受容した。 13世紀末に設宣さ

れたオスマン帝国の宮殿の周辺ではディヴァン詩が中心とされ、この詩はトルコ文学の古

典的詩となっている。 20ディヴァン詩は特にペルシア文学、アラブ文学を手本とし、トルコ

語とは言語構成が異なるアラビア語とペルシア語の音数律21を基準とするものである。こ

のことによって、詩におけるほとんどの単語がアラビア語、ペルシア語で書かれるように

なった。

ディヴァン詩は二行連で作られ、詩の定型はアルズ定型である。ディヴァン詩には

Kaside22（カシーデ）、 Mesnevi 23（メスネヴィー） Gazel（ガザル）などの種類がある。ガ

ゼルとは恋愛やぶどう酒を主題にした定型抒情詩の一様式であり、定型はアルズである。

アルズとは長音節と短音節を中心とした定型であり、長音節24を「ー」、短音節25を「．」で表

す26。オスマントルコのデイヴァン詩人の B拙i,（バーキー、 1526-1600)がガゼルの詩人と

して知られている。彼のガゼルの一例は次の通りである。

Ned虹 buhandeler bu'i~veler bun泣 uistigna 

Ned虹 bucilveler bu ~iveler bu kamet-i bala 

Ned虹 bupi9 pi9印 n9in ti ham-be-ham kaklil 

Ned虹 buturralar bu halka halka zlilf-i m恥gasa

Ned虹 bu'釦 zu hadd ti ned虹 bu9e~m ti ebrular 

Ned虹 buhal-i Hindular ned虹 buhabbetli's-sevda 

19 12.000二行連の神秘主義的なマスナヴィーである。

20 Moran, Berna. Turk Romamna Ele~tirel bir Bakl~. ileti~im Yaymlari.2001.s.18 
21 ディヴァン詩の音数律は＋ー音節である。そしてアラブ詩の韻律Artidも使われた。

22この詩は主に当時の政治家や信徒伝追者を称賛する詩である。

23宗教的、神秘的、道徳的な詩の作品や物語が書かれた。

24 子音で終わる音節。 トルコではアラビア語、ペリシア語からの母音、つまり a,i, uも

「-」で表す。
25 母音で終わる音節。

26筆者はトルコで使われたアルズ定型を中心にする。
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Miy細ufiri~te-i c紐 illlg血 i廷yinemi sinefi 

Blinag曲ufilamengu~ufi giil ile jaledtir guya 

Vef:釦皿mazcefadan yliz 9evlirmez B血海1kdur

Niy泣 itmekafia cana yara~ur safia isting炉 （原文のローマ字翻字）

この笑みはなに この媚この気どり そしてこの情なさは

この芙しさはなに このしとやかさ このすらりとした姿は

この頬と頬髯はなに この目と眉はなに

この竜涎香のような私はなに この悲しみの種子はなに

この曲がり よじれ ＜ねった髪の房はなに

この額のうえの髪はなに この甘く匂う輪になった髪は

おまえの腰は魂の糸か その胸は銀の鏡か

おまえの耳の耳たぶとおまえの耳環は バラと露の玉のようだよ

誠実を望まず しいたげから顔をそむけず バーキーはただ恋うる

あの人に魂をふりそそいでも おのれには軽蔑 それでいいのだ28 （峯俊夫訳）

この詩のアルズ定型が「．—．-」 29である。各音節を以下のように表す。

Ne I dur I bu I han I de I ler I bu I i~ I ve I ler I bu I n紐 Iu I is I tig30 I na 

一方、アナトリアでは口承文学もデイヴァン詩とともに共在するが、この口承文学に伝

統と古典のデイヴァン詩を組み合わせた A~1k Siiri（アーシュク詩）が出現する。アーシュク

とは直訳すると恋におちた人と言う意味で、単語はアラビア語の lshq（恋）から由来してい

27 k叫 k,Sabahattin. Baki Divani. T. C. Kiiltiir ve Turizm Bakanl屯1Kiitiiphaneler ve Yay1mlar 
Genel Miidiirliigii, 1994. s.75 
28 フズーリー他著『トルコの詩』峯俊夫編訳、国文社、 1994年、 54頁～55頁。

29 定型には音節グループとして某本的に 8つの形がある。それらは fa'uliin(fe'uliin) (. _ 

_)、 fがiliin,fa'ilat(_．_)、 mefa'iliin(._._)、 fがilatun(_．＿_)、 mlistef'iliin(_＿・_)、

mef'叫 tli(_ ．）、 mufかaletiin( ._.._)、 mlitefa'iliin(.. _. _)である。

30引用参照では istignaと書いてあるが、最後の「g」は「g」である。「g」を「．」で表

す。
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る。アーシュクは Saz31（サズ）を弾きながら同時に詩を作り出し、田舎、都市などを訪ね、

主に Tekke32（テッケ）や男性が集まる伝統的な Kahvehane（カフェハーネ）などで演奏す

る人である。ディヴァン詩のアーシュク詩に及ぼした影孵は形式的かつ内容的である”が、

ディヴァン詩は上位文化に属し、アーシュク詩は大衆と近い関係があった。そして、スー

フィズム34の影聾で形成された TasavvuP5 （タサッウフ）詩とその文学があり、 13世紀に

Mevlana Celaleddin-i Rumi（メウフーナー・ジェラーレッティン・ルーミー、 1207-1273)がス

ーフィズムの息想を述べた Masnav"i-yeMa'nav戸（トルコ語では Mesnevi) （精神的マスナヴ

ィー）が周知される作品の一つである。メヴラーナーから強い影聾を受けた詩人の Yunus

Emre（ユヌス・エムレ、 1238-1321) もおり、彼はトルコのディヴァン詩にも影響を与え

た。

このように伝統の口承文学の伝統も変化する中で、 19世紀の作家たちの小説の書式や内

容までに影響”を与えたのは、 Meddah（メッダフ）という存在であった。メッダフとは、

アーシュク詩人のように Kahvehane38（カフエハーネ）や人が集まる場所で物語を語る人39

である。語った人物を模倣し、身振り・手振りする人で、 19世紀のオスマン社会において

重要な存在であった。このような演じる文化も存在した。さらに、散文がないものの、詩

式で書かれた Seyahatname（セヤハットナーメ） 40や Siyasetname（シヤセットナーメ）“の

31弦の数は 6本ないし 7本の撥弦楽器である。

32修道場のような会場である。ここで生まれた文学もあり、それはテッケ文学と呼ば

れ、アーシュク詩にも影響を与えたのである。この文学には宗教的な内容があり、使われ

る単語などは単純ではなく、アーシュク詩に比べ

33 Koprlilli. Edebiyat Ara~flrmalarz. s.189 
34イスラム教の神秘主義である。自我の意識を消滅し、神との神秘的合ーの境地をめざ

す。
35スーフィズムと同様。

36 トルコ語では Mesneviである。

37このことについて PertevNaili Boratav氏が Folk/orve Edebiyat, Adam Yaymlar1,, cilt 1, 

1982」の中で指摘している。彼は特に初期の小説の中で物語の語り手として作家たちがあ

たかもマッダフのように小説を語ったと述べている。 ss.310-312.

38喫茶店のことである。

39 日本の落語と類似している。

40旅行記。周知される作品として Evliya<;elebi（エヴリヤ・チェレビ (1611-1682?）の

Seyahatnameがある。

41 Siyasetnameは、アラビア、ペルシャ、インド、 トルコの文学で政治家に統治芸に関す

る情報を提供する作品の一般的な名前である。
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ような作品もあった。

以上のジャンルの中での女性たちについて言及すれば、この時期に社会に姿が見られな

い女性たちは無論アーシク詩人にも、メッダフにもなっていた記録がないが、女性のディ

ヴァン詩人が存在したことは注目に値する。数は少ないが、 15世紀から姿を見せる女性詩

人には、 MihriHatun42（ミフリ・ハーチュン、 1460-1506)、（1420-1474)がいる。そして 16世

紀から 19世紀半ばにかけては、 HubbiHatun（フッビ・ハーチュン、不明ー1590)、Zubeyde

F1tnatHamm（スベイで・ハヌム、 725-1780)らがいた。

このように 19枇紀までのトルコ文学について述べたが、その中の女性表象についても

次に述べることにする。

1-2 19世紀までの文学作品における女性表象

女性表象について参照できるものにはデスタンや神話もあるのだが、その多くもイスラ

ム教伝播後に収集されたため、客観的にイスラム教入信の前の女性像を考察するのは現時

点で困難である。しかし、突厭碑文には女性についても多少の情報があるため、その範囲

で考察がされうる。特に 8世紀の突厭碑文について、先行研究で指摘されてきたのは、支

配において、 Hatun43（ハーチュン）がいかなる役割を持っていたかについてである。彼女ら

はKagan44（カガン）と一緒に Toy4s（トイ）の一員であり、政治的な集会に参加していた。カ

ガンの代表人にもなれ、軍将という地位にもあった。 46中国の文書にもこのことについて

記録があり、 トルコ人女性の政治における立場を理解した当時代の外交官の張窯 (Zhang

Qian,不明ー紀元前 114年）はそれを政治的に有利になることだと指示し、その後は中国の

王朝は娘を徐々に Kaganに嫁がせた47のである。

42 トルコでは名字は 1934年から使われ始めた。この時代の女性詩人たちの名前の次につ

けられる HammとHatunは古代トルコ語で、「女モ」を意味したのだが、時代とともに特

に目上の女性たちに対して使われるようになった。現代は Han1mが女性の敬称となって

いる。

43 Kaganの妻。女壬、王妃。

44君主号の一つである。

45 古代トルコの議会のような合議体。

46 Kafesoglu, ibrahim. Tiirk Milli Kiiltiirii. istanbul: Bogazi9i Yaymevi. 1998.s.258 
47 Tellioglu, ibrahim "islam Oncesi T紅kToplumunda Kadmm Konumu Uzerine" A. () Tiirkiyat 

Ara~tzrmalarz Enstitiisii Dergisi, 55. 2016. ss.218-219 
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イスラム教と出会う前のトルコの生活様式は半遊牧であり、家族形態は家父長制であっ

た48。しかし、トルコ人の家父長制は、当時代のペルシアやローマの父親を中心とし、全て

の権利を男性に与えた形態ではなく、女性にも子供にも権利があった家族形態だった。 49

家族タイプは核家族であり、族外婚が一般的だった50のである。相続者は男性と思われた

ものの、子供についても、娘も息子も同様な吃場に吃っていた51のである。トトルコ人女性

は結婚相手を自分で決め、相続権を持ちながら嫁ぎ、離婚も出来るという権利もあったた

め、非常に対等の吃場に宣っていたと言える。

しかし、イスラム教に入信した後に、 トルコ人は女性への新しい認識と直面したのであ

る。徐々に半遊牧から安定した生活様式変わった社会において、女性と「家庭」という認

識が深化し、女性の社会における立場も変化してきた。こうした変化が無論すぐに受容さ

れた訳ではない。しかしながら、多くの文書は 11世紀後のものであり、その中から詳細的

に女性について参照できる作品の一つは 15世紀末ー16枇紀初頭に書かれたと思われる、筆

者が不明の作品 DedeKarkut Hikayeleri（コルクットじいさんの物語）がある。この作品はオ

グズテュルク系民族の伝統的な物語が収集された作品であり、イスラム教が入信する前の

女性や男女関係について参照できる作品である。

『コルクットじいさんの物語』について MehmetKaplan（メフメット・カプラン、 1915-

1986) はこのように指摘している。

Dede Korkut kitabmda dikkati ilk 9eken ~ey, burada kadmm yerle~ik medeniyet -koy ve ~ehir -

edebiyatlarmda oldugu gibi, bir haz ve a~k mevzu'u olmamas1dir. Kendisi de erkege kar~1 bir a~1k 

tavn takmmaz. Dede Korkut kitabmda, ne Kerem ile Ash, ne Leyla ve Mecnun, ne de A~k-1 

Memnu'da rastlamlan ~ekilde, kadmm veya erkegin, a~k1, hayati bir mes'ele haline getirdigi 

48 inan, Abdiilkadir. Makaleler ve jncelemeler cilt I. Atatiirk Kiiltiir, Dil ve Tarih Yiiksek Kurumu 
Yay1m. 1998. s.341. 
49 Onay, ibrahim. "Eski Tiirk toplumundaAile Diizeni ve Bunun Dini, Siyasi Hayata Yans1malar1". 

The Journal of Academic Social Science Studies, 6, 2012. s.350 
50 Oge!, Bahaeddin. Diinden bugiine Tiirk Kiiltiiriiniin Geli:jme ('aglan. istanbul: Ttirk Diinyas1 
Ara~t1rmalar1 Vakfi Yayim.1988. s.237 
51 A.g.e.Tellioglu.s.213 
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gorillur. 52(『コルクットじいさんの物語』の中で最初に注目に値するのは、女性が安定

した生活様式の「村と都市」文学にあるように愛や快楽の対象の者になっていないこと

である。女性は男性に対して愛するような振る舞いをしない。この作品の中の『ケレム

とアスル』、『レイラーとメジュヌーン』、あるいは『禁じられた愛』”に描かれるように、

男女いずれも愛54を問題化していることが見られない。）

カプランの、女性が愛や快楽の対象になっていないという指摘から、この作品において

は女性が「性的対象」という認識がなかったことがわかるだろう。彼は続いて、男性が女

性に勇士の技能があることを重視していたと述べ、さらに物語の多くには息子の母への愛、

尊敬、そして母との密接な関係が強調されていると指摘している。しかし、この作品の中

には女性についての以下のような典味深い記述もある。

Dede Karkut dilinden ozan der: Karilar dort turludur. Birisi solduran soptur. Birisi dolduran toptur. 

Birisi evin dayag1d1r. Birisi ne kadar dersen bayag1d1r. 55 (トルコ語現代文） （コルクットじさ

んの口を借り、詩人（オザン）がこのようにいう。女には 4種ある。一人は足るを知ら

ざる者であり、もう一人は怠惰な者である。一人は家の柱（支柱・支え）となる者、も

う一人は何といっても俗悪な者である。）

筆者は続いてその 4タイプの女性はどのような特徴を持つのかを説明している。「足るを

知らざる者」は朝起き、頻や手を洗わず、量の多いものを食べているものの、「嫁になって

以来、満腹で一日を過ごしたことはない。私には靴も服もない」などと不満をいう女性で

ある。「怠惰な者」は起き上らせると外に出て、あっちこっちへと歩き回り、人々と噂をた

52 Kaplan, Mehmed. "Dede Karkut kitabmda kadm." Tiirkiyat Mecmuasi. 9.1951.ss. 99-100 

53 Halid Ziya U~akhgil （ハリッド・ジャー・ウシャックルギル、 1866 -1945)の (1898年ー

1900年）に書かれた小説である。夫の子孫の恋に落ちる宴が最後に鉄砲で自殺する物語

である。

54 カプランはまとめて A~k と示すのだが、筆者は『レイラーとメジュヌーン』と『禁じ

られた愛』における A~k という概念が違うと思われる。
55 Dede Karkut Kitabi. <;eviren Muharrem Ergin. Mim Egitim Basimevi.1969. s. 6 
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て、昼ごろ家に戻る女性である。「家の柱（支柱・支え）となる者」は家には客が来たとき

に、夫がいなくても、食べ物などを出し、その人の世話をする女性であり、「俗悪な者」は

夫も家にいり間に、客が来たら、夫に「パンを持ってきて」といい、夫が「何か作ろう」

といったとしても、「家には作れるものはない」といったりし、夫のいうことに耳を貸さな

い女性である。 56この 4種の女というのはおそらく「妻」の表象であろう。「家の柱となる

者」だけ、理想的な「妻」になり、つまりそれは珍しいことであると暗示される。そして、

この物語の語り方には少しユーモアもあると考えられる。主に書かれたのは女性の家の中

での態度と夫への振る舞いである。書かかれた世紀も 15世紀ごろであり、明確に女性の表

象が「家」と「夫」を巡る説明にとどまっている。カプランは作品のこの部分に関して、

トルコ人の女性への認識が変容したことが重要であるが、「この部分は、遊牧民だったチュ

ルク系民族のことを記した部分ではないと思われる」 57と指摘している。女性の「勇士」と

「母」という側面を重んじた遊牧民の認識と違い、この場面では「家事」と「厚遇」が強

調されている。 58

カプランが指摘したように、ここには新しい認識が見られる。それは、イスラム教の女

性への認識が徐々に受容されているからであろう。とりわけ「家の柱となる者」とされる

女性について預言者ムハンマドの妻の一人のアイーシャとまた彼の娘の一人のファーティ

マがその族であると述べられていることも、「家の柱となる者」とは理想の女性を意味し、

それを代表する女性という表象は、イスラム教やそれに沿った規範に従う女性たちの行儀

であるのではないかと思われる。

このように、前に社会の中で、「勇士」と「付」としての立場が重んじられた女性の認識

は、この時期に直面した宗教や文化の影響、そして遊牧民から安定した生活様式により、

女性が「家」を中心とされた認識へと変容したことが明確できる。しかし、 19世紀には再

び近代がもたらした新しい認識が形成され始め、近代化していく社会においてまた新しい

女性像が登場することになる。

56 A.g.e., ss.6-7 
57 Kaplan, a.g.e., s.111. 

58 A.g.e., s.112 カプランはこの部分について食べ物のことが中心とされていることに示

し、それは当時に食糧不足があった可能性についても指摘している。
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それでは、トルコの 19世紀文学には如何なる変化があり、それが近代化の過程にある社

会の女性表象に如何なる影響を与えたかについて、次の節で述べたい。

第2節小説への道

2-1 19世紀初頭のジャーナリズムとその後の翻訳文学

オスマン帝国は 16世紀から西欧に関心を持ち、交流し始めたのだが、 19世紀に入って

から西欧の科学的、経済的の発展が注目の的となった。 19世紀前半にオスマン帝国はギュ

ルハネ勅令による社会の近代化過程に入り込んだ。

タンジマート時期 (1839-1876)の文学もやはり西欧文学への道を開いていたのだが、西

欧の文学に注意が払われ始めたのはほぼ 20年後になる。なお、それは全く無関心だったと

いう訳でもなかった。この時期から小説が生み出されるまでに文学の近代化を加速させた

ものの一つは雑誌・新聞であった。オスマン帝国の初めての新聞の Takvim-iVekayi（事件の

暦）は 1831年に発行され、最初には正式的な報告、国内外のニュースだけ載せられたので

ある。徐々に新聞の範囲が広まり、文学作品の粗筋なども載せられた。 1862年 Mecmua-i

Funun （科学雑誌）に MilnifPa~a （ミュニフ・パシャ、 1830-1910)が VictorHugo（ヴィクト

ル・ユーゴー、 1802-1885) のLesMiserables (1862年）の粗筋を載せことはトルコ文学に

影響を与えた璽要な掲載であった59。同時期に翻訳の活動も始め、翻訳の多くがフランス

文学作品であった。初めて翻訳された小説は 1862年に YusufKfunilPa~a60 （ユスフ・カヤー

ミル・パシャ、 1808-1876)によって訳された Fran9oisFenelon（フランソワ・フェヌロン 1651-

1715)の『テレマツク冒険談』である庄

トルコの初めての小説 SemsettinS紐11 （シャムセッチン・サーミ、 1850-1904)の Taa:;:;uk-

z Talat ve Fitnat （タラットとフィティナットの恋愛、 1875年）が出版されるまでには、詩

や劇作を作り出された。この時期にオスマントルコ社会に伝統式のマドラサの代わりに西

欧の科学や言語を教える新しい学校などが開かれ、マドラサとアラビア語の必要性が減る

59 Enginlin. a.g.e., s.40 

60彼は政治家であるのだが、フランスの文学作品を翻訳することによってトルコ文学に

フランス文学の小説を紹介したことはトルコ文学史において童要な役割を果たしている。
61 Engintin.a.g.e., s.30 
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62ことによって、オスマン帝国の言語州こついての議論が文学者たちの注目の的になった。

こうしたオスマン帝国の言語について論争を始まったのは ibrahimSinasi （イブラヒム・

シナーシ、 1826-1871)であり 64、その後、 Nam1kKemal（ナームク・ケマル、 1840-1888)

もTasvir-iEjkar新聞に 1886年に「Lisan-1Osmani'nin Edebiyatl Hakkmda Miil曲azatiSamildir」

（オスマン語の文学についての考察）」を載せた。その中で作品の形式より内容を重んじる

こと、アラビア語やペルシア語の単語を書く時にトルコ語の発音に応じて書くというよう

な言語や文書のあるべき形式について論じた上、古典文学をやめ、ヨーロッパの文学を受

け入れようという思想があった。このことによって、当時のトルコ文学の主な論争は書き

言葉の問題と古典文学への評論であった。また、この時期にケマルはトルコ文学に「自由」、

「国家」などの概念を紹介し65、それらを主題にした作品を多く創作したのである。そして

1872年の Vatanyahut Silistre （母国あるいはシリストラ）という劇作66も残した。

同時期の活動的な作家の一人であるアフメト・ミドハトは新聞記者、評論者でもありつ

つ、数多くの作品を作り出した。彼は西欧の文学を受け入れようとした作家の一人だが、

彼はそれをトルコ文学に適応しようという姿勢が当時のケマルと相違した点である。 67さ

らに、 1877年に初めての女性作家の ZaferHanim（ザフェル、ハヌム、生没不明）が Ask-l

Vatan（愛国）を創作したのだが、描いた作品はこの一冊だけだった。この作品はあるジャ

リイェの（女奴隷）について書かれたものである。

一方、この時期では社会において、女性に関する革新も行われたのである。 1859年に

イスタンブールに初めて女子の中学校が開かれた。その後 1869年に Ma紺if-iUmfuniye 

62 Kodaman, Bayram. Abdulhamid Devri靱itimSistemi. Tlirk Tarih Kurumu 1991.s.2 

63 オスマン帝国の言語はトルコ語であり、文字はアラビア文字、そしてトルコ語に適応

したペルシア語の文字も使われた。 1928年のラテン文字への革命までに、その文字が使

われた。
64 Enginlin. a.g.e., s.747. 
65 ケマルは政治にも関心を持ち、 YeniOsmanhlar（新しいオスマン人）あるいは Gen<;

Osmanhlar（若いオスマン人）のグループの一員であった。このグループは当時のギュル

ハネ勅令を批判し、立憲君主制を提供したのである。そのためケマルは書いた記事でパー

ディシャー（皇帝）を対象としたため、追放されたことが多い。

66劇作が初めて出版されたのは 1860年の ibrahimSinasi（イブラヒム・シナーシ、 1826-

1871)の$airEvlenmesi（詩人の結婚である。
67 Engintin. a.g.e., s.196 
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Nizamn細 esi68規則により教育制度が設けられ、男女が小学校までの教育は義務教育になっ

た。 69同年には Dartilmuallimat（女性教師学校）が開かれた。これは女性の教育への重要

な過程である。そして、 Terakki-iMuhadderdt（高潔な女性たち）という新聞も同年に発行

され始めた。 70 当時代の文学作品の中でも女性の教育が注目の的となり、文学作品の中

で女性をめぐるテーマは主に「女性の教育」、「男女平等」、「自由に結婚相手を選ぶこと」

71であったが、伝統を重んじる作家たちの作品では女性の家庭における妻と母としての責

任の主題とそれを代表とする女性主人公を描いた作品もあったのである。

その一方、第一次吃憲の時期 (1.Me~rutiyet Donemi, 1876-1878) が始まり、 1876年にオ

スマン帝国憲法が発布されたのだが、その後、露土戦争 72 (877-1878) が起こったため、

1878年に ILAbdulhamid（アブデュルハミト 2世 1842-1918) により効力を停止されるこ

とになった。それ以来のオスマン帝国が 1878年から 1908年の第二次立憲までに専制政治

の時期に入ったのである。このことは当時代のメディアにも文学作品にも影響を与え、特

にこの時期から検閲73が増えたのである。

このような状況の中、写実主義文学が徐々にトルコ文学界に突き進み、トルコ文学は新

しい段階を迎えたのである。

2-2 ロマン主義と写実主義の論争と自然主義文学作品の誕生

トルコ文学史上で写実主義についての評論が始まったのは、 1874-1875 年に ZiyaPa~a （ズ

イヤ・パシャ、 1829-1880)が、チュルク、アラブ、ペルシアの詩を 3巻で編集した Hardhat

（崩壊）詩撰を発表した翌年、 1876年のことである。 Hardhatの中でデイヴァン文学が伝

承文学に比べ、優れた文学と述べたズイヤ・パシャを批判したナームク・ケマルが、 1876

68 Maarif-i Umumiye当時の文部科学省のような機関であり、 Nizamn細 eは規則、規定と

いう意味である。

69 Akyuz, Yahya. Turk Egitim Tarihi MO  1000-M S 2007. Pagem Yay.Ankara 2007. s.163 
70 Zorba, Hatice Akm. "Muhadderat ve Etfale Mahsus Bir Osmanh Dergisi: Ayine" Folklor 
Edebiyat. cilt. 24, sayi:95, 2018.s.157 
71 「恋愛結婚」とまではいかないが、「お見合い結婚」で男女が互いに気に入らなけれ

ば、結婚させないくても良いと提供された。

72 トルコ史上では 93Harbiと呼ぶ。

73 出版物の検閲に関する規制は 1857年にフアト・パシャ (FuatPa~a, 1815-1869) により

設けられた。（参照は Ortayh,ilber. jmparatorlugun En Uzun Yiizyih. Hil Yaymlar1.1987.s.154) 
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年に Tahrib-iHardhat（崩壊の破壊）を発表した。その中で古典文学を否定するケマルはそ

の詩の非現実性についても述べる。しかし、これは詩を中心とした評論であり、ケマルの

リアリズムは当時の西欧のリアリズムではなく、リアリズムヘの理性主義的な接近だった

74とされている。

1885 年に軍人の Be~irFuad （ベシル・フアド、 1852-1887) が同年に死亡した VictorHugo 

の生涯を伝記式で書いた VictorHugo75（第 1巻 1885、第 2巻 1886年）はトルコ文学界に

小説を巡る、ロマン主義と写実主義の討論（トルコ文学史上で Hayaliyun-Hakikiyun論争）

を引き起こした76。フアドはユーゴーの作品やユーゴー自身の文学批評などについて客観

的に取り上げ、自分の解釈も述べたのである。この作品の非常に意義のあるところはファ

ドが当時のフランス文学におけるロマン主義と写実主義を比較的に取り上げ、対象の作家

としてユーゴーとゾラを比較したことである。 1871年からロマン主義者のユーゴーを論争

の対象としたゾラ内こついて認識したフアドがこの伝記にゾラを取り上げたことには、明

確に当時トルコ文壇にリアリズム、自然主義を紹介する意図があろう。しかし、これをす

る際に、フアドはユーゴーを単純に批判せず、ユーゴーがフランス文学に如何なる重要な

役割を呆たしたかについても言及し、フランスでは半世紀前にユーゴーが批判されたこと

に注目しながら、当時のゾラも論争の的となっていることを示している。

リアリズムについて、 Stendhal（スタンダール、 1783-1842) とHonorede Balzac（オノ

レ・ド・バルザック、 1799-1850) らはリアリズムを発展させた作家たちと示した一方、

ゾラは如何にリアリズムのために熱心で、数多くの記事や作品を書いたと述べ、リアリズ

ムの認識を広めた作家であるため、ゾラを「リアリズムの始祖であると言える」と指摘し

た。その後ゾラの理論について紹介するフアドは以下の通りに述べた。

Zola'nm kuramsal gorli~恥udur;Hayattan ba~ka, elimizde bir ornek yoktur, ~linkli be~ duyumuzun 

74 Dino, Glizin. "Tanzimattan Sonra Ger9ek9ilige Do如." Ankara Universitesi Dil ve Tarih-
Co叙afyaFakiiltesi Dergisi. cilt.9. sayi.3.1951. s.199. 
75この本はトルコ文学の初めての伝記でもある。

76 Enginlin. a.g.e., s.788 
77 Murphy, Bernadette L. "Zola Critique De Hugo: Les Enjeux D'une Polemique." The French 
Review, vol. 61, no. 4, 1988, pp. 531-541. 
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d均mdabir ~eyi kavrayamay1z. Dolay1s1yla hayatl ba~kala~tumak yanh~a yol a9mak olacagmdan, 

bu yolda yaz1lan eser, niteliksiz olur.（…)Zola'mn dedigi gibi yalmz ger9ek sanat eserlerini 

meydana getirebilir. Demek olur ki hayal etmemeli; bakmah, incelemeli ve gordugunu hakk1yla 

betimleyerek anlatmahdu. 78 （現代文） （ゾラの仮説はこの通りだ。私たちには人生

以外の実例はない、なぜならば五感で感じるもの以外が理解できないからだ。したがっ

て、人生を変貌させようことは間違った方向へ導く誘因となるため、これに沿って書かれ

た作品は本質を欠くことになる。（中略）ゾラが言うように、現実だけが文学作品を創造さ

せるものである。すなわち、想像せず、見て、観察して、見たことを正確に描写しながら、

説明するべきだ。）

このようにフランス文学のリアリズムについて述べたフアドは、当時のトルコ文学の注

意をユーゴーのロマン主義からゾラの自然主義文学へ変えようと意図している。フアドは

続いて写実主義についてこのように述べる。

78 

Realistler her ~eyden once ya~anan dlinyanm etkilerini ozenle goz onlinde bulundurduklarmdan, 

a~ag1 s1mf insanlann i9inde bulunduklar1 a~ag山khayatl ve sefilligi hak etmi~ olarak gormliyorlar. 

Bunlarm k諏 idurumlar1m etkisi altmda bulunduklan yoksullugun ve yoksunlugun zorunlu bir 

sonucu olarak gosteriyorlar. Bir kotlilliglin onlinli almak i9in en once yapilacak ~ey, onun ger9ek 

sebeplerini ortaya 91karmaktu. Realistler de anlatt1klar1 dlinyaya doktor s1fatiyla giriyorlar; 9linkli, 

tlpta en onemli sorun hastahk belirtilerinin tanilanmas1du. Bir hastahgm ash esas1 bilinmedik9e, 

iyile~tirilmesi milmkiln olmaz. 79 （写実主義者は何よりもまず現世の及ぼす影響を考慮して

いるため、貧困な生活を送る下層階級の人がそのような生活に値する者であるとは認め

ていない。この困難な状況はその欠乏と貧困がもたらした必然的な結果であると示して

いる。ある害のあるものを予防するために、まず第一にすべきことは、その本当の原因

を明らかにすることである。写実主義者も描いた世界に医者という立場で入る。なぜな

Fuad,Be~ir. Victor Hugo. Giinlimliz di line uyarlayan. Kem al Bek. Ozglir Yaymlar1. 2011. s.133-
134. 
79 A.g.e., s.148 
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らば、医学においては、最も重要な問題は病気の症状が診断されることである。ある病

気の原因がわからなければ、治療することが不可能になる。）

フアドはこのように自然主義文学が基づいた決定論の環境要因を紹介し、作家たちの書

いた文書へあたかも自分が「医者」であるかのように入り込み、囚果関係を考慮し、作品

を書いたことも述べ、その後のトルコ文学を新しい段階へ進ませたのである。しかし、自

作の出版の 2年後である 1887年に手首を切って自殺したフアドは、自殺を罪と認めるム

スリムのトルコ社会と文学界に突然の衝撃を与えた。フアドは、自殺する際に、身体で感

じたことなどを観察し、以下のような手紙として残すとともに、死体を医学校に提供する

ことにした。

Ameliyatim1 icra ettim, hiゆira釦 duymad1m.Kan akt曲abiraz s1zhyor. Kamm akarken 

bald1z1m a~ag1ya indi.'Yaz1 yaz1yorum, kap1y1 kapad1m'diyerek geriye savd1m. Bereket versin 

印erigirmedi. Bundan tath bir oltim tasavvur edemiyorum. Kan aksm diye hiddetle kolumu 

kaldud1m. Baygmhk gelmeye ba~lad1. 80 （手術を行った。何の痛みも感じていなかった。

血が流れるとずきずきする。血が流れる際に義姉がおりてきた。 「執筆中なのでドアを

閉めた」といい、追い払った。中へ入れなくてよかった。これ以上楽しい死を想像でき

ない。血を流すために高く腕をあげた。気を失いそうだ。）

この自殺は同時代のメディアにもとりあげられた。フアドの自殺は物質主義と関連する

とされ、物質主義者が無信仰であることとそれが及ぼした影響についても言及されたので

ある81フアドについて髯く作家の一人がミドハトであり、主宰していた Tercuman-1Hakfkat 

（現実の翻訳者）新聞に次々に記事を残した。このように突然の自殺でトルコ社会に衝撃

を与えたフアドだが、自然主義文学についての紹介は、成果を納めたといえる。とりわけ、

以下のような事例は注目に値するだろう。 1888年に初めてゾラの ThereseRaquin (1867年）

80 Okay, M. Orhan. Be:jir Fuad: j/k Turk Pozitivist ve Natiiralisti. Hareket Yaymlari.1969 s.76 
81 A.g.e. "Intihar'm Akisleri" s.94-100 

26 



がMuallimNaci （ムアッリム・ナージ、 18491893)により翻訳された82。その 2年後、 1890

年には NabizadeNaz1m（ナビザーデ・ナーズム、 1862-1893)のKarabibik（黒嘴83) が出版

される。この作品では、作者は作品の序文に「写実主義的な作品である」と書き、次にゾ

ラと AlphonseDaudet（アルフォンス・ドーデ、 1840-1897)のような写実主義者の作品が猥

褻であると考える人たちは間違っている、自作もそれを証明する作品であると述べる。彼

は加えて写実主義について以下のように述べる。

Bu gibi romancilarm maksatlar1 vukuat-1 be~eriyeyi suf nokta-i be~erden tetkik ve hikaye etmektir. 

Bunlar bir insan ne gibi hissiyat ve harekata kabil ise ona o hissiyat ve harekatl isnat edip i~i hadd-

i tabiisinden 91kannamak yani miisteit olmad屯1havass1 insana ispat eylememek isterler 84 （この

ような作家たちの目的は人間のことを人間の視点から観察し、語ることである。写実主

義者ある人の有り得る感情や行動をその人の自然の範囲から出さないこと、つまり、出

来ないことをその人の属性としない、ということだ。） （原文のローマ字翻字）

この作品では、ある農民が、手に残ったたった一つの畑を耕そうとする姿が描かれる。

村を舞台としたこの作品は、登場人物の精神を分析し85、農民の現実を描き出そうとした

意欲的な作品であった。しかし、彼は自然主義に触れないことが興味深い。彼はまた 1904

年に自然主義の生物学的な作用である「遺伝」に着目し、生まれつき嫉妬がある Zehra（ゼ

フラ86) を出版する。

この時期に注日に値するもうひとつの作品は、ナビザーデの『黒嘴』同年にミドハトが

82 Enginiln, inci, Kerman, Zeynep. "Tilrk炉edeEmile Zola Tercilmeleri ve Emile Zola Hakkmda 
Yazilar Bibliyografyas1 (1885-1973)". istanbul枷 iversitesiEdebiyat Fakiiltesi Tiirk Dili ve 
Edebiyatl Dergisi.22. 2012. ss. 243-265 
83 主人公の名前であるが、あだ名だと思われる。当時にまだ苗字が使われていなかっ

た。特に村では、人をあだ名や名前で呼ぶのが一般的だった。作品の中では言及されてい

ないが、筆者は Karabibikを黒嘴と訳した。 Karaは黒であるが、 Bibikには鶏冠の可能性

もある。そして、 Bibikという単語が地方によって、意味が変わる可能性もある。
84 Almt1layan, Dino, Giizin, "Nabizade Naz1m'm Karabibik isimli Hikayesi Uzerine", Ankara 
伽 iversitesiDi! ve Tarih-Cografya Fakiiltesi Dergisi, cilt. 12, say1. 1.2, Ankara, 1954. s.154 
85 A.g.m., s.155 
86 女性の名前。
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創作した M硲ahedat（観察）である。自然主義文学に関心を持ったミドハトだが、彼はゾラ

を完全に受け入れようとはせず、 トルコ文学の自然主義文学作品として Mu~ahedat を提供

する。ミドハトが三人称、一人称の語り方、そして物語を過去、現在という前例のない構

造で作り出し、さらに、自分を作家として物語の中に登場させたことは、同時代の作品の

中で特筆すべきことであったといえる870

一方、ミドハトの「養子」 88でもでもあったのが、本論でその作品を取り上げるフセイ

ン・ラフミ・ギュルプナルである。ギュルプナルは、初期作品をミドハトの新聞 Tercuman-

zHakfkatに載せた。彼はトルコ文学のエミール・ゾラと呼ばれること89もあり、当時多く読

まれた作家の一人であった。トルコのエミール・ゾラと呼ばれたものの、実際には「ゾラ

ではなく写実主義者のモーパッサンに非常に感心する」と言及したことがある90自然主義

文学の作家として位置づけられた＂た彼は、 19世紀末に雑誌を中心として形成されていた

文壇やその文学と距離をおいた92作家であり、「女性」をめぐる作品を多く描いたこともそ

の作家としての特徴的な点の一つである。

当時の文壇の中心にあった雑誌の一つは Servet-iFunun93（科学の富）であり、この雑誌

はトルコ文学の新しい時期を開いたのである。この雑誌に集った一人、 HalidZiya U~akhgil 

（ハリット・ジャー・ウシャックルギル、 1866-1945)はトルコ文学における写実主義的、自

然主義的側面の顕著な作品を創作した。この雑誌の作家たち、詩人たちには高踏派や象徴

主義も強く影響を与えたのである叫

87 Moran. a.g.e., ss.59-71 

88 トルコでは manevievlatという。それは「養子」ということにはなるのだが、日本文化

の家族制度と同様な意味ではない。

89ギュルプナルを「トルコのエミール・ゾラ」と述べたのは当時代の作家Abdiilhak

Hamit Tarhan（アブヂュルハック・ハミット・タルハン 1852-1937である。参考は

AbdillhakH細 id,"lhk恥 istihkak"jkdam Gazetesi., no: 8990, 28 Receb 1340/27 Mart 1338-
1922, s.l. 
90 G69giln, Onder. Hiiseyin Rahmi Giirpznar. Kiilt虹 Bakanl屯1Yaymlar1. 1990.s.28 
91 Akyilz, Kenan. Modern Turk Edebiyatzmn Ana ('izgileri, ink韮pKitabevi. 1995.s133 
92 A.g.e., s.22 

93この雑誌は最初に科学雑誌として発行されたのだが、作家 TevfikFikret （テヴィフィ

ック・フィクレット、 1867-1915) が雑誌の主宰になって以来、文学雑誌に変更され

た。この雑誌の文壇は自分を Edebiyat-1Cedide （新しい文学）と示したため、この単語

もこの雑誌の作家たちを示す。

94 Sehnaz, Ali~. "Servet-i Fiinun Dergisinde Kii9ilk Hikaye-Mensur Siir Manzum Hikaye (1896-
1901)" Doktora Tezi Marmara Universitesi T紅kiyatAra~tirmalar1 Enstitilsil, 1994. 
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このようにトルコ文学は関心を写実主義・自然主義へと向けたのだが、従来のロマン主

義が及ばした影響はすぐには消えなかった。作品人物の造形において、ゾラのナナのよう

な女性登場人物も徐々にトルコ文学作品に登場し始め、 トルコ文学作品に新しい女性像も

登場し始めた。

第3節 日本文学における西欧のリアリズムとゾラの紹介

1885年の 8月から 1886年4月まで全9冊の雑誌で松月堂から刊行された坪内逍遥(1859-

1935)の『小説神髄』は近代文学の褒明を告げた暁鐘であると言われている95。その内容は、

新しい小説は写実的でなければならない、その写実は筋を主とした伝奇ではなく、人間心

理を分析した小説でなくてはならないということを伝え、西欧のリアリズムの諸性質を日

本に紹介した96と評価されている。

日本文学史において自然主義は 1897年代から小杉天外らによって導入されたとされて

いるが、実際には、ゾラはもっと早い時期に『維氏美学』に紹介されていた。フランスの

思想家、ウージェーヌ・ヴェロンの著書 L'esthetiqueを、思想家の中江兆民が 1883年から

翌年にかけて『維氏美学』に翻訳し、その中にはゾラの自然主義についての紹介があった

のである。河内清はヴェロンの著作とその翻訳について次のように述べている。

それによれば原著はゾラの『居酒屋』の成功直後の出版で、著者のゾラとの直接的関係

は不明だが、その美学一般の理解•主張はほぼゾラのそれにそい、小説の部面では一こ

れは必ずしも本書の多くの部分を占めていないが一ゾラらの自然主義小説を、平凡な人

間のあるがままの莫実を善悪美醜を顧慮せずに忠実に観察し模写したもので、バルザッ

クから出た一派であるが、その点ではバルザックを超えた今日の文学としてはなはだ好

意的に解説し、しかもその倫理的健全性まで理解し主張している。兆民の翻訳は、おそ

らく当時の読者のことを考えてのことだろうが、原著の「ナチュラリスム」という語を

95 久松潜ー『日本文学史近代 1』増捕新出版、至文堂、 1977年、 32頁。

96 河内消、『ゾラと日本自然主義文学』梓出版社、 1990年、 136頁。
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削除し、内容を説明するというやり方をとっている。 97

この指摘のように、兆民による自然主義文学の紹介では「ナチュラリスム」という用語

が示されず、当時の文壇の中心にならなかったようである。ゾラについて最初のまとまっ

た紹介は森鵬外の 1889年の「医学の説より出てたる小説論」であった98。「1887年代末か

ら 1897年代初期にかけてレアリスムに一進展を示したことであり、この時期に於ゾラか

ら単に構想の一部を借りるのでなく、より広く深く、その影響を生かさうとする傾向が現

はれたのが、 1887年代に比べて、 1897年代は西洋文学の影響が身につき生かされて来た趣

がある呵」と吉田精ーは記している。

このように、フランス自然主義文学は早い時期から日本文学に紹介された。文学史の中

で前期自然主義として区分された小杉天外 (1865-1952) の『はやり唄』 (1902)、永井荷

風 (1879-1959)の初期作品の『地獄の花』 (1902)、その後の自然主義文学で社会階級に目

を向けた島崎藤村 (1872-1943) の『破戒』 (1906)、そして私小説の出発点とされる田山

花袋 (1872-1930)の『蒲団』 (1907) などに見られるように、自然主義文学は日本文学に

強い影響を及ばしたのである。こうした作品にはやはりそれまでの文学作品とは異なる女

性像も描かれており、その一部については次章以降に本論で取り上げたい。

トルコと日本文学の近代化過程には多くの類似点が見られる。新しい文学への関心がほ

ぼ同じ時期に生じたこと、そして近代文学における文学運動の流れからその共通性が窺え

る。とりわけ、翻訳文学の導入はその一つである。翻訳文学は、日本では政治小説という

新しいジャンルの発生を促した100が、 トルコでは新しい文学を生み出す手段だった。そし

て、言文一致運動もその一つであり、双方とも従来からの古典文学を先に進める、そして、

読み書きを増やすという認識があった。なお、 トルコでは古典文学に対する討論が、それ

を徹底的に否定する、あるいは新しい文学を否定するという対立が現れたのである。

一方、日本とトルコの自然主義文学運動が成立する段階においては、リアリズムを巡る

”同上、 135頁。
98 吉田精一、同上、 141頁。
99 同上。

100 久松潜ー、同上、 27頁。
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重要な違いがある。 トルコではリアリズムを直接にフランス文学から受容したのだが、日

本では西洋のリアリズムがロシア文学作品によって紹介されたものである。二葉亭四迷の

長編小説の『浮雲』 (1887年～1891年）はロシア文学のリアリズムから影響があった作品

として認知されている。 トルコでは、ロシア小説の翻訳は自然主義が紹介された後である

101 

おわりに

イスラム教と直面するまでのトルコ人は、半遊牧民であり、活動的な生活様式があった。

そのため、トルコ人の女性たちもその生活様式の影響もありながら、「家」の存在のだけで

はなく、兵士など様々な地位もあったのである。イスラム教入信後にその認識が変化し、

女性は「家」を中心とした認識へと変わった。 19世紀に西欧の文化と直面するまでのトル

コ人女性は再び社会へという過程にあった。 19世紀のトルコ文学では女性の教育や結婚に

ついて描かれ始まった。

一方、日本のフランス自然主義の移入と紹介についても概観した。フランス自然主義と

ゾラについての紹介は 1883年から始まり、 1897年代から西洋文学の日本文学への影響が

見られたが、リアリズムの受容をめぐっては日本とトルコの間には違いがあることが明ら

かになった。しかし、 トルコと自然主義文学作品の中では新しい主題が用いられ、女性登

場人物もその時までに一目置きられた表象が徐々に現れてきた。

以下の各章において、こうした女性たちの表象を取り上げ、その女性表象を巡り何が描

かれたかについて考察を行う。

101 しかし、 1883年にアレクサンドル・グリボエードフアレクサンドル・セルゲーヴィッ

チ・グリボエードフ、 AlexanderSergeyevich Griboyedov, 1795 -1829) の『知恵の悲しみ』

が翻訳された。参照は Aykut,Altan. "Turkiye'de Rus Dili ve Edebiyatl <;ah~malar1 Rus 
Edebiyatmdan <;eviriler (1884-1940) ve Rus9a Ogrenimi (1883-2006)." Ankara Universitesi Dil ve 
Tarih-Cogra,_かaFakiiltesi Dergisi 46.2. 2017.ss.1-27 
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第2章狂気と女性

はじめに

狂気とは理性の反対として位置付けられた概念であると共に、社会における異常を示す

方法としても機能する概念である。文学においては、狂気は想像力や勇気などを表す側面

がある一方、社会的規範の逸脱行為を批判的に示す手段でもあったといえる。狂気は様々

な動機で作品の素材になり、時代とともに変容してきた。 MichelFoucault（ミシェル・フ

ーコー、 1926-1984) は1961年の『狂気の歴史』の中で19世紀に精神病として科学的に分

類された狂気とその歴史、歴史や文学における変容について分析し、変化した価値観に伴

い狂気認識も変容してきたことについて論じている。

フランス文学においては、 19世紀後半から狂気が科学の名の下に客観化され、自然主義

文学作品の中では遺伝と環境の範囲内で取り扱われた。そして、この時期に西欧の文学に

触れたトルコと日本の作家たちが、新しい視点から狂気を巡る作品を生み出したことは注

目に値するだろう。 さらには、日本とトルコの文学作品の中に現れる狂気は、女性主人

公に関する主題になった時に、フランス人自然主義文学者の作品には描かれていない、行

為の制御という枠組みが見られることも興味深い。

本章では、 HalitZiya Usakligil（ハリット・ジャ・ウシャックルギル、 1866-1945) の

Sefile (『堕ちた女』 1886-1887)とAhmetMidhat（アフメト・ミドハト、 1844-1912) の

Haya! ve Hakikat（筆者訳『夢と現実』、 1892) 、そしていずれも雑誌『太陽』に発表され

た渡辺霞亭の「狂女」 (1896) と島崎藤村の「老嬢」 (1903) を取り上げ、狂気に陥る女

性主人公が何をあらわしているかについて考察する。まず狂気と狂気に関する研究につい

てまとめ、その後、作品分析を行う。

第1節狂気と文学

1-1 狂気の基本的な概念と構成

狂気は学際的な議論の観点で非常に範囲が広い概念である。それは、狂気が持つ集合的
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な意味合いのためであろう。とりわけ、古代から狂気と狂人は「神聖」、 「邪悪」あるい

は「知恵のある」といった矛盾した特徴が与えられた、それに伴って、狂気と狂人矛盾し

た言動の標的にされてきた。

1960年代からイギリスに出現した反精神医学運動により、精神医学の伝統的な治療法へ

の批判が起こり、医師と患者の権力関係についての評論は狂気あるいは精神病が何である

かを再考することとなった。

Thomas Stephen Szasz (トーマス• S ・サズ、 1920-2012)、ミシェル・フーコーらはこ

の時期に狂気や精神病について研究した。サズは、 19世紀から医学のもとで分類された精

神医学における「精神病」という表現を批判した。 「病気」と言うのは身体に影響を与え

るものであると考えた彼は、精神病」というものはないと指摘1している。

フーコーは西欧の狂気認識を中心とした『狂気の歴史』の中で狂気と理性を 16世紀、 17

と18枇紀前半、 18世紀後半から 19世紀初頭までという 3つの期間に分けて取り扱った。

社会ではまだ宗教が中心とされた 16世紀では、狂人は邪悪な存在と認められたが、狂気に

知恵があると判断した人文主義もあった。 第 2期、つまり 17世紀と 18世紀の前半では

理性と狂気の区別が根本的になされた。 17世紀から監禁時期フーコーが大いなる閉じ込め

と示している）が始まり、狂人が精神病院に監禁されることになった。その後こうした病

院が広がれ、狂人だけではなく、貧困者、放浪者つまり労働に貢献のできない人も閉じ込

まれる。第 3期、つまり 18世紀末からは狂気は科学研究の対象となり、狂気は病気と見な

され、当時の医学的実証主義が狂気を客観的に取り扱うことになる。この時期には狂人を

除く、資本主義の生産プロセスに貢献できるとみなされる人が解放される。フーコーのこ

のような時代分析は社会価値観が変化することによって狂気も変容したこと、その上で、

監禁がもたらした権力と規制の深い関係を明らかにしたのである凡

トルコの狂気認識といえば、 19世紀まではアラブ社会、イスラム社会とチュルク系民族

文化の組み合わせであると言える。しかし、この中では宗教権威による支配が強かったた

め、イスラム教かつイスラム社会の認識が重要な役割を果たしたのである。 MichaelW. 

1 Szasz. S, Thomas. The Myth of Mental Illness. Revised Edition. Harper, Row Publishers, New 
York. 1974. p.267 
2 Foucault, Michel. Madness and Civilization. Vintage Books Publising.U.S.A.1988. 
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Dols（ミシェル• W ・ドルズ、 1942-1989)はMajnun:The Madman in Medieval Islamic Society3 

の中で、イスラム社会における狂気を医学、文化における神聖な、あるいは俗世的な受容

についてや、法律（シャリーアりにおける狂気の側面から包括的に論じている。ドルズは

治療法に関しては、ガレノス派医学の普及に伴い、社会における狂気は実際に広範囲で受

容されたと指摘する。そして Aql（トルコ語は Akll) （理性）に基づいたイスラム教にお

いて狂気が重要な立場を占めていることも指摘している。

一方、日本における狂気について、小田晋は『日本の狂気誌』 (1990年）中で、中古・

中世ー近世ー近代の各時代における狂気の用語、概念、現象を分析し、日本の狂気を以下

の4つの側面でまとめた。

① 共同体的な時空間的制約からの逸脱

② 〈狂〉についての古い定義の表す日常的経験則からの逸脱

③ 心身相関の制約下にある心的現象、

④ 狂気の帰結としての社会的行動についての一種のモラトリアム、あるいは判断中

止の伝統

小田はまた、日本文化の古層に発する「タテイト」としての二極構造、ケとハレに関し

ても「ケ（日常）ー労働ー素面ー現実ー本地農耕民ー狂気（俗）の第ー系列とハレ（祭）

—芸能ー陶酔ー超越（悦惚）ー山民（漂泊民）ー狂気（聖）の第二系列の存在が日本文化の古

層から、中古、中憔、近世へと引き継がれ、両者が表裏の相補関係をなしてきたこと」を

指摘している又

以上から如何に文化の理解や認識に差異があっても、狂気とされた矛盾した言動には、

基本的に類似した構造があったと言える。このような社会における狂気認識が文学におい

て如何なる役割を果たしたのかについて次に考えたい。

3 Dols, W. Michael. Majnun: The Madman in Medieval Islamic Society. Edited by Immisch, E. 
Diana. Clarendon Press, Oxford. 1992 

4 イスラム法のことである。コーランに基づき，スンナ（預言者の言行），イジュマー

（その時代の宗教学者の一般的承認），キャース（類推）を法源とする。

5 小田晋『日本の狂気誌』 増補新装版、恩索社 1990年 372頁。
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1-2 文学における狂気と女性

文学は、狂気を対象とした様々な分野の理論的アプローチの中で、多く参照された分野

であった。文学における狂気には特異な特徴があったと言える。作品における狂気とは想

像力や独創性を連想する点で積極的なことを表す一方で、社会的規範を逸脱する行為、言

い換えれば異常を示すと言う点で否定的な機能があったと言える。

フーコーは欧州文学における狂気が三つの段階でマージナル化されたと述べた凡初期は

エラスムス (DesideriusErasmus Roterodamus、1466-1536)の『痴愚神礼讃』 (1511) をはじ

め、フランスに登場した狂気文学の時期つまり 16世紀である。人文主義なミシェル（・エ

イケム）・ド・モンテーニ (MichelE ュ yquem de Montaigne、1533-1592）、フフ／ソワ・ラブ

レー (Fran9oisRabelais、1483-1553)エラスムスらは、狂気に人間が何者であり、何のふり

をするかという矛盾を指摘する役目を与えたのである。フーコーはさらに、 18世紀末から

19世紀初頭にかけて、狂気がロマン主義の文学によって文学的な経験になったと述べ、 20

枇紀に入ると理性と現実を問うアントニン・アルトー (AntoninArtaud、1896年～1948年）

のような詩人などが狂気を作品に適用したことにも言及し、やがて、文学と狂気の関係が

もっとも注意され始めたと示している7。したがって、文学は 19世紀までの道徳的で愉快

的な側面から解放され、文学は無政府主義的な立場となる。

フーコーがこのように論じた狂気だが、社会及び文学における狂気は、特にヒステリー

が女性の病気と分類されることにより、 20世紀後半になるとジェンダーをめぐる言説によ

っても取り扱われた。

家父長制社会において階層的に構造された女性の男性に対する不平等な立場は様々な研

究でなされた。フェミニズム研究者は、不平等に基づく男女の二分法に着目し、一方に自

然と文化、狂気と理性、東と西など階層的に構造された概念においても支配される側に女

性性が結びつけられていたことを指摘している凡 ElaineShowalter（エレイン・ショウワル

6 Aydm, Hilal. "Madness and Women in Turkish Literature through the lens of Gender and 
Aesthetic and Autonomy" Bilkent University, Department of Turkish Literature, Doctoral Thesis, 
December 2014. p. 31 
7 Aydm. a.g.m., s.32 
8 Cixous, Hellene. Clement, Catherine. The Newly Born Woman. Theory and History of Literature, 
Volume 24. Chapter 2 Sorties. 
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ター、 1941) は TheFemale Malady: Women, Madness and English Culture 1830-1980 (1985) 

の中で西洋思想の階層的二分法では、女性が文化の代表者である男性の理性と直面した時

に非理性化され、狂気を女性の身体に結びつけながら、女性を劣る宣場におとしめ、男女

間のこういった非対称性は現代まで続いていたと述べている凡さらに、 SandraM, Gilbert 

(1936) とSusanGubarは TheMadwoman in the Attic: The Woman Writer and the Nineteenth-

Century Literary lmaginationの中で Medusa、Kaliなど怪物的な女神が狂気の女性としても

現れていると述べている10。それに加えて、女性の登場人物は、天使ー悪魔と対照的に描か

れてきたことも指摘された。主に非理性的な女性性と関わるものの中で、弱さや受動性が

天使の特徴とされる一方、怒りは危険な悪魔を連想させるものとされたのである。女性の

こう言った「悪魔」が女性の性欲とセクシュアリティーから生じるとみなされていた11こ

とも重要だろう。つまり、性的でありつつ、知性のない存在でもあるとされた女性が男性

と対立した際に、それを「狂気」という枠に入れることで、女性の行為は異常なものと社

会に判断されたと言える。

トルコ文学における狂気と女性に関する研究としては、 HilalAydm（ヒラール・アイド

ン）の “Madnessand Women in Turkish Literature through the lens of Gender and Aesthetic 

Autonomy”がある。アイドンは 1880年から 2001年にかけてのトルコ文学における女性と

狂気をジェンダーと芸術の自律性という視点から研究し、女性作家たちが社会におけるジ

ェンダー的規範と男性中心の文学のそういった主権を壊そうとする姿勢、そして、フィク

ションの素材となった知識人の女性たちの帰属意識の問題が、狂気を巡って見えてくるこ

とを指摘している。

このように、社会的規範の逸脱行為が暗示される概念としての狂気と、それがもたらし

た権力と規制関係に本章は着目し、 トルコの自然主義文学作品で描かれた女性たちの狂気

が何を表すかについて考察する。その前に 19世紀の狂気について述べ、従来からのトルコ

文学における狂気も明らかにしたい。

9 Aydm. a.g.m., s. 31 
10 Showalter, Elaine. The Female Malady: Women, Madness and English Culture 1830-1980. 
Virago Press.1987. 
11 Aydm. a.g.m., s.25 
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第2節 19世紀の狂気とトルコ文学

19世紀の後半までトルコ文学界で中心とされたのはアラビア文学とペルシア文学の特

徴を持つディヴァン詩である。ディヴァン詩に多く用いられたのは、根源がレイラーとメ

ジュヌーン12(Leyla ve Mecnun)古典悲恋物語にまで至る狂気の概念がであった。特に過度

の愛 (Ishq) (トルコ語では A~k) の一面として考えられた狂気13は狂人 mecnun （メジュヌ

ーン）と狂人が愛に達する状況を表す clinun（狂気）のような表現が使われた。この二つの

単語もアラブ「cin （ジン、妖霊）」と関係があり、「妖霊が掛かった人、狂人」という意味

があったのである。この a~k （アシュク）というのは恋人への愛も意味するのだが、その愛

も実際は神への愛である。これはスーフィズム14(トルコ語は Tasavvuf、（タサッウフ））の

思想であり、トルコ文学ではメジュヌーンのレイラーヘの愛は神様への愛に連動する 15と

認知されている。それによって愛は狂気と「俗世的」「神聖的」といった点で連合している。

メジュヌーンという単語は実際の詩人と思われる Kaysが狂気に陥った後に付けられた

ため、狂気が主に男性と連想される単語となっていたことも狂気への理解において重要な

点であろう。アラブ文化かつイスラム社会の悲恋物語は「レイラーとメジュヌーン」だけ

ではなく、「Hlisrevti Sirin（ホスローとシーリーン）」と「Keremile Ash（ケレムとアスル）」

などもあるが、この中では狂気に陥った人物はマジュヌーンだけである。この物語の狂気

についての理解を深めるため、レイラーとメジュヌーンの物語を編集した Fu祉li（フズー

リー、 1483年頃ー 1556年）の改作を参照したい。

Ah kim bir dem felek re'yilince devran etmedi 

Vasl derm釦iyledef i derd-i hicr釦 etmedi

12 Majnun Layla（マジュヌーン・ライラ）はアラブ社会を始め、中東の文学に強い影聾を

与えた物語である。レイラーとメジュヌーンの物語を初めて編集した詩人はNizami（ニ

ザーミー、 1141-1209) であるが、本研究は FllZUli（フズーリー、 1483年頃ー 1556年）の

改作に蒋目する。
13 Dols. ibid., p.313 
14イスラム教の神秘主義である。

15 Mlicahit. Ka9ar and Halil.S, Ko~ik. "Fuzuli'nin Leyla vli Mecnun Mesnevisinin Dibacesi 
Hakkinda Bazi Mtilahazalar", Uluslararas1 Tiirk9e Edebiyat Kiiltiir Egitim Dergisi, vol. 3, no. 2, 
2014 p.155 
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Y紺danmin derd-i dil 9ekdilm bu hem bir derd kim 

Bildi min derd-i dililm bir derde derm釦 etmedi

Vadi-i gurbetde can verdum meni ol蒻h-zhilsn 

Bir gece han-1 visali ilzre mihm紐 etmedi

Dustlar 9ak-i girib血umg⑮ payb eylemen 

01 gilli kim gordi kim,ak-i giriban etmedi 

Fakr millkin dut ger istersen kemal-i saltanat 

Kim bu millkiln fethini fagfur il h釦 netmedi 

Tig-i bi-dad ile her dem kanum1 tokmek ned ilr 

Ey felek her kim dem urd1 ~ kan etmedi 

Ahd u peyman etdi y細 mkim sanay紺emveli 

Y紺hgvakti sanursen ahd il peyman etmedi 

△ meydamm zindan-1 bela bilmez heni血

Kim ki bir muddet ~millkini seyran etmedi 

Sm-1 a~km etmedi ancak Fuzul国 ikar

Bu mubarek i~i her kim etdi pinh紐 etmedi16 （原文のローマ字翻字。下線筆者）

ああ運命はひとときとて 私が望んでいたようにはならなかった

いたみ会うという薬で 思慕の心痛は除かれなかった

愛する人は 千の心痛を私に与えた そしてさらにひとつの心痛を

それは 千の心痛を知りつつも ひとつの心痛にも薬を与えなかったこと

思慕の谷間で 魂を与えた私

私を一夜とて逢い引きの食卓に 客としなかった美の君主よ

友らよ 私の襟の破れを見て非難したもうな

あのバラを見るとき 誰がその襟を破かなかったろう

あの人は 私はあなたのもの と言って誓った

16 F四 IiLeyla ve Mecnun. hazulayan Dogan, Muhammet Nur. Yap1 Kredi Yaymlan. 2000.ss.466-

468. 現代文も同上の 467と469頁。
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しかし友情の日が来ても その誓いに誠実をしめさなかったではないか

かつて狂気の国を さまよわなかったものはまだ知らない

狸性の広場が 悲しみのくらやみとなることを

その愛の秘密を もらさないのはフズリのみ

この聖なる事に手を染めたもの すべてそれを隠さなかった17（峯俊夫訳。下線筆者）

この場面はレイラーがそこにいるメジュヌーンに気づかなかったため、彼が詩を歌った

場面である。このようにレイラーヘの恋で狂ったメジュヌーンは、彼女が一度も訪ねてこ

なかったと不満を言う。彼はこの部分においてこの世界を理性 (akl)の世界であると示し、

自分が至った「狂気(cilnun)の国」と比較する。故に、この理性のある世界が如何なるもの

なのかを狂気に陥ることによって理解することになる。狂人が主に男性だと連想されたの

は、メジュヌーンが神への愛に至ったからであり、狂気がその手段だったという側面もあ

るからであろう。イスラム教では、女性は男性に比べ信仰心が薄いと認識されている。そ

のため、神の愛に至るものが男性であると言えるだろう。

しかし、女性の狂気を描いた作品には『YusufveZilleyha18』（ユスフとズレイハ）がある。

この物語がレイラーとメジュヌーンと違うところは『旧約聖書』、そして『クルアーン』の

（第 12章）のヨセフ 19 （ヤコブの子）の生涯に基づいたという点である。ズレイハは

Potiphar2° （ポティファル）の妻である。この物語には数多くの改作があるが、イスラム社

会の狂気について述べたドルズ(MichaelW. Dols)は、その改作の中で特に 1483年にペルシ

ア詩人のジャーミー(1414-1492)によって書かれた『ユースフとズライハー21』が注目に値

すると述べ、ジャーミーがユスフのことではなく、ズレイハのことを重んじていると指摘

22している。この作品の改作によって内容など少し変化するのもあるが、基本的に『クルア

＂フズーリー他著『トルコの詩』峯俊夫編訳、国文社、 1994年、 48頁～49頁。

18この名前の代わりに Zelihaという名前も使われていた。この作品が初めてフェルドウ

スイー (934-1025) によって書かれたと認知される。

19 イスラム教ではヨセフが預言者と思われている。

20 エジプト主宮の近衛兵長である。

21アラビア語での呼び方。

22 Dols. ibid., p.340 
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ーン』中ではユスフについて書かれた（第 12章）について述べたい。ユスフが奴隷として

ポティファルに売られた後からの描写であるユースフとズライハーについての場面がこの

ように書かれている。

そして、彼のいる家の女（主人の妻）が彼を彼の意に反して誘惑し、全ての扉を閉めて

言った。「さあ、おまえ、おいで」。彼は言った。「アッラーの御加護あれ。まことに彼（そ

の女の夫、大臣）はわが主人で、私の住まいを良くしてくださった。まことに、不正な

者たちは成功しない」。 (12:23) 23そして確かに彼女は彼に欲望を抱き、彼も彼女に欲望

を抱いた、もしも、主の明証を目にしなかったならば。このように、われらが彼から悲

と俺行を遠ざけるために。まことに、彼は速別されたわれらの僕たち（の一人）である。

(12: 24)二人はわれ先に戸口に向かい、彼女は彼の服を後ろから引き裂いた。そして、

彼らは戸口のところで彼女の主人に出くわした。 24

ここでは、描かれたのが愛ではなく「欲望」であることが注目に値する。ジャーミーが

書いた物語の中では、ユスフを夢でみるズレイハは彼の恋に陥る。彼女は狂人になり、朝

夜泣き、服を破り、笑ったりする。ユスフは非常に美男であり、ズレイハの愛に反応しな

ぃ25。『クルアーン』の中でユスフが美男子であると描かれている場面では、ズレイハは他

の女性を集め、なぜユスフにこのような感情があったかを証明しようとする。その場面は

以下の通りである。

彼女らのそれぞれにナイフを渡した。そして彼女は言った。「彼女らの許に出ておいで」。

彼女らが彼を見ると、彼を過大評価し（彼に見惚れ）、自分の手を切って言った。「アッ

ラーにはあるまじきこと。これは人間ではない。まことに、これは高貴な天使にほかな

23 12は章、次の番号は順番を表す。

24 『日亜対訳クルアーン： ［付］訳解と正統＋読誦注解』中田香、下村佳朴I紀訳、作品社，

2014年 267頁。
25 Dols. ibid. pp.340-345 
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らない」。 26

このようにユスフを見るズレイハが狂気に陥るのだが、それはメジュヌーンの狂気と違

うのである。 ドルズも、ズレイハの狂気が通常に書かれ、メジュヌーンの狂気とは違うこ

と、それは彼女のユスフヘの愛を表すだけで、ズレイハはユスフに比べ弱いものであるよ

うに描かれている27と指摘している。なお、彼女にはメジュヌーンにある狂気がなかった

ことは、前述したように、男性と女性の神聖性と閲係があるからだろう。故に、ズレイハ

が狂気に陥たこともまた預言者のユスフヘの「愛」だったからと結末が付けられるのであ

る。

このように長年ディヴァン詩の材料にされた、「愛」と一緒の取り扱われた狂気だが、そ

の狂気には神への愛に至る手段という側面もあったのである。そいった点では神聖的だっ

た狂気だが、 19世紀に西欧文学に直面すると、その従来からの狂気認識には必然的に変化

が生じた。とりわけ、 トルコ文学作品にも現れるヒステリーはこの変化の主な源流であろ

。
スノ

それでは次にこの時期に西欧の関心を集め、「病気」と分類された上、社会および文学に

も取り扱われるようになるヒステリーについて、 19世紀後半の作品に現れるヒステリーを

中心とし、それを巡る狂気の認識について考えたい。

2-1 ヒステリーの自然主義文学とトルコ文学への反映

用語が古代ギリシアまでに遡る28ヒステリーはジャン・マルタン・シャルコー(JeanMartin 

Charcot, 1825-1893)により生理学的な現象として観察され、その後、男性の事例もあると指

摘されるまでに、一般的に女性の病気として知られたのである翌 19世紀後半にヒステリ

26 『日亜対訳クルアーン： ［付］訳解と正統＋読誦注解』、 268頁。
27 Dols. ibid., p.345 

28 Hysteriaはギリシア語の Hysteraから由来していると思われる。 Hysteraはギリシア語

で子宮を意味する。女性の子宮が歩き回っていると想定されため、ヒステリーにこの名前

がつけられたと知られている。
29 Goldstein, Jan. "The Hysteria Diagnosis and the Politics of Anticlerical ism in Late Nineteenth-
Century France" The Journal of Modern History, vol. 54, no.2. The University of Chicago Press. 
1982.p.210 
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ーは科学者だけではなく、文学者の注目も集め、特に科学を文学作品に適用したのは自然

主義文学者ゾラ、ゴンクール兄弟、モーパッサンらであり、彼らはヒステリーを始め神経

病に関心を持っていた。とりわけゾラは『テレーズ・ラカン』の再版 (1868)の序文にこ

う述べている。

Dans Therese Raquin, j'ai voulu etudier ~er皿ents et non des caracteres. La est le livre 

entier. J'ai choisi des personnages souverainement domines ~ourvus 

de libre arbitre~ar les fatalites de leur chair. Therese et Laurent 

sont des brutes humaines~ J'ai cherche a suivre pas a pas dans ces brutes le travail 

sourd des passions, les poussees de !'instinct, les detraquements cerebraux survenus ~ 

d'une crise nerveuse…30 （私は 『テレーズ・ラカン』で、性格ではなく、体質を研究しよ

うとした。この本のすべてはこの点にある。あくまで神経と血にもてあそばれる人物を

選んだ。かれらには自由意志はない。その日その日の行為は、いつでも宿命的な肉体の

本能に左右されている。テレーズとローランは人獣であって、それ以外のなにものでも

ない。この獣の体内の情念のひそかな働き、本能の衝動ヒステリーの発作につづく頭の

狂乱状態などを、私はひとつひとったどろうとした。（『テレーズ・ラカン』（下）、小林

正訳、 152頁）

自作が不道徳であるという批判に直面したゾラがこの批判の返事として出したこの序文

に彼の物語の構成への手段が明らかに見られる。『テレーズ・ ラカン』の主人公たちを人

間の獣 (brutehumaine) として取り上げ、性格ではなく気質に着目していることを指摘す

るゾラは描いた人物が神経により支配されたものであることも強調している。登場人物の

精神を具体的に分析したゾラのこの作品だが、実際にはこの作品には、ヒステリーという

単語も出ている。

30 Zola, Emile. Th西 seRaquin.(Euvres completes, t. 1. Edition etablie sous la direction de Henri 
Mitterand, Cercle du Livre Precieux, 1966-1970. p. 519 
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11 subissait ainsi des crises periodiques, des crises de nerfs qui revenaient tous les soirs, qui 

detraquaient ses sens, en lui montrant la face verte et ignoble de sa victime. On eut dit les acces 

d'une effrayante maladie, d'une sorte d'hysterie du meurtre. Le nom de maladie, d'affection 

nerveuse etait reellement le seul qui convint aux epouvantes de Laurent. 31 （こうして、彼は周

期的な神経の発作をおこすようになった。毎夜、発作がぶりかえすと、五感が狂い、殺

した男の、いやな緑色の顔がみえてくる。それは、おそろしい病気の発作に似た、殺人

ヒステリーとでもよぶべきものだった。神経魔害というのが、ローランの恐怖症にあて

はまる唯一の病名である。（『テレーズ・ラカン』（下）、小林正訳、 33頁。）

これは愛人同士のテレーズと Laurent（ローラン）が夫の Camille（カミーユ）を殺した

後、精神に徐々に異常をきたす二人の姿が描かれたエピソードの一つである。毎日病気の

発作を体験するローランは殺したカミーユの顔を見る。「ある種の殺人のヒステリー」と書

かれたこの場面には実際のヒステリーの症状つまり妄想まで描かれているのである。故に、

作家たちもすでにヒステリーを女性だけの病気として取り上げていないことがわかる。

一方で 19世紀の後半に自然主義文学作品を生み出そうとするトルコ人作家たちも自作

でヒステリーを取り上げていることは注目に値する。オスマン帝国では lbniSina（イブン・

スイーナー、 980-1037)により書かれた TheCanon of Medicine (1025)の中でギリシア人の

Galen医師の研究も扱われていたため、ヒステリーは 19世紀までは「ihtinak-1rahm」 （子

宮の窒息）と知られていたが、文学作品には現れてこなかった。ヒステリーが、ヨーロッ

パの写実主義的・自然主義的作品が創作され始めて以来、 19世紀後半に忽ち出現したのは、

ゾラ、モーパッサンらの、こうした登場人物の精神を科学の範囲で取り上げる手段と関連

しているに違いない。とりわけ、ハリッド・ジャ・ウシャックルギルが Hizrnet（任務）とい

う雑誌に 1886年から 1887年に掛けて掲載した Sejile『附ちた女』は、ヒステリーで死亡す

る女性の生涯が描かれた作品の一つである。母親もヒステリーで死亡したマズルメ

(Mazlume)は家もなくなり貧乏な生活を送る。ミフリバン (Mihriban) という女性により

知らない家に連れて行かれたマズルメは家に何人かの男性が通うことに気付き、実際はそ

31 lbid.p.614 
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の家が売春宿だったことがわかる。娘イクバル(Ikbal)と暮らすミフリバンとイクバルはマ

ズルメを売春させようとしない。娘イクバルにはイフサン (Ihsan) と言う恋人がいるのだ

が、病気にかかったイクバルに興味をなくすイフサンは時間がたつに連れてマズルメに関

心を持ち、彼女をレイープする。このことが病気のイクバルに見られ、彼女がその場で亡

くなり、その後に後悔するイフサンは精神的に不安定になる。毎日夢にイクバルを見て、

彼女の名前を呼ぶようになる、それを聞いたマズルメが嫉妬し始め、仕返ししようと他の

男性と姦通してしまう。マズルメは妊娠するが、イフサンは自分の子供ではないと否定し、

マズルメは家から出て売春し始める。物語の最後は二人の争いで終わる。

ウシャックルギルのこの作品において興味深いのは、前述のゾラの『テレーズ・ラカン』

にもあるような、フランスの自然主文学者が用いた、作品の中で登場人物の精神を分析し

ようとする手段が見られることである。マズルメの行為や精神を遺伝と環境といった範囲

で取り扱っているウシャックルギルは男性と女性を対立せず、いずれの主人公の精神も客

観的に分析している。彼は女性主人公を、ヒステリーを持った女性として描いているのだ

が、男性主人公イフサン、娼婦のイクバル、いずれの登場人物の神経にも「異常」がある。

なお、この小説にはフランス自然主義文学者に見られない特徴的なところがある。それ

は病気についで情報があげられたときに現れる医者の存在だ。とりわけ、イフサンがイク

バルに愛を告白した後、このことに圧倒されたイクバルの病気が悪化する。イクバルは以

前から長く物を見つめる、ゆっくりと話すなど症状もあったのだが、家に医者が呼ばれ、

イクバルは「髄膜炎」だったことが読者に伝えられる。フランス自然主義文学者が作家自

身を作品の中で医者や科学者のような視点に立たせることに対して、 トルコの作家たちの

作品では、実際の医者が登場する。それはトルコ人作家たちにとって、医者の存在は作品

が写実的に執筆されたことを示す方法の一つだったからであろう。

ウシャクルギルのこの作品の最後の場面では、それまでの文学作品には見られない、以

下のような描写がなされている。

Mazlume seri bir hareketle ihsan'm iizerine atild1. Yilan gibi bu viicuda sar1ld1. Di~leriyle bogazm1 

yakalad1. Sefaletin vah~i ettigi bu iki sefil arasmda ~ hunrizane bir miicadele ba~lad1. 
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ikisi de stikut ediyor, yalmz bogazlarmdan boguk hmltilar 91k1yordu. Nihayet Mazlume ayaga 

kalkt1. Vah~ibi ihsan'm d皿 1arlarm1par9a par9a etmi~ idi. 32（下線筆者） （マズJレ

メはイフサンの身体に飛び込んだ。蛇のように体を包んだ。イフサンの首を噛んだ。獣

のような二人は熾烈な争いを始めた。何も話さない二人のうなるような声が聞こえた。

マズルメはセち上がった。まるで化け物のようにイフサンの血管を引き裂いたたのだ。）

以上の場面は、前述したゾラの人間の獣(brutehumaine)と対応するのだろう。自然主義文

学者の人間と動物の境目を暴き出そうとする意図が明らかにウシャクルギルにも見られる。

このように登場人物が囲まれた異常な精神状況を人間の性質の根元に遡ろうとしているウ

シャクルギルだが、この作品は「イスラム教の原則に反対する」 33として出版が禁止される

こととなった。

1892年にミドハト・アフメトにより Terciiman-zHakikat（写実の翻訳者34、1878年～1921

年）という雑誌に掲載された Haya!ve Hakikat（筆者訳『夢と現実』にも、ヒステリーが描

写されている。この作品は男性と女性作家が共著で掲載された初めての小説である35。小

説の構成は「Vedat」、「Vefa」と「isteri,Hysterie」と□つに分けられ、「ヴェダット」は「あ

る女性」とつけられた FatmaAliyeHanim36（ファトマ・アリエ・ハヌム、 1862-1936)、「ヴ

ェファ」と「ヒステリー」は AhmetMidhat （アフメト・ミドハト、 1844~1912) によって

書かれた。この作品は男女作家により共著された点、それに従った小説の構成からも特徴

的な作品である。この作品が近年ジェンダー研究の視点で研究されるようになったもので

32 U~akhgil, Halit Ziya. Sefile. Ozgur Yaymlar1. 2016.s.184 
33 6.Faruk, HuyuguzelはSefileの最初に書いた「Sejileについて」のところでこの作品が出

版禁止とされたと述べている。 (7頁）

34 Tercumanは通訳者、解釈者としても考えられる。

35 Enginun, inci. Yeni Tiirk Edebiyatz Tanzimat'tan Cumhuriyet'e (1839-1923) Derg曲 Yaymlar1.
s.79 

36本名は FatmaAliyeTopuzである。彼女はトルコの初めての女性小説家と認められてい

る。 Haya/ve Hakikat について作品をローマ字翻字で編集した HulyaArgun~ah ははじめに
のところで「ヴェダット」の部分を執筆した女性作家が FatmaAliyeTopuzであることに

ついて言及している。ミドハトは作品の最初に書いた「ifade（陳述）」の中で、彼女の作品

が Terciiman-1Hakikat雑誌に以前から載せられた」との説明から筆者は FatmaAliye Topuz 

であると考えられている。 FatmaAliyeは翻訳活動もした。ミドハトが彼女を「娘」と呼

び、彼女を援助したことが周知されている。
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ある。 HulyaAdak（ヒュルヤ・アダック）は作品の中で、「ヒステリーの女性」の空間とそれ

を病気と診断する「理性のある男性」の空間との対宣について指摘”した。アイドン (Aydm)

は当時の他の文学作品も取り上げながら、

小説では、診断と治癒の権限を持っているのは男性であり、男性登場人物の一部は医学

教育を受けている。 これにより、発展していく精神医学は男性の権威に女性の性質につい

て話しうる、そして女性を支配しうる新しい機会を提供した。 38

と指摘している。一方、 irfanKarako,（イルファン・カラコッチ）はこうしたジェンダー

の視点からの研究を批判し、この作品の最初の目的は「愛」について書くことであり、そ

の「愛」とは文化により形成されたものであることが璽要な点であるにもかかわらず、そ

の点が見落とされている”と指摘している。本章では先行研究を踏まえた上で、作品を時

代背景、フランス自然主義文学作品におけるヒステリー表象と作家たちのヒステリー認識

に着目し、比較的観点から考察する。

物語はある手紙ではじまる。ヴェダットから女性作家に送れられたこの手紙から二人は

友達だったことがわかる。この手紙の次にヴェダットについて女性作家により語りが始ま

る。ヴェダットという女性主人公と、ヴェファという男性主人公の失恋が男女それぞれの

視点から描かれている作品である。ヴェダットは 20歳位の学問好きな女性である。両親も

亡くしたヴェダットは結婚にも興味がないが、ある日隣人 SabriEfendi（サブリ・エフェン

ディ）の息子ヴェファと出会いその瞬間に恋に落ちる。十日後にふたりは婚約するのだが、

ヴェファの父親が亡くなり、ヴェファは旅行に行くことを決める。結婚式が延期される一

方、ヴェファが旅に行く気配がないため、実際は他の女性に関心を持つのではないか、な

どの噂がされる。ヴェダットの精神には徐々に異常が現れ、病気になる。ヴェフアは一年

37 Adak, Hulya. "Biyografide toplumsal cinsiyet: Ahmet Mithat ya da bir Osmanh erkek yazarm 
kanonla~mas1." Merhaba Ey Muharrir!: Ahmet Mithat Ozerine Ele:jtirel Yazzlar. Bogazi9i 
伽 iversitesiYaymlar1. 2006. s.209 
38 Aydm. a.g.e., s.87 
39 Karako9, irfan. "Hakikati Romania Haya! Etmek: Haya! ve Hakikat'te Kar~1hks1z A~km 
Histerik Ele~tirisi" Canakkale Ara:Jtlrmalarz Tiirk Yzll屯1,vol.13. no.19. 2015. ss.161-172. 
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間でこのように病気になった彼女を心配するが、結婚のとりやめを提案する。ヴェダット

はもはや吃ち上がる力を失い、死亡する。作品の第二部ではヴェファの目線で観察された

ヴェダットが語られる。彼は、もともと医者になる夢を持ち、最初から結婚には輿味がな

かったことを主張する。最後にヴェダットの死亡の原因がヒステリーであると示し、彼女

のことを彼自身も可哀想に思っており、もしヴェダットが学問をやめ、結婚までさえした

としても、彼女を助けられなかっただろう、と語りが終わる。

この作品も、同時代の自然主義文学の影響で書かれたことが、第 3部でヒステリーを読

者に科学的に説明しようとする男性作家、ミドハトの姿から捉えられるだろう。しかし、

彼の作品を自然主義文学作品として述べる前に、ミドハトがフランス自然主義派の作品を

完全に受容しなかったことについて強調したい。 トルコ文学に自然主義を紹介する作品と

して貢献した『観察』 40 (1890) も、構造や作品の描き方が当時の他の作家たちに比べ独特

だった。こういったことから、この作品の構成も、ヒステリーを巡る内容も、 Sefileのそれ

と違うのは、これがミドハトの独特の創作だったからであろう。

まずは作品の動機が明らかに確認される第 3部、ヒステリーの部分に着目したい。この

部分ではミドハトがヒステリーについて、その原因、症状などを述べ、現代では男性もヒ

ステリーにかかるものの、女性が生まれつきヒステリーを持つと記述する。以下、オスマ

ントルコ女性たちについて述べた部分は注目に値する。

Sozlin bizcesine yani Osmanhlarcasma gelince kat kat 9eyizini kendi hazirlayan ve hanesini 

slip訂Upsilip tanzim etmeyi ve yemek pi~irmeyi ve 9ama~ir血ylibilfiil ameliyatla連renenkadm

kadmc1k k1zlar i9in bu hastahktan hi9bir korku olmay1p fakat her glin telli bebek gibi giyinip 

ku~anarak ko~eye oturan ve elinden aynasm1 dii~Urmeyen ve zihninden bir tak1m.lli!Y.illfil! 

91karamayan ve sokaga da nadiren 91k1p mlizik ve resim ve nak1~ ve orgli gibi eglencelerden ve 

bahゃ me~gale gibi riyazet-i medeniyeden mahrum bulunan k1zlar i9in ebeveynlerinin korkusu 

40 詳細は、第 1章の「ロマン主義と写実主義の論争と自然主義文学作品の誕生」の参

照。
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ziyade olmahdirい（我々オスマントルコの女性たちについて言えば、自分の嫁入り道具の

準備をする、家を掃除する、洗濯物やアイロン掛けなどをきちんとする女性たちにはこ

の病気がかかるおそれがない。しかし、毎日人形のようにおしゃれをし、鏡を手からは

なせない女性たち、そして夢を見るばかりで、外にもあまり出られず、音楽、絵、刺繍、

編み物などの娯楽、園芸などしない女性たちの両親は注意を払う必要がある。）

ミドハトがこの部分において、家事や手芸などを、ヒステリーを防ぐものとして提案し

ているのは興味深い。娘の病気の恐れを両親に警告しようとするミドハトは、作家という

より、まるで医者の立場に立っているようである。ミドハトがここで使う「夢」とは彼が

非常に重んじた言莱であることにも注意が必要である。タイトルにも付けられているこの

単語だが、彼が書く 「夢を見る」、「人形のようにおしゃれをする」女性たちは裕福な家庭

の女性たちではないかと思われる。ミドハトは「おしゃれをする」女性についての注意を

するものの、女性登場人物ヴェダットについては以下のように述べる。

Vefa hakhyd1 Vedat k1zcag1z ~iddetli bir isteriye mliptela imi~. ~1 

dusumnemesi de isterik bir haldir…~almz k1raat ve 

mutalaata meyyal olmasl nedendir va? Hi¢ kadm olur da sus sevmez olur mu? Ya bir g6両 teVefa 

icin¢lldlrmakderecelerine gelmesi?…Reddolundugu halde yine gonlilnil ayuamamas1 ~ yani 

tabii bir hal olmay1p ~ani hilaf-1 ade bir haldir ki elbette~. Emin olmahdu ki 

Vefa ile Vedat teehhlil dahi etmi~ olsalar idi yine bahtiyar olamayacaklar idi. 42（下線筆者） （ヴ

ェファは正しかった。ヴェダットお嬢さんは激しいヒステリーに罹ったそうだ。彼女が 20

歳まで結婚など考えていない様子もヒステリーの一面である。そしておしゃれにも興味が

なく、本や学間ばかりを考えた姿もヒステリーの症状であるに違いない。おしゃれが好き

じゃない女性とはありえない。そして一目ぼれで気が狂う状況になったのは？男性に断ら

れたのちに、まだその男性を愛するのも正常ではなく異常な状況である。ヴェダットとヴ

41 Bir Kadm (FatmaAliye) ve Mithat, Ahmet. Haya! ve Hakikat. Kesit Yaymlar1. 2012. ss.67-68 
42 A.g.e. s.69 
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エファは結婚したとしても、二人は不幸せになるに違いない。）

作家ミドハトは、このようにヴェダットの行為に暗示されたいわゆるヒステリー症状を

描写するのだが、ミドハト自身がヒステリーを予防するために提案したこととこの部分が

矛盾している。ミドハトは「毎日人形のようにおしゃれをし、鏡を手からはなせない女性

たち」にヒステリーの恐れがあると示すのだが、ヴェダットが「おしゃれ」に奥味がない

こともヒステリーと示す。その次に彼女がヴェファの恋に陥り、彼から心が離せなかった

こともヒステリーだと、何が「正常」で、何が「異常」なのか説明しようとするのだが、

作品の中で実際にヴェダットは以下のような女性と紹介されている。

Vedat kii~iikten beri benat nevinin meftun ve mecbul olduklan t~bet etmezdi. Onun 

indinde meziyyatl yalmz bez par~alarmm tecemmuundan ibaret olan kadmlarm siislii ve biiyiik 

magazalar oniindeki mankenlerden fark1 yoktu.~a 

azmava ve el hiinerlerivle isti!mle sarf etmisti. Onun icin de hakikaten bir edio. 2:ereih 2:ibi bir 

sanatkar-1 nefis olmu~ー 43 （ヴェダットは子供の頃から女子の性質でもあるおしゃれに

興味がなかった。彼女にとって徳行とは単なる衣服だと思う女性たちがしゃれた店・装

飾店のマネキンと違いがないと思っていた。だから、彼女は時間の多くを読書、文筆、

手術に分けたのである。そのため、彼女は確かな文学者、素晴らしい芸術家になってい

た。） （下線筆者）

ミドハトは「毎日人形のようにおしゃれをし、鏡を手からはなせない女性たち」がヒス

テリーにかかる」と書いているが、『夢と現実』においておしゃれをすることに輿味ないと

書かれたヴェダットは、最終的にヒステリーにかかって死亡する。なぜこのような記述の

ブレが生じたのか。それは実際の女性作家から見たヴェダットと男性作家のミドハトの目

43 A.g.e. s.39 
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線から見るヴェダットの違いではないだろうか。自分もパシャ44の娘であるファトマ・ア

リエは子供の頃から学問に熱心で、彼女にとって学問に興味があるヴェダットはまさに自

分を反映する人物なのである。自分も家庭の教育をうけ、当時女性の教育が如何に困難で、

如何に重要だったか深く理解しているファトマ・アリエはその素晴らしさを「女性作家」

として「彼女は時間の多くを読書、文筆、手仕事に割いたのである。そのため、彼女は確

かな文学者、素晴らしい芸術家になっていた」と書いたのであろう。

ミドハトが実際に主宰する雑誌 Tercuman-1Hakikatの一部を女性の詩人たち、ファトマ・

アリエのように小説を書こうとする女性たちに提供し、メディアに関わる女性たちが直面

した問題を発表することに対して女性を支えた45ことは、見過ごすわけにいかない。しか

し、ミドハトはファトマ・アリエを女性作家として支援したものの、当時彼がファトマ・

アリエに送った手紙の中で、彼女の文章を自分の考えに沿うものにしようとしたこと 46と

もわかっている。故に、ミドハトが認知した範囲で、女性が書いたものを引き受けたと判

断できる。この作品のどの部分までミドハトが手を入れたかについては確認できないが、

女性の教育についての記述のこの矛盾には、気づかなかった可能性も高いだろう。

ミドハトの混乱はこれだけではない。彼は「ヒステリー」について書く中で、フランス

人やイギリス人の女性とヒステリーについてこのように述べている。

Umumiyet uzere tecrtibe olunmu~tur ki isteri, ~alar k1zlannda 

bulunur.Fakirveko~(…) !;lehirli k1zlara gelince: Bir 

kere Fransa'da k1zlara romanlar okumak men edilmi§. ise de sebebi, bu hastahk istidad1m men 

etmek oldugu halde hie; faydas1 olamam1~tir. Bilakis o istidad1 artird1gma ve ~ 

kadmlar Fransa'da zuhur e~, ingilizler dikkat eyleyip kendi k1zlar1m bu nev k1raatta 

katiyen serbest b1rakm1~lardir. 47 （下線筆者） （一般的に体験されたことだが、ヒステリー

44 高級軍人の称号である。 FatmaAliyeHan1mの父親は当時の名誉のある AhmedCevdet 

Pa~a (1 822-189) である。

45 Argun~ah, Htilya. "Kadmlarm Sairligi ve Ahmet Mithat Efendi-Kadm Sairden Kadm Yazara". 
Journal of Turkish Studies. 2016. ss. 91-108 
46 Karako~. a.g.m., s.170 
47 Mithat, Haya! ve Hakikat. ss. 66-67 
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は金銭的に恵まれている家庭のお嬢さんに見られる。貧乏人や村の家族ではまれにしか

見られない。（中略）都市の女子についてだが、以前にはフランスでは女子が本を読むこ

とが禁じられ、それはこの病気を防ぐためだったものの、効果がなかった。逆にこの病

気の可能性を高め、ヒステリー女性の多くはフランスで現れたたことから、イギリス人

はそれに注意を払い、このような読書を自由にしたのである。）

このように興味深い情報まで載せたミドハトの参照したものが何であったのかは、注目

に値するだろう。「フランスでは女性が小説を読むことが禁止された」ということはまたミ

ドハトにヒステリーの問題について乱雑させたのであると思われる。 1851年に医師および

医療作家の EdwardTilt（エドワード・ティルト、 1815-1893) はOnthe Preservation of The 

Health of Women at the Critical Periods of lifeの中で小説が拒絶されれば、良いと提案し、そ

の後、小説の女性に及ぼした影響について述べる。

Novels and romances, speaking generally, should be spumed, as capable of calling forth emotions 

of the same morbid description which, when habitually indulged in, exert a disastrous influence 

on the nervous system, sufficient to explain that frequency of~ and nervous diseases which 

we find amongst women of the~."~ elle aura des 

va~." It may be contended that many of these works contain excellent principles and 

admirable precepts of morality; but what do girls care about moral axioms, which are almost 

always obscured in the brilliancy of fiction? ~ant 

romance. the victorious hero. as ifthere were not sufficient romance in real life to excite the voun 

~ without stimulating this faculty by creations, evoking heroes for them to set up as 

gods of their ~ with whom their fancy may suggest they could live for ever in regions of 

boundless and unfading bliss.48（下線筆者）

48 Tilt, Edward. On the Preservation of The Health of Women at the Critical Periods of life. John 
Churchill, Princess Street. London. 1851. p.40 
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上層階級の女性たちにはヒステリーが多いこと、作品で読んだ男性主人公を偶像のよう

に崇拝する女性たちなどの説明をミドハトが読んだ可能性が非常に高い。彼は自作で書い

た「人形なようなおしゃれをする」女性たちは、当時のオスマントルコ社会の貴族である

ことが明らかである。したがって、「金銭的に恵まれている家族の女子」と「貧乏人や村の

家族の女子」との対比は無論当時の欧州の階級制度に沿ったものであり、それをオスマン

トルコ人の女性に適用しようとしたことがわかる。特に当時のイスタンブルの金銭的に恵

まれている家族の間では、流行するフランス風のものに憧れる女性たちが多かった。そこ

で、ミドハトは当時の「金銭的に恵まれている家族」の子女が「おしゃれ」をすることに

警鐘を鳴らしたのではないだろうか。

それではミドハトがこのように西欧の例も取り上げ、タイトルもフランス語の Hysterie

と示したため、次に当時のフランス社会におけるヒステリーとは何を意味したのかを考察

し、ミドハトがヒステリーを書くことにとって、実際に何を重んじたかを明確したい。

2-2 唯物化された恋愛と結婚

モーパッサンはシャルコー49のサルペトリエール (Salpetriere) の講義に度々参加した50

とされている。しかし、当時のモーパッサンのシャルコー、そしてヒステリー認識につい

て 1882年に文芸雑誌 GilBlasにこのような興味深いことを述べている。

Dans ce proces retentissant qui preoccupe en ce moment tous les esprits, un personnage attire 

particulierement !'attention, c'est la femme Fenayrou. Le public, exaspere, la voudrait lapider, les 

hommes raisonnables restent confondus devant elle, ~ ; ~ 

beaucou se contentant de 

cette expression qui sert maintenant a tout expliquer. Hysterique, madame, voila le grand mot du 

49 ジャン・マルタン・シャルコー(JeanMartin Charcot, 1825-1893)はヒステリーを生理学的

な現象として観察した。当時のシャルコーはサルペトリエール (Salpetri ere)病院で講義

したのである。

5° Koehler, Peter. "About Medicine and the Arts Charcot and French Literature at the fin-de-
siecle." Journal of the History of the Neurosciences 10. 2001. p.28 
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jour. ~ Etes-vous indifferente aux passions qui 

remuent vos semblables ? vous etes une hysterique, mais une hysterique chaste. Trompez-vous 

votre mari ? vous etes une hysterique, mais une hysterique sensuelle. Vous volez des coupons de 

soie dans un magasin? hysterique. ~e est 

meme le si~ Vous etes gourmande ? hysterique ! Vous etes 

nerveuse? hysterique ! ~ue sonttoutes les femmes 

de~~ vous dis-je.51 （現在皆の心を夢

中にさせる、反弊をよぶ裁判で一人が特に注目を集めている。それはフィエールという

女性だ。憤慨した公衆は、彼女に石を投げようとしている。合理的な男性でさえ彼女の

前で混乱したままであり、彼女は道徳的な問題であると宣言している。結局、多くのジ

ャーナリストは単純に「彼女はヒステリックだ」と言い、現代においては何でも説き明

かすことのできるこの表現に満足している。「ヒステリーにかかっていますね、マダム」、

というのが、その日のビッグワードである。恋をしているのか？あなたはヒステリーだ。

自分との同様の人間を動かす情熱のことに無関心なのか？あなたはヒステリー、純潔な

ヒステリーだ。夫を蝙しているのか？ヒステリー、色っぽいヒステリーだ。店からシル

クの端切を盗んでいるのか？ヒステリーだ。何にでも嘘をついているのか？ヒステリー

だ！ （嘘でさえヒステリーの特徴だ。）あなたは貪欲なのか？ヒステリーだ！緊張してい

るか？ヒステリーだ！あなたはこれだ。あなたはそれだ。結局、あなたは世界が始まっ

て以来、全ての女性がそうであったものだ。ヒステリーだ！ヒステリーだ！と私も言お

う。）

これは「フィエール事件」と知られている殺人事件についてモーパッサンが意見を述べ

たものである。妻の GabrielleFenayrou（ガブリエル・フネルー）が店員の LouisAubert（ル

イ・オベール）と姦通し、それがわかった夫の MarinF enayrou（マリン・フネルー）が 21

歳のルイ・オベールを殺したこの事件において、モーパッサンは宴のガブリエル・フネル

ーに対する新聞記者の言及を批評する。彼女を「ヒステリック」と公表した新聞記者の断

51 Maupassant, Guy de. Chroniques: Nouvelle edition augmentee. Arvensa editions, 2014. p.421 
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言から当時のフランス社会ではヒステリーが何であるかについてまだ明確な認識が形成さ

れていないことが捉えるだろう。そして、モーパッサンは続いてヒステリーがまだ女性と

関連づけられていることを示し、如何なる異常な行為でも、もしくは食いしん坊や神経質、

といった性質でさえ、ともかくなんでもヒステリーと称されたことについて皮肉的に述べ

る。これはまさに、社会的規範を逸脱した行為に「ヒステリック」といった根拠を置くこ

とによって、不道徳を新たな手段で評定することに他ならない。モーパッサンは、 19世紀

後半の「科学」に潜んだ新式の社会制御法、というもの敏感に察知しているといえるだろ

う。彼は続いてシャルコーのことも批判し、シャルコーをヒステリーの聖職者であると示

しているモーパッサンは明らかに当時のヒステリーに関する認識を否定している。

この批評の「Etes-vousamoureuse ? vous etes une hysterique.」つまり「愛」もある種のヒス

テリック現象と認められたことを批判したモーパッサンの指摘から当時のフランスではの

認識が明確できる。作品『夢と現実』の女性主人公のヴェダットが愛に堕ちたこともヒス

テリーの一面と主張したミドハトの考えはまさにフランスのヒステリー認識と類似してい

る。この作品でも「愛」とはヒステリー現象であるように描かれ、女性主人公ウェダット

はその時までは「愛」を考えたことがなかったものの、急にヴェファを好きになるのであ

る。

Nazarlar1 tekabtil etti. Lakin bu mlisademe-i nezzar o timsale hayatlar, ruhlar m1 bah~etti? Ne oldu 

da k1z defaten kendini toplayarak sayyattan tirklip ka9an gazal-i ho~hal gibi oradan flrlad1, tebatit 

etti. 52 （二人の日が合った。しかし、この目が合ったことで霊や魂が放たれたのか。ウ

ェダットはなぜまるで狩猟家を見た鹿のように急に逃げ出したのか。）

ヴェダットは見た瞬間にヴェファのことが好きになる。そのことは「霊」の仕業のように

描かれ、彼女のこうした行為は「異常」と示される。しかし、この「一目ぼれの愛」と言

うのは古典的悲恋物語に描かれる「一目ぼれの愛」を連想させるものだろう。古典文学の

現実性について論争も増えたこの時期には、ミドハトも「レイラーとメジュヌーン」のよ

52 Mithat, Haya! ve Hakikat. ss.40-41 
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うな悲恋物語における見た瞬間に恋におちる仕組みの非現実性を批判している。しかし、

「レイラーとメジュヌーン」悲恋物語の批判において、彼が女性主人公を対象とすること

は、注目に値する。ヴェファはヴェダットが好きということをヴェダット自身が作った「夢」

であるように描く。作品の中では、ヴェファと目があったヴェダットが、ヴェファがなぜ

自分のことが好きなのかを理解するのだが、それ以外のことは書かれていない。彼女は 20

歳まで結婚も考えなかった女性であり、彼女の「愛」を巡る態度には異常があることが作

中で暗示される。ミドハトはいわゆる近代化がもたらした「現実」に着目し、 「愛」とい

うものを唯物化しようとする。こうした意図を彼が「結婚」について述べたこの引用から

も窺える。

Hele saadet-i dunyeviye gelin olmaktan ibaret olmay1p as1l saadet, kendi idaresi altmda bulunacak 

familyay1 bahtiyar edebilmekte oldugunu ve illa gelin olmak dahi k1zlar i9in saadet yerine musibet 

olabilmek pek yakm bulundugunu ve familyas1m bahtiyar edecek olan k1zm o bahtiyarhga laz1m 

olan ~eyleri evvelden連renmesilaz1m gelecegi gibi bu esbab-1 bahtiyari dahi坦 alattanibaret 

olma~ olacag1m g皿elcetefhim etmelidir ki k1zlarm zihinleri yalmz bir 

guveye gelin olabilmek hayalalatma saplamp kalmasm da bir haneyi idare etmeye hazirlanarak 

zihin ve asap ve汎icudununs1hhatini de ikmal eylesin. 53 （幸福とは幸せな結婚をすること

ではない。本当の幸福とは自分が作る家族を幸せにすることだ。お嫁に行くことが不幸

せになり得ることだから、前から家族を幸せにするためのことを学ぶべき。だから、こ

の幸せというものは夢のものではなく物質的なものしかならないことをよく伝えるべき。

それによって、精神が夢なる結婚のことに固執せず、その後の家族を養うことに備えな

がら、精神、神経と身体の健康を作るべき。） （下線筆者）

ミドハトが明確に女子に結婚が「夢のものではなく物質的なもの」であると述べたことに

は唯物論的考えの影善があろう。しかし、結婚を「物質的」なものとすることを理想化し

た彼は、それに対立することとして「夢のもの」を取り上げたのは興味深い。この夢のも

53 A.g.e., s.67 
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のというのは「結婚」という概念を巡り、想像された「愛」のことであろう。 19世紀半ば

から「愛」を解明しようとする写実主義文学もロマン主義が形成した理想的な愛、ロマン

チック愛を対象とし、ミドハトも「結婚」を「物質的」とするということには、「結婚」と

いう概念を「現実化」しようという意図があるに違いない。女性のいわゆる遺伝的ヒステ

リーについて西欧からものを読んだミドハトは、これを当時のロマン主義・写実主義の論

争に提供できる要素として見たのであろう。夢と現実の名の下で多様の目的を書き込んだ

と言えよう。

以上から、男性の知恵に対して女性の精神的弱さを描くこの作品は、科学を作品に適用

するという仕組みがあるものの、ウシャクルギルの Sejileの登場人物の精神の分析とその

精神の環境や遺伝の関係を描こうとしない。ミドハトは自作を同時代の上層階級の女性た

ちを対象としていることが分かる。彼はヒステリーを巡って、女性に与えた社会的役割を

「異常」と「通常Jに分類している。彼が描いた通常というのは当時のいわゆる理想的な

女性つまり良妻賢母を指示するのである。女性人物ヴェダットの女性としての生き方や思

想は男性ヴェファにより観察され、男性という立場から女性の「異常」および男性の権力

が正当化されている。このようにミドハトのヒステリーの取り扱い方は科学と現実的権力

を持つ男性、それに対して、生まれつきヒステリーのある、弱い女性の表象を形成する方

法である。

以上、 19世紀後半のトルコ文学における女性と狂気が、当時の西欧の問題となっていた

ヒステリーと深く関係していることについて論じたが、日本でも、 19世紀半ばにドイツの

C・W・フーフェラント『医学便覧』 (1836年）の記述がオランダ語から日本語に重訳され、

その中でヒステリーが紹介された54。ヒステリーは、 1900年代から日本の文学作品にもし

ばしば用いられるのだが、まず、能の物狂いに現れる狂女の登場人物について次に考察す

る。

54 船越幹央「ヒステリー—メディアの中の病J 坪井秀人編者『偏見というまなざし近代
日本の感性』青弓社 2001年 76頁～97頁。
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第3節物狂いの狂女の変容

3-1 「狂う」の意味

「狂」は非常に歴史が古い漢字であり、現代中国では殆ど使われていなくなった単語だ

が、日本の現代語でも生存し、豊富な使い方がある。これは文化史における狂言や能の物

狂いのような芸術とも関連する。したがって、文化の蓄積であるこの単語とその知識を理

解するために、まず現代までに取り扱われた「狂う」の意味を、『日本国語大辞典』を参照

しながら、分析する。

『日本国語辞典』の中では「狂う」には 6つの意味がある。

くる・うくるふ【狂】［自ワ五（ハ四） ］精神、動作、状態などが正常、通常と違うように

なる。①神霊や物の怪（け）がとりつく。神がかりする。また、そのために精神や動作

が正常ではなくなる。②精神状態が正常ではなくなる。気違いになる。発狂する。R気

が違ったように、常軌を逸して激しく動く。舞や芸事などを演じて、激しく動く。激し

い踊りをする。転じて、単に舞踊をする意にも用いる。④気が違ったように、ある物事

に熱中する。夢中になる。⑤じゃれつく。ふざける。たわむれかかる。⑥物事が正常、

通常の状態や予定などと違った状態になる。 55

以上を見ると③「気が違ったように、常軌を逸して激しく動く。 4舞や芸事などを演じ

て、激しく動く。激しい踊りをする。転じて、単に舞踊をする意にも用いる。」というのは

能における物狂いの踊りである。「狂う」と能は深く絡み合っていることが理解できる。し

かし、この単語がテキスト分析の対象となる明治時代にいかなる意味を持っていたか、現

在に使われている定義を含間れているかを考察する必要がある。そのため、 1892年の『日

本大辞書』を取り上げ、「狂う」を分析する。

くるフ（第三ウ） （…）自動、四段。｛（狂）ふ｝ ［くる（転） 卜同属、即チソノ栢、回転ス

” 『日本国語大辞典』第 6巻小学館 1987年 653頁。

57 



ルバカリニ騒ギ立ツトノ義］。（一）スベテ、正シイ方カラ乱レタ方二移ル。一「気ガ＜

るふ」。一「相場ガくるふ」。（二）烈シク運動シ始メル。一「くるひ歩ク」（-=.)［専ラ］病

気デ普通ノ精神ヲ失フ。＝発狂スル。＝フレル。 56

しかし、山田美妙は「くるふ」として 「歪」の漢字を使いながらこの「くるふ」を以

下のように説明している。

くるフ（（…）） （…）自動、四段。｛（歪）ふ｝ ［前ノ転］。道理カラ外レル。＝ハマラヌ。＝

正シク合ハヌ。ー見当ガくるふ」。一「機械ガくるふ」。一「相場がくるふ」。一「時計が

くるふ」。 57

以上を見ると「くるふ」という読み方のない「歪」が現れてくるのが非常に面白い。こ

の単語は翻訳で現れてきた使い方であるかは不明だが、「機械ガくるふ」、「時計がくるふ」

という例文からもこの単語は工業化された社会に出現した新たな「狂う」を暗示すると言

えるのではないのだろうか。無論、「歪む」で外観あるいは機械の部分なども連想できるの

だが、機能すべき機械が自分の機構から外れたという点で、狂人と言及される方の社会構

成における立場と同様であろう。「くるふ（歪）」という表現は『日本大辞典』の前に 1891

年に出版された『言海』にもその後の 1896年の『帝国大辞典』、 1897年の『日本新辞森』

にも載せられていない。それは山田美妙自身が決めて書いた漢字だと恩われるが、それは

山田美妙自身が決めて書いた漢字だと思われるが、その「くるふ」には新しい意味があっ

たのではないだろうか。

以上から「狂う」とは基本的に「動きと状態」といった二つの面から解釈できる。『日本

国語辞典』の引用からも、美妙の「回転スルバカリニ騒ギ立ツトノ義」という説明からも

「狂う」とは物狂い能の舞と深い関係があることが明確に捉える。そして、「狂う」とは精

神における異常を表し、一方「神霊や物の怪（け）がとりつく。神がかりする。」という意

56 山田美妙編『日本大辞書』第 6巻 1892年-1893年 619頁。

57 同上、 619頁。
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味で現代の「病気」といった世俗的な意味だけではなく、小田晋が指摘したように神聖的

側面もあったことが理解できる。それに加え、明治時代に「狂う」の新たな認識が現れ、

それは「狂う」ということに「機能障害」という意味も与えたと言えるだろう。

それでは、能における物狂い、そして「狂女」というのはどのような存在であり、能の

中ではどのように描かれていたかを考察したい。

3-2 物狂いの狂女

日本文化には中世から存在する物狂いがある。能楽の一部にもなっている物狂いは男女

いずれも舞台する劇であるのだが、「狂女」を舞台するものが比較的に多い。一般的に物狂

い能は子供や夫、恋人と何かの理由で生き別れた女性が狂気に陥り、愛した男性や子供を

求めて旅立ち、物語の最後に彼らと再会し、精神が通常に戻ると言う構造がある。女性の

狂いものを多く取り扱った謡曲を残したのは世阿弥であり、彼の作品には「桜川」「班女」

「蝉丸」がある。本節では、その中の「桜川」について紹介したい。

筑紫日向に住んでいた女（シテ）が、生活のために人商人（ワキヅレ）に身を売ったわ

が子の桜子を捜し求めて、三年後に常陸の桜川にたどり着く。桜子（子方）は常陸の磯部

寺の住侶（ワキ）の弟子となっていたが、おりしも春の桜の見ごろの時期で、僧は桜子と

従僧たち（ワキヅレ）とともに桜川に桜見物に赴く。待ち受けていた里人（ワキヅレ）が、

僧に面白く舞い狂う狂女がいると言う。そこに、掬い網を持った狂女（後ジテ）がはや散

りかけた桜を惜しみつつやって来て、わが子を恩って桜川に散り浮いた花を掬う。狂女は

僧に狂女となった事情などを物語り、里人の誘いに乗って、わが子を思い、花を掬って舞

い狂う。そこで、ようやく僧は狂女が桜子の母親であることに気づいて、親子は再会を果

たし、二人は連れ立つで帰って行く、という劇である。 58

山崎正和は「見る物」「演じる物」に焦点し、芸術家としての世阿弥について「人間を真

に習慣的な常性から解放するために、芸術家はまづ、恣意的な「狂気」とは反対の方向に

進むべきことを見出したのが、世阿弥の発見たったと言える。」と述べている。山崎は観劇

58 松岡心平『世阿弥神と修羅と恋』角川学芸出版、 2013年、 195頁。
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者を「習慣的な常性から解放するため」に「狂気」を舞台にしたと芸術的な観点から指摘

をしているのだが、物語の内容では「狂う」とはどのような役割を果たしているか考えた

し‘
゜

仮令、悪き物の品々、神・仏•生霊・死霊のとがめなどは、その悪き物の体をまなべば、

やすく、たよりあるべし親に別れ、子を尋ね、夫に捨てられ、妻におくるる、かやうの、

思ひに狂乱する物狂、一大事なり。よきほどの為手も、ここを心に分けずして、ただ一

偏に狂ひはたらくほどに、見る人の感もなし。思ひゆゑの物狂をば、いかにももの思ふ

けしきを本意に当てて、狂ふところを花に当てて、心を入れて狂へば、感も面白き見ど

ころもさだめてあるべし。かやうなる手柄にて人を泣かするところあらば、無上の上手

と知るべし。これを心底によくよく息ひ分くべし。 59

世阿弥はとっては何故狂乱したかが重要なことであり、単なる「狂う」ことではなくて、

「狂う」の意味（原因）、感情が重要な点である。しかし、最も重視される点は観劇者にそ

の物狂いの「苦しみ」を伝えることではないだろうか。したがって、物狂い能における狂

気とは狂物の愛（子供の愛、夫や妻への愛）と別れがもたらした「苦しみ」を表している

と言える。物狂いの狂女は歩き回り、そして狂い踊りし、狂うことを花などに当て、愛す

る子供や夫を探す。物語の最後に子供や夫と再会し、「狂う」の状況から正常に戻ることも

その苦しみをなくすことを表している。

このように「神がかり」、「愛」、「苦しみ」を持つ物狂い能の特徴であるのだが、実際社

会の「狂女」は物狂いのような存在であったのだろうかは疑問が残り、それについて江戸

時代に伴鳶瞑 (1733-1806)により髯かれた『近世崎人伝』に暑かれている実在の狂女つま

り「文展狂女」について引用し、「狂女」というものの意味を考えたい。

「文展狂女」は 16世紀に生きていた千代という女性である。彼女は一巻の文を箱に入れ

首にかけ、橋の上などに立って、その文を大きい声で読んで、泣く。『近世騎人伝』のなか

59 引用したのは松岡心平「鬼と枇阿弥」『枇阿弥神と修羅と恋』角川学芸出版、 2013年、

534頁。
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では千代がこのような女性として紹介されている。

幼き頃より侍らひしかば、女の態は更なり。文の道も心をよせて、情あるものなりしに、

ある時、都の商人喜藤左術門といふものに忍びて逢ひ初め、心を通はすこと口とせばか

り、思ひあまれる秋の暮れに、「うらやまし人めなき野の旅鳴くも心のまいならぬ身は」

と詠みて打ふしがちなるを、お通はもとより情ある人なれば、色にいづる心の乱れをひ

そかに問ひきて、やがて喜藤を召し寄せ、千代を得るされば、よろこび京へ伴ひ五條の

ほとりに住みけり。さていかがしたりけん、家衰へ世に住み陀ぶるからに、かたみに恨

むるふしぶしもでてきて、おのが世世にならんとす。 60 （河川筆者／下線筆者）

千代と喜藤は別れようとするが、お通が手紙を書いて結局的に喜藤は心を改める。しか

し、 5年後に夫は死に、家族もちりぢりになって、千代は狂ってしまう。ここで紹介され

る千代は「文の道も心をよせた」知性のある女性で「情」もあると書かれている。能のよ

うに伝統性があり、夫と別れたから、彼女が狂気に落ちたということだが、「文展狂女」に

ついて柳田國男は大変興味深い指摘をしている。

学者は未だ注意をしませんが、崎人伝などに載せてある文ひろげの狂女千代、即ち都の

五条の橋の上に立つて、路を行く人を喚び留め、大きな声で手紙の文を繰返し／＼読ん

だといふ者が、小野のお通の下女であったと謂ひ、お通が美濃の岐阜から書いておこし

た手紙を、ひろげて読んだのだと言ひ伝へて居る事は、或は此、浄瑠璃文人の神仙味、

若くは女には珍しい漂泊性殊に前代の歌謡文学の下に潜んで居た宗教的分子と、何か関

係のあったものではありますまいか。近頃復活させた懸想文といふものが、京都では辻

占の一種であり、桂女といふ一種の職業婦人が、昔は之に参与して居ました。橋では一

条と五条とが、殊に道路で占ひをする場所になって居ました。さうした狂女といふのは、

60 伴嵩蹂『近枇騎人伝』三熊思孝『日本古典全集』シリーズ、日本古典全集刊行会出

版年月日 1929年第 3期、第 9
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実は只の婦人の言はぬことを、言ひ得る女を意味して居たのであります。 61 （下線しつ

しゃ）

柳田國男の指摘から実際に「文展狂女」の狂女には知性があり、当時では女性には通常で

はないこと、つまり文を読んだことから「狂女」と呼称されたと窺える。したがって、「狂

女」と言う存在には能の狂女が表す「苦しみ」、「愛」の他、「知性」のある女性も「狂女」

と異常化されたと言えるだろう。

以上、中世の能における「狂女」とは「愛」、「苦しみ」という感情を表し、歩き回ると

言う特徴的な表象があったことがわかった。一方、実際社会では「女性」そのものが認め

られた行動や行為が規格から外れた時でも、「狂女」と判断されたことが明確になった。そ

れでは 19世紀の文学作品で登場する「狂女」はどのように描写され、その狂気が何を意味

するかを考察する。

3-3 『狂女』と『老嬢』の狂気

狂気に堕ちた女性を描く 19世紀の作品として森鴎外の『舞姫』 (1890年）の「医に見せ

しに、過劇なる心労にて急に起りし「パラノイア」といふ病なれば、治癒の見込なしとい

ふ。」 62結末になった主人公のエリスが認知されるだろう。『舞姫』から 6年後に狂気の女

性をいた作品には渡辺霞亭の「狂女」がある。 1896年に『太陽』雑誌に載せたこの作品は

当時の評価も少なく、注日を集められなかった作品である。霞亭の広く周知された作品は

家庭小説の『渦巻』であるが、彼は明治と大正時代に、『大阪朝日』、『東京日日』、『読売』、

『報知』、『都』、『万朝報』、『日本』などの各紙、その他、地方紙にも時代物、現代物の長

編小説を同時に連載し、超人的といわれた”作家であった。しかしながら、彼の「狂女」へ

の評価は明治 29年 10月5日の『青年文』の「九月の小説界」という時文の「霞亭が『狂

“柳田国男「女性と民間伝承」『柳田國男全集』 第6巻、筑摩書房、 1997年、 142頁。

62森林太郎「舞姫」木下杢太郎編、『鴎外全集』第 1巻、岩波書店， 1971年、 446頁～447

頁。

63 日本近代文学館編『日本近代文学大辞典』第 3巻、講談社、 1977年、 509頁。
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女』は平凡にして味無し。」“だけである。この作品は当時十分に評価されなかったが、用

いられた「狂女」というタイトルの伝統性、そして 19世紀末に女性と狂気を描くという点

で非常に意義があると考えられる。霞亭は自然主義文学の作家と位置付けられていないが、

彼のこの作品を 19世紀末の作品として再考し、評価も先行研究も少ないため、精読した

し‘
゜
「「狂女」は、夫に「男子」とだけ書かれた怪しい手紙が届いた後、夫が芸妓を囲ってい

るのではないかと疑った女性主人公の濱子が徐々に狂気に陥る様子を描いている作品であ

る。物語の最初から夫の和ーは両親も親戚もいなく、酒が好きな人だが、笑ってばかりで、

叱言もない人であり、東洋生命保険会社の支配人で、地位のいい 27歳の「好配遇」である

と紹介されている。それに比べ、女性主人公の濱子は小学校時代に優秀だったものの、「先

生に依枯偏頗の仕方があり」と退学し、「異人学校」に入学する。そこでも「横文に心を傾

けて寝食だも忘れんばかりに、命懸勉強したる」が、先生に何かの理由で叱られ、高等女

学校に入学したいとするが、父親に怒られる。「學校へ行かれぬほどならば、死んでしまい

ます」と三日間の何も食べず泣くのだが、学校には入れない。その後両親は「裁縫ばかり

に稽古させよう」と師匠のもとへ通わせる。しかし、縁談があり、結婚してしまう。霞亭

は学校を何回も辞める濱子について違和感を与えようとするのだが、実際は濱子が学校に

熱心だったということも「異常」と暗示されているのではないかと考えられる。夫の和一

を単純に描く霞亭が一方で濱子を子供のころから描くこともまさに濱子に生まれつきの

「異常」があることを伝えようとするからであろう。

霞亭はこれだけに限らず、濱子の成長した「環境」を父の嘉一の性格の紹介、彼の家庭

での振る舞いまで「観察」する。これには当時の写実主義、自然主義の影響があったと言

えるだろう。そして、霞亭は自作が現実に基づいたことを「もし、私の云ふこと偽と思召

さば、北桃谷五十軒に中村和ーとお聞合わせなされても知れること。」と述べた文章からも

捉える。無論、少し古風の書き方であるのだが、作品の「現実性」を重点していることが

明確である。

“中島国彦『文藝時評大系明治篇』第 2巻、ゆまに書房 2005年～2010年、 342頁。
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濱子の成長した「環境」において母親の性格などは中心されず、父親の嘉ーが重視され

るのは注目に値する。

親の嘉ーは昔風の堅き人なれど、酒ばかりは大の好物にて、賓も盃を放つことなし。家

庭は極めて厳粛に、極めて質素に、又極めて陰気なれば、その間に成長したる濱子の何

事にも物堅く、面白いことがあっても笑い顔を見せない、おかしいことがあっても話さ

ない萬事慎しみ深く内気の性質なれば、（後略） 65

濱子に強い影孵を与えた父の嘉ーは「昔風」な父親で、濱子に対して厳格な態度であっ

たことが分かる。しかし、家に来る人々の行動、家庭の中で話されることなど描いた霞亭

は自分の「家と父親を模範とした娘」の濱子の心理を描き出したのは特殊である。濱子は

「夫」の模範は「父親」で、「家庭」とは実家と同じものと考え、夫の和ーを父の嘉ーと比

較する。

されば濱子は何処へ行きても、椴にも一家を為さんほどの家は、必らず斯かるさまのも

のならんと信じたりしに、夫の氣質の浮き立ちて、何事にも陽氣なるは生まれつきなれ

ば是非なく諦めても、来る人も／＼、執次に頼まず、玄闊より、おい居るか、と呼び、

居るとも居ぬとも云はぬ前より、のそ／＼と上がり来たりて、挨拶もせず躙鋸かき、横

になり、翌寸談に慎面目なることはなくて、名を聞くだも汚はしき藝妓の話か、さらずば

芝居の話ばかりなるに、濱子は此れでも人間の中の住居なるかと浅ましく、来るほどの

人の酒飲み酔うてかへるも、賓家にては絶えて見ぬ事なり。 66

濱子は「堅き人」である父親に比べ、夫が「何事にも陽氣なる生まれつき」の性格を持

つことに当惑している。彼女は家に来る人たちの無礼な振る舞いを夫のこの性格と結びつ

けようとする。霞亭は濱子のこうした心理的な状況を詳細に分析することなく、この部分

65 渡辺霞亭「狂女J『太陽』第 19巻 1896年、 74頁。
66 同上。
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だけに止める。物語の最初に紹介される和ーと、濱子の目線から見る夫の和ーが違い、そ

れは濱子の失望するところになってしまうのだが、この食い違いは物語の起点でもある。

それではまず、濱子の妻という立場が如何に描いているのか考察する。

濱子の妻としての党場は不明瞭である。期待される「良妻賢母」の特徴を持つのだが、

度々彼女自身の選択や考えは両親あるいは夫の期待と衝突する。これは彼女の風俗的な考

えに対する抵抗を表すだろう。とりわけ、彼女は女文字で「岡村」と書いた手紙が届いた

ときに、封筒を切ろうとするのだが、「宵家の父上聞きたまはゞ、いかに腹立ちたまんか、

と思ひ付ひて空恐ろしく、梃艇にても捨てる如く机の上へ投げ出し、急に立かけしが又座

りて、同じ手紙を二三十遍も繰り返し／＼見る。」ことになってしまうのだが、再び同じ方

の他の手紙が届いたときに、濱子は封筒を切り、中には「男子」が書いていることが分か

る。さらに、夫は芸妓と関係があると離婚まで考える。「離婚は人生女兒の最大不幸には相

違なからべきも、節もなく操もなき軽薄男兒の妻と呼ばれて、非難の中に生涯を送りより

は勝ならん。さらば我身はもし夫にさる事ありと知らん時は、直に賞家へ引き取りて立派

に離婚を請求すべきなり。」と思い、母親に不平をいうのだが、栂親は「取合ふさまもなら、

嫁入しれからは如何ならん煎難に遭はんとも、夫の家の御先祖のお位牌の前で死ぬべきも

のあり。」 67と言う。父親も「現在女房すら愛憎つ力孔八人を賞め稲へ、我も好き婿を持ち

て幸輻なり。長男二男とも虚弱き上に若ければ、力を頼むは和ーどのばかりぞ。」と言う。

しかし、濱子は如何なる考えを持っていようとも、彼女は娘としての責任つまり家族の「幸

福」、「裕福」を考えなければならない。彼女は家族も考えつつ、妻としての責任も果たさ

なければならない。とりわけ、濱子は夫の夜泊まりが少ないことに何も言わないが、夫は

それが当然のこと言い、更に「同じ會社に勤むる佐伯といふ人の、他に隠し妻ありて家に

寝ることは一月の中に二三度の外なけれど、その細君が少しも嫉たむ色なきは感心なり」

68と自分が「隠し妻」を持っていてもそれは普通のことで、それを嫉た訂気持ちを持つ濱子

が「異常」だと自分を正当化する。実際は濱子が「宵家にありけん時には良人を持ちたり

とも決しで搭氣嫉妬はすまじ。男と生まれたらんもの＞、外に用もあるべければ願うまじ

67 同上、 86頁。

68 同上、 82頁。
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きことにてはあれど」と考えていたのだが、現在夫の夜泊まりについて「詞にもいへず辛

く哀しきもの」と考え、まさに、「考え過ぎ」の妻であり、明確に作家霞亭は彼女のこうし

た抵抗、あるいは「物を問う」性格を異常異常ではものとして描いているではないだか。

濱子は「男子」と書いている手紙は夫の妾によって送られ、妾が産まれた子が「男子」

と和ーに知らせると息うのだが、和ーは、何処かで自分の子供が生まれているなら幸いな

ことであると言い、実実際は若い頃に病気で子種がなくなり、彼は 40歳までしか子供がで

きないことを濱子に伝える。しかし、時間経つに連れて濱子が妊娠し、男子を生むのだが、

それで夫に言われた事が確実ではないと判断する。しかし、一週間後に濱子の子供が死亡

する。しかし、一週間後に濱子の子供が死亡する。霞亭は物語を奇妙に描いているのは典

味深い。子供が亡くなって以来、夫の「隠し妻」について考え続けた濱子が狂気に陥る原

因の一つは会社の下役である中山重次という方の訪問である。璽次は濱子に夫が家に帰っ

てないことのは芸者を囲っているからと言い、また、彼女には女子があるという。老婆の

島は重次がお金をもらうために、濱子を瞬そうとしていると彼女に注意を与えるのだが、

濱子は彼の言ったことを信用する。

このように物語に謎をかけた霞亭はまさにセンセーション小説からも影響を受けている

ではないだろうか。この作品は短編小説で物語の流れは極めて短く、中には犯罪を含まな

いが、家に怪しい手紙が届くこと、夫には子種がないものの濱子が妊娠すること、そして

悪役の重次が濱子に夫について偽情報を拡散することなど奇妙な場面が多く描かれている。

そしてセンセーション小説にも多く現れる狂気に堕ちた女性の登場という点でも共通する。

しかし、 CharlotteBronte（シャーロット・ブロンテ 1816-1855) の JaneEyre (184 7年）の

Bertha Masonや WilliamWilkie Collins（ウィリアム・ウィルキー・コリンズ 1824-1889) の

The Woman in White (1859年）の精神病院から逃げた AnneCatherick（アン・キャサリック）

の登場人物が作品の中で軽視されたことに比べ、霞亭が狂気に賄ちた女性を主人公にした

のは特殊な点であろう。

しかしながら、これをする際に霞亭は濱子のことを是認するわけはない。作品全体にお

いて濱子は好奇心の強く、杞憂の多い、考えすぎの女性として描かれている。夫と「隠し

宴」について話した後にも「夜は一目だも眠れず、偶に眠れば忽ち夢に魔われて、風の音
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にも覺め易く、心細さに涙さへも出でぬことあり。」状況であり、物語の最初から学校に

様々な理由で飽きることや食べられない程学問に熱心だったことなどで濱子の「異常」さ

が映し出されている。

濱子は重次が夫の妾と主張した芸妓の若い頃の写真を見せ、「お前も此のやうに美はし

く心き>てありたらば、和ーさんが此女を可愛がるごくお前を可愛がるべきものを」と言

うことに信じる。濱子は島が注意を与えたにもかかわらず、夫には妾がいると思い込み、

徐々に彼女の異常性が現れる。この点において霞亭は「不眠症，幻聴」など症状を描くの

だが、それらは濱子の「狂女」と言う表象と如何に結び付けられているかは大変興味深い

点である。彼女は睡眠を取れないことがある上に悪夢も見る。

車の音に耳のみ欲たれ、うつら／＼と寝るともなく寝入りしと思ひしに、夫の臀にて、

小安々々。と園い者の名を呼ぶ臀聞えたり。はッと驚ぎ心付けば、朦朧とだれやら我前

にた仲むものあり。恐ろしく島を呼び起こさんとするに臀も出でず。眼を眸りて影の如

きものを見詰めてありしに、漸う明かに判然と為り行きて、現れしは夫の姿なり。例の

モーニングコート着て、年弱く美しき女の手を引き、楽しげに歩み行きぬ。走りついて

呼び留めんとすれど、身体は自由に動されず。胸は息苦はしう、何者にか竪へ付けらる>

やうにて、其のまま穴の中へでも引入れらる>如くなり。 69

このように夢も見始める濱子は幻聴も聞こえる。しかし、それらは女性性や性的な側面

と連想されている。とりわけ、彼女は「奥さんが怒るものですか。もう一日遊んでお出な

さいよ。というふ瞥聞ゆ。はッと驚ろいて四邊を見れど、人の居やう筈もない。」こともあ

り、やがて、「気が狂う」ことになる。

今は恐しきことも心細きこともなく、心爽かに氣も落付きて、椴へ考えは狂ひ胤れたる

にもせよ、濱子の総めには暗黒の中に一道の光明を認め得たる思ひなり。派出のものが

69 同上、 91頁。
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残ッて居たか知らん。無ければ買はねばならぬが。 70

暗黒の中に見えた一道の光明は濱子の狂気であろう。彼女が「派出のもの」に夢中にな

ってしまうのだが、霞亭は明確に彼女が「乱れた女」になってしまったというように結末

をつけている。

近き頃桃谷あたりを徘徊する狂女あり。人の呼んで色情狂というふも無理ならず。薄き

毛を根の高い島田髯に結ひて、夫れに薔薇の花銀、三伏の夏の日にも、派出な白縞の糸

織の二枚爽衣を着て紅飛綱診の幣崩れさうに締め、紅白粉けば／＼しく粧ひて、男にさ

ヘ遭へば愛相好く笑ひかけ、あら且那、もう會社からお退けなすッたの。さァー所に還

りませうねへ、還ッて□味線でも弾いて遊ばうぢやありませんか。と媚きし詞で云ひ、

袖を捉へて容易に離さず。 71

以上の場面は明確に能の「狂女」のように「歩き回る」、「狂うことを物に当てる」など

の要素があるのだが、霞亭は伝統の狂女を「小説」に適用し、その際には当時の「写実的」

に描こうとしているに違いない。しかし、以上の場面では濱子は「色情狂」の狂女になり、

まさに堕落した女性になったように描かれている。なぜ濱子はこのような結末に至らなけ

ればならなかったかは興味深い点である。結婚後に生活した夫の家という環境の「被害者」

であるという仕組みではない。霞亭によって彼女が期待される妻ではなく、若い頃から 詳

細のことに問掛ける女性と、まさに狂女になりうる存在だったように描かれている。これ

も柳田國男が「文広げの狂女」について指摘したように濱子が「ただの婦人」ではなかっ

たからであろう。

一方、「狂女」のような終局に至った作品は霞亭のこの作品だけではない。この作品の

7年後に描かれた藤村の「老嬢」にも同じ仕組みがあり、次にそれについて考察する。

70 同上、 95頁。
71 同上。
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3-4 「老嬢」の「狂女」

島崎藤村の「老嬢」 (1903年）も同じ『太陽』雑誌に載せられた作品である。独身で生

活を送りたい夏子と結婚したい闊子の対照的な願望を比較して取り扱った作品だが、多く

の部分が夏子をめぐる物語である。「あなたは栗しい家庭を御造りなさい。私は獨りで冷た

い寝床の上に夢でも見て泣いていませうよ。お互に試して見やうぢやありませんかー結婚

した貴方が幸輻か、獨身で居る私の方が幸幅か。」 72と約束する二人だが、夏子が狂気にお

ちる結末になっていた。この作品において、金子明雄「は「結婚と独身という二項対宣」

73、そして、平石典子は「頭「知性」と身体（肉体性）の二項対吃」 74について指摘してい

る。本研究では指摘された両方の二項対立を踏まえ、女性主人公が「狂気」におちるとい

う仕組みにいかなる意味があるかを考察したい。

「老嬢」は出版後の 1903年 7月 15日に、 『新声』の「甘言苦語」に「亜米利加などに

澤山あると云ふオールドミスのやうな、學者の女を主人公として、所謂學問病に罹つて半

生の愛を抑黙して居つた彼女が、或動機に燭れて堕落するといふを書いたもので、自然を

寓した筆にも捨て難い趣があった。」 75の評価とまた同年 6月の 25日『早稲田学報』の「紛々

録」にも以下の評価が載せられたのである。

人間の精紳上の欲望と、肉妹上の欲望とが、いかに衝突して、いかに悲惨の末路を束す

かまた両者の融合は、いかに平凡なる結果を生ずるかを描き出せり。（中略）傭束の道徳

既に破れたりと雖も、尚ほ社會には本能勢力として、奮思想の跳梁するあり。而して一

方に於いては新光明なし。其の間に立てる婦人にして、若しも精紳の自由を望めば、肉

欲の為めに苦められ、肉欲の煩問を癒せば、精紳の苦痛を減ず。老嬢は精神の獨立自由

を謀らむと欲して、却つて肉欲の為に射落されたり。物質的勢力のために、遂に自由な

る精神を困應せしむる例、決して乏しからず。藤村子其の間の消息を覗つて、有教育の

72 島崎藤村「老嬢」『藤村全集』 第 2巻、筑摩害房 1966年、 381頁。

73 金子明雄「「老嬢Jと明治三十年代における性欲のモチーフー島崎藤村の小説表現

(4)」「研究紀要」第 61号、日本大学文理学部人文科学研究所、 2001年、 39頁～50頁。

74 平石典子『煩悶青年と女学生の文学誌：「西洋」 を読み替えて』新曜社、 2012年、

139頁。

75 『文藝時評大系』明治篇、第 7巻、中島国彦編、ゆまに書房 119頁。
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婦人社會を描き出しぬ。裏面に於いては、亦教訓の意ありと謂ふべし。 76

このように当時の評価の中では「精神」と「身体」の欲望が区別していることが興味深

い点であり、こういった欲望が衝突することによって夏子が狂気におちたということにな

ってしまうのだが、いったいなぜ夏子の精神の欲望「獨宣自由」と身体の欲望「肉欲」が

衝突しなければならなかったのだろうかについて疑問が残る。それについて、まず、夏子

はなぜ独身の生活を望むかという点から考えたい。

夏子は学校を卒業し、また先生として女学で働こうとする「優秀」な女性である。物語

の最初から彼女は実家と問題があるように描かれているのだが、彼女が「どうして私は斯

様に母と合わないんでせう。」といい、実家に帰れば、「泣いたり、疑つたり、悶えたり」

することを原因にしている。しかし、彼女の「泣いたり、疑つたり、悶えたり」すること

はまさに青春期の態度であるのではないか。彼女は「老嬢といわれる身」を持つものの、

なぜまるで 15歳の態度を持っているのだろうか。藤村がここで夏子に「異常」があること

を仄かしているか、あるいは意図せずに実際に対象とした若い女性たちに「共感」を与え

ようとしているかも不明な点である。

夏子は闊子に「何故、獨身でいる女は片輪なんでせう。何故、わたしたちは斯う他から

轄蔑されるんでせう。（中略）畢寛、無慈悲な人の眼から見たら、私たちは社會の罪人なん

でせう。」 77と言い。実際は結婚しない女性とは社会の中で排斥されることも深く理解して

いる。「なにも子を産むばかりが女の事業であるまいし（中略）闊はない。何と言われたっ

て。さらに、夏子は「片輪でもよい御座んす。罪人でもよう御座んす。賓際は、私達は世

間の女と違ふんですから。思想も、謡好も、極端に言へば道徳ですらも。」 78というのだが、

彼女は「結婚せず」「自由」を望む女性で、まさに当時の「新しい女」の特徴を持っている。

しかし、当時の社会の理想とされる「良妻賢母」から逸脱した思想であることは多くの場

面に描かれ、特に彼女に比較的に取り上げられた闊子が夏子の思想に対立する姿勢からも

76 同上 108頁。

77 藤村、同上、 377頁～378頁。

78 同上、 378頁。
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窺えるだろう。それもまた藤村が「異常」な夏子に対して「通常」な闊子を比較的に描こ

うという企てであるに違いない。

私は學問なぞをしなけりやよかった―新しい智恵の味さへ知らなかったなら、母の言う

ふなりにどんな男でも夫に待って、一生満足していられたらうものを。私は教育なぞを

享けなけりやよかったー精神を自由なものとさへ知らなかったなら、斯うして籠を出て

飛んで見ようとは思わなかったらうものを。 79

夏子が母親と思想が合わないということは、彼女の思想が「学問」するにつれて、変わ

ってきたことに「注意」を払うことも指摘されている。これは彼女の母親との世代間断絶

を明らかに捉える場面だが、「栂の言うふなりにどんな男でも夫に待って、一生満足してい

られたらうものを」は彼女の母親との「合わない」論争の主な理由である。一方、この段

階で「不在」の父親表象も注目に値する。

このように違う「息想」や「嗜好」のある夏子は「愛」を巡る視点からも描かれている。

彼女は実際に三上という両家が好きだが、彼には興味がないような振る舞いし、彼女はま

るで男を見捨てる「残酷」な女性であるかように描かれている。夏子の男性についての理

解は彼女の経験に基づいているとされているのだが、「苦い、苦い閲歴をかさねた夏子のよ

うな女は、あらゆる男の臭気を嗅ぎ尋ね、返つて心を慰むの。」であり、「夏子のような女」

ということは「肉体的な欲望がある」ものの、独身でいる女性ということを意味している

だろう。彼女は物語の中で性的な女性というイメージも与えられている。とりわけ、同じ

旅館に来る「卑賤い藝人」たちが歌うのを聞いている夏子はこのように考える。

歌ひ出した懇慕の一曲、その意味は痴漠痴女の心を喜ばすような夢の詭言で、それを放

縦な旋律と猥褻な歌詞とで勤める。（中略）俗謡の人を捕虜にする力は恐ろしいものです。

歎き疲れた夏子は妙に胸を打たれて、其曹が身に感染渡りました。現世の散楽を慕ふ心

79 同上、 377頁。
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がむらむらと湧き上がる。何を思ひ、何を煩ふ。獨身の苦痛と憂愁とから、知らず知ら

ず老い行くと氣がついた時ほど—今更青春の衰類を感じた時ほど、女の身にとつて堪え

がたいことは有りません。 80

彼女は藝人たちと同様な「肉体的」な「欲望」を持つものの、それを抑えることになっ

ているのだが、なぜ彼女が「性的」な女性であるように描かれているのだろうか。それに

ついて夏子と彼女の「狂気」をめぐって考えたい。

闊子が夏子を尋ねようとした時に闊子を連れてきた男性は夏子の父親についてこのよう

にしヽう。

畢寛御父さんから遺傭だらうね。瓜生さんの彼様に孤獨で居たいといふ性質は。御覧な、

狂になるやうな人は皆孤獨で居るのが好きだから。 81

藤村は明確に当時の自然主義文学の影響で遺伝を取り上げているのだが、この作品にお

いて、夏子の父親も狂気におちた存在だったというのは必然的に彼女も同じく狂気になる

という結末になってしまうのではないか。「遺伝」という仕組みは物語の構造において矛盾

を抱えることになるのだが、藤村はいかなる理由で「遺伝」を物語に入れようとしたのだ

ろうか。この文章の内容を詳細的に分析すると、「遺傭」と「孤獨で居たいといぶ性質」と

「狂になるやうな人は皆孤獨で居るのが好きだから」という連合が、したがって、「独身J

という考えは「異常」な考えであり、そのように孤独で暮らしたいという女性は「狂気分

子」ということ暗示しているに違いない。彼が「遺伝」を書き入れたのは自然主義文学の

影瞥があるものの、それがもたらした「避けがたい結果」という点を重んじなかったよう

である。そして、同じ男性が夏子の父親について続いて言及したことも意味深い内容を持

つ。

80 同上、 382頁。

81 同上、 394頁。
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ヘ>> >あんなに學問なすつて、御嫁にも行っしゃらねえとは。だが、奥様、あ>いふ

ことも統を引くものと見えやして、あの方の御父さんも酷く學問には凝りなさりやした

よ。御氣の毒な、狂になって座敷牢で御死去になりやしたからなあ。 82

狂気におちいた父親も「酷く學問には凝りなさりやした」人であるといことから、まと

めると「学問に熱心で、結婚せずに「自由な」「独身な生活を送ろうとする」人が狂気にお

ちるということである。しかし、腿味深い点は彼女が旅館で会った「卑賤い藝人」たちょ

りも、「恐ろしい」結末に至ることである。ところが、「肉体」と「狂気」が組み合わせは

まさにヒステリーでもあったように「性」と「精神」を関連付けた「肉体的欲望を満ちな

かった女性たちにある」という西欧のヒステリー認識と類似している。実際は西欧でもヒ

ステリーを妨げる方法は「結婚する」と提案されたのである。藤村は明確に狂気を女性だ

けのものとしないのだが、彼は当時代に「性」と「狂気」について読んだ可能性が非常に

高い。彼は「性」と「精神」を関連するものの、「遺伝」を「狂気」に結びつけることは混

乱を起こす。

実際に、 1921年に出版された『ある女の生涯』の中では、女性主人公の「おげん」が父

親からの「遺伝」で狂気におちいる。この作品の主人公は藤村の実姉高瀬園をモデルした

とされているのだが、この作品は 18年前に同じ構造を持ち、比較的な考察も必要とする。

さらに、 1886年に実父島崎正樹が牢死したこともあり、それは彼の物語構造にも反映して

いるだろう。

夏子は最早昔の夏子では無い。老嬢のなれの果と唄はれて、毎日に狂ひ歩き、菊の花か

んざしにさし、白いもの顔にぬりくり、口唇に紅つけて、。。。「女房にする氣はないか」

と通る旅人を捕へて、顔に袖を霜て乍ら恥しさうに笑ひました。 83

この引用は物語の最後に場面で狂女になる夏子を描く場面であり、霞亭の「狂女」と比

82 同上。

83 同上、 400頁。
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較的同じ描写を持つ。いずれの主人公も性的な「狂女」になってしまう。しかし、藤村の

男女が狂気におちた様子を描写するのには奥味深い点がある。父親が座敷牢に閉じ込めら

れたが、狂気になった夏子はなぜ歩き回り、夫を探す性的な「狂女」になってしまったの

だろう。これはまさに「男」と「女」をめぐる狂気認識とそれに潜った機能を表している

のではないか。家父長制度社会において男女の社会における役割を考慮すると女性は家庭、

男性は社会といった構成がある。社会の中で労働者として認められるのが男性であり、狂

気に堕ち、座敷牢に閉じ込められた男性とは同時の男の意味する労働を果たせないものに

なってしまう。故にこのことによって男の恥辱が暗示されている。それに対して夏子が歩

き回る狂女で描かれるのは中世からの物狂いの影聾がありうるのだが、中世の狂気に対す

る神聖的といった側面がここには見られない。逆に、夏子が閉じ込められなかったことに

はもっと深い意味がある。それはすでに家の存在と認められた女性を家に閉じ込むことに

は恥がなく、逆に女性の狂気を公表することによって「狂女」のものに恥辱が与えられる。

この恥辱に「性」も加わることは日本社会でも女性の狂気を巡る新たな規制が形成されて

いることを証明している。この新たな規制とは明治時代に姿を見せ、新しい息想を持つ「新

しい女」の「異常」な行為をコントロールできる手段であったと言えないのだろう。故に

結婚しなく、男性の権威を認めない夏子は、社会規範を逸脱したため、「女房にする気はな

いか」と言わざるえないことも、いわば「男の臭気を嗅ぎ尋ね、返つて心を慰む」彼女の

正当化された処罰でもあろう。

おわりに

19世紀の人間が退化していくという考えは、同時代の西欧の社会の中で起こった不安が

しばしば社会的規範にも関連すると考えられたことから生まれたものであり、この考えが

道徳的退廃と結びつけられた。一方、 19世紀の「科学が万事を解決する」という考え方は

新しい時代認識を形成した。その中で、かつては伝統的・道徳的と認められた行為は、徐々

に「精神」と結びつけられるようになり、道徳などの社会的規範を逸脱する行為は、 「精

神に異常Jがあるものと認識されるようになっていったのである。したがって、 「精神異
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常」というレッテルを貼ることは、社会的規範を逸脱する行為を妨げる手段となり、女性

の行為や考え方を恐れた男性作家たちの「異常」ー「不道徳」を示すやり方にもなってい

った。 19世紀に注目の的となったヒステリーはこういった手段の成果であったと言える。

このような西欧の認識は、しばしば同時代のトルコと日本文学にも反映していたことがわ

かった。

道徳と不道徳に巡られたヒステリーを当時のフランスの小説や雑誌などで認知したウシ

ヤクルギルとミドハトが自作にヒステリーの女性を取り上げたのである。ウシャクルギル

の作品 Sefileだが、彼はいずれの登場人物の精神を客観的に分析している。彼の作品には

女性と男性そして男女の理性の比較や権力の対立などが見られない。彼が売春世界の危険

性を純粋にマズルメとイクバルと出会うまで姦通なども知らなかったイフサンが売春世界

に陥ることによって読者に伝えようとする姿勢もあるのだが、それもまさに運命が環境に

よって決定されると言う決定論と連合している。

ミドハトの作品 Haya!ve Hakikatは共著の作品であり、男性と女性を明確に対立してい

る作品という点からも非常に興味深い作品であった。彼はこの作品に多様な特徴を与えよ

うとしたのである。彼は自作を自然主義文学の作品として書いていないが、当時のロマン

主義・写実主義論争にも提供できるタイトルをつき、明確に作品の科学的な側面を重んじ

たのである。中には「愛」と「結婚」を巡るヒステリーを描こうとする意図がある。彼が

ヴェダットのヴェファヘの愛を伝統的恋愛と示し、古典的悲恋物語の「愛」を批判してい

る。これをする際にはこういった「愛」をヴェダットの身につけ彼女を「古風的」の考え、

あるいは「ロマンチック」な考えを持つ女性とし、それに対して、ヴェファを恋愛や結婚

もせず、自分の将来を考える男性としながら、まさに彼を「現代」のもの「写実」を代表

するものとする。しかしながら、こうした仕組みに現れてくるのは彼の女性の行為を統制

しようとする姿勢である。この対立においてミドハトが男性を理性のある者で女性の行為

が「異常」なのか「正常」なのかを決めるものとしている。

女性主人公の多くは当時の新しい教育を受けた女性ということである。社会の近代的過

程にあったオスマントルコ社会と日本社会において必然的に受け入れられた新しい思想は、

当時の新しい教育を受けた女性たち、つまり上層階級の女子たちに強い影聾を与えた。し
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かし、作家たちは同時代の社会の価値観を変える恐れのあるこうした女性たちを狂気によ

って周縁化し、いわば反面教師となるように提示している。また、日本とトルコのこうし

た女性の狂気の描き方は、各国の文化的文脈に基づく狂気の分類とその「再」発見とも関

連している。 トルコ文学は狂気を、西洋の近代性がもたらす科学的な概念として取り入れ

ている。そのため、 「狂人」や「狂気」の描写は医学的に正当化されたものであると暗示

する。そして男性と女性を「現実」と「夢」と対比し、男性の権力を確実にする。

一方、日本は西洋の狂気に関する認識論をすぐに受け入れようとはしなかった。「狂女」

と「老嬢」にも見られるように、作家たちは女性主人公たちを伝統的な「狂女」の姿で描

く。しかし、そこでは、中世の文脈ではあまり見えなかった、狂気が性的な表象（そして

それは当時の「恥辱」でもあった）を暗示することも見えてきたのではないだろうか。こ

の枠組に入れることによって、彼女たちを「社会不適応者」と見なし、アウトカーストへ

と追いやることが特に藤村の「老嬢」から捉えられる。彼はヒステリーなど「病気」とさ

れる用語を取り上げていなのだが、明確に「独身で生活を送る」と心を決めた夏子を、当

時の社会の期待される規範を逸脱する女性であるように描き、彼女のこうした行為を彼女

が持つ「肉体的欲望」を抑えるものであるとする。その逸脱によって狂女になったと女性

に汚名を着せる構造は、 「女性の行為を規制する」という点でトルコ文学作品とも共通し

ているといえるだろう。しかし藤村がこれをする際に「遺伝」を取り上げるのは特徴的な

点である。霞亭の作品は藤村の作品より七年前に描かれた作品であり、おそらく、「狂女」

に「汚名を着せる」という枠組は彼の作品が初めてである可能性も考えられる。しかし、

主人公の造形については、霞亭の描く、狂気におちる濱子も女学生だったと描かれている

のだが、藤村の「働きたい夏子」に比べ、霞亭の濱子は結婚させられてしまう。彼女は自

分の「異常」な理由により退学してしまうため、霞亭の狂気を巡る「規範を逸脱」という

仕組みは社会だけではなく、 「家庭」に関するものでもあり、従って濱子は「良妻賢母」

理念を逸脱する女性を表すことになっている。夫のことを信用せず、彼のことを「疑う」

女性である。彼女は夫が妾を持つと考え、子供も死亡したことから「色情狂」の狂女にな

る。霞亭も藤村も非常に似た場面を描き、いずれの作家も女性主人公を「性的な狂女」と

いう結末にしている。したがって、作家たちにとって「性的な狂女」を描く手段はいずれ

76 



も男性をめぐる規範を逸する行為を描くことであり、「自由」を求めて「独身で働きたい」

夏子、そして、夫を「疑う」濱子の行為は、いずれもが社会と家における男性の権限から

外れるものなのである。狂気はこうした「不道徳」の行為の糾弾を正当化する手段となっ

ている。

以上の考察から、 19世紀の周縁化された「狂女」たち表象は、「知性」には異常がないも

のの、当時の社会的規範を逸脱する行為を表していることが明らかになったと思う。

次の章では重婚が認められたトルコと日本社会において、従来から「家」に属するもの

とされた女性たちの中で、周縁化されていく 「妾」の表象に着目し、文学作品で何が描か

れたかを考察する。
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第3章 妾から愛人へ

はじめに

19世紀後半からの日本とトルコ社会の近代化の過程においては、家族をめぐる変化も

徐々に見られるようになった。新しい制度が設けられるまでは、 トルコでも日本でも重婚

が認められていたため、このことが文学作品にも反映され、特に当時の自然主義文学作家

の作品には妻以外に関係があった女性の表象が登場する。日本では本妻以外の女性が主に

「妾」と呼称され、オスマントルコ社会では一般的に kuma（クマ）が使われたのである。

しかし、 19世紀後半のオスマントルコ社会では新しい表現が現れた。それはフランス語の

maitresseという単語が metres（メトレス）とトルコ語化された言葉である。短期間に文学

作品にも多く登場するようになったこの単語だが、特に自然主義文学が注目を集めたこの

時期に、自作品にメトレスを登場させた作家は少なくなかった。日本でも特に前期自然主

義と言われる時期の作品に「妾」が登場したことは注目に値する。

フランス自然主義文学者のゾラやモーパッサンらの作品でも maitresseという単語が非

常に多く登場する。ゾラの『ナナ』やモーパッサンの『わたしたちの心』がその一つの例

であろう。しかしそこには、同時代にフランス自然主義文学作品を読んだ日本とトルコの

作家にとって、この単語は何を意味したか、そして両国の自然主義文学の作家たちが妾と

メトレスを登場させる枠組みにフランス自然主義文学作品の影響があったかという疑問が

残る。

本章は妾、メトレス、 maitresse、mistressという単語の意味、そして、文学作品に描かれ

た妾、メトレス、 maitresseの女性表象に将目する。比較対象作品として、ギュルプナル・

フセイン・ラフミ (1864-1944)の Metres（メトレス、 1900) と永井術風 (1879-1959)の

『夢の女』 (1903）、小杉天外の (1865-1952)『はやり唄』 (1902)の三作品を取り上げ、各

作品のメトレス及び、妾の表象が何を表し、こうした女性表象によって何が描かれたかを

考察する。
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第1節重婚、一夫多妻制と「妾」、 Mistress、Maitresse、Metres

1-1 オスマントルコと明治日本社会における一夫多妻制と重婚

日本では「妾」は正妻の他に、妻と同じような関係を結びながら扶養する女性という意

味である。明治時代の日本では一人の男性が多数の女性を妻とすることが認められた。徳

川時代においてもかなり普及して行われた制度であった。 1しかし、明治時代に「妾」の定

義はされなかったようである。岩田新「判例に現れた妾といふものの概念は甚だ判然しな

い」 2と指摘している。そして、西田真之は、先の岩田氏の論を引用し、次のように持論を

展開する。すなわち、「メディアの論稿では 「側室」、「権妻」、「副妻」、「囲者」、「手掛」

等の単語が登場し、「妾」について長らく定義されてこなかったことによるものである。」

3と指摘する。届住形態は妻も妾も同一の家に住む同居型、そして妻と妾は別々の場所に居

住するという別居型の形式がある。 4このように法律上でも混乱をきたした妾は、日本社会

において、長らく曖昧な位置づけにあったことが推察される。

明治維新以降、重婚に関しての法文議論が 1872年から始まり 5、1898年に新しい家族制

度が設けられ、結果として、妾が廃止されることになった。しかし、法律上で廃止された

ものの、実際社会では一夫一妻制度の適用に時間を要したのである。妾は法律上では子供

を中心とした男系男子の維持をめぐる問題に付随して現れてくる。しかし、法律上では窺

えない日本社会に実在した妾がいかなる存在であり、どのような問題に直面し、どういっ

た問題を起因させたかについては、まだ疑問が残る。

一方、オスマン帝国では基本的に結婚についてシャリーア6が従われ、夫は4人までの女

性、そして cariye（ジャーリエ（女性の奴隷））と結婚でする一夫多妻制が容認されていた

1 高柳慎三、佐野茂樹『明治初年に於ける家族制度改革の一研究：妾の麿止；日本的法律の

新使命；日本法理の概念』巌翠堂書店 1941年 6頁。

2 岩田新『判例婚姻予約法解説』有斐閣、 1935年、 66頁。

3 西田真之「近代日本における妾の法的諸間題をめぐる考察」明治学院大学法学研究 102

巻 2017年 81頁。

4 同上。

5 同上、 82頁。

6 イスラム法のことである。コーランに基づき，スンナ（預言者の言行），イジュマー

（その時代の宗教学者の一般的承認），キャース（類推）を法源とする。
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7。歴史上、特にオスマン帝国のハレムを中心に認知されてきた「odahk」8（オダルック（女

奴隷））とジャーリエであるのだが、それは宮殿のひとつの施設9として認められたハレム10

に限る制度である。宮殿のハレムに暮らすジャーリエたちの多くは外国人であり、女性た

ちの全てがスルタンの妻であるということはなかった見女性たちはそこで、言語、芸術な

どの教育を受けることもあり、実社会とは異なる枠組みの中にある施設だったと言える。

このように、一夫多婦が認められた一般社会では、庶民の間で、最初の妻以外の妻が kuma12

（クマ）と呼称され、妻もクマも同一の家に住む同居型の形式だった。オスマン帝国では

このようにオダリック、ジャーリエ、クマがあるものの、 19世紀にフランス語から由来し、

トルコ語化された metres（メトレス13) という表現が登場したのである。

日本社会では重婚には基本的に男系男子の維持という目的14があった。一方、イスラム

教が認容した一夫多妻制は 3つの条件に基づいた。第一に妻たちに対して各々平等を図る

こと、第二に妻たちを扶養できる財力があること、第三に重婚を要する個人的、あるいは

社会的な必要性があるかということである。これらは基本的な条件として立てられた15の

である。こうした条件、目的などは異同あるものの、本来は、日本でもトルコでも社会の

中で主に上層階級に属する、あるいは金銭的に恵まれる男性が重婚したと判断できよう。

このような制度は時代とともに上層階級から中層階級へと普及したのである。

しかし、近代的社会の過程に入った日本は 1898年に、 トルコは 1926年に新しい民法16

の施行により重婚の禁止を規定したのである。こうした家族制度にある変化は必然的に文

7 イスラム教の前に、アラブ文化の中では一夫多妻制があったとされる。

8 オダリスク。女奴隷。ハレムでは階級としてジャーリエの下。単語は oda「室、部屋」

とhkは名詞化する接尾辞である。

9 Ortayh, ilber. Osmanlz Saraymda Hayat. Yitik Hazine Yaymlar1. 2008. s.146 
10 日本の大奥と同様な施設である。

11 A.g.e. ss.146-147 

12 「kuma」は基本的に妻たちが互いを呼ぶ呼称である。しかし、正妻を含まない。

Cariyeも類語と取り上げられているのだが、 Cariyeは「女奴隷」という意味も含む。

13 本章全てこの単語がトルコ語の metresを表す。

14 同上、高柳慎三、 6頁。

15 Yilmaz, ibrahim. "islam Hukukunda <;ok E~liligi Me~ru Kilan ~artlar Ve Buna Ruhsat Veren 
Ozel Durumlar." Bilimname. 2019. s.559 

16オスマン帝国でも 1917年に家族制度に関する法律の Hukuk-1Aile Karamamesi（家族に

関する法制）において、男性の重婚が禁止されなかったが、女性が結婚する前に「重婚な

し」という条件を立てる権利が与えられたのである。
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学作品にも反映された。しかし、いずれの国の文学でも、近代に至るまで重婚と妾は主題

にならなかった。ゆえに、いかなる表象で文学作品の材料となっていたかは注目に値する。

具体的には、 19世紀後半からオスマントルコ社会に姿を見せ、文学作品の登場人物にもな

るメトレスがいかなる存在だったかについて考察を要する。特に当時の自然主義文学者の

作品に現れたメトレスと妾をめぐって何が描かれ、どのような表象が形成されたかを明ら

かにしたい。そのため、まず、それぞれの国におけるメトレスと妾の意味を当時の辞典か

ら分析し、考察する必要がある。オスマントルコ社会では、従来オダリック、ジャーリエ、

クマといった「妾」に相当する語があるにもかかわらず、なぜメトレスと言う単語が登場

したのだろうか。この単語にはトルコ語のオダリック、ジャーリエ、クマで表現できない

どのような異議があったかを明らかにする。そのため、フランス語の「maitresse」の定義を

分析し、その後、オスマントルコ語の辞典における意味を考察する。当時の作家たちは西

欧文学作品を英語とフランス語で読んだため、英語の mistressも比較し、取り扱う。その

上で、それぞれの文学作品を取り上げ、考察する。

1-2 「maitresse」、「メトレス」、「mistress」と「妾」の定義と分類

フランス王国では重婚があり、国王には女王と maitresseがいた。国王のアンリ 4世

(1553-1610) に 6人17の maitresseがいたことも歴史上に記録が残されている。国王の

maitresseになった女性達はみな、王家や高階級の女性であった18。しかし、この単語は玉

族に使用されていた語にもかかわらず、徐々に一般化された。 19世紀の文学にも多く登場

し、ゾラ作品の登場人物であるナナが上流階級の男性の maitresseになる例からも、次第に

maitresseが玉家と関係なく、使用されるようになったと言えよう。とりわけ、この単語の

理解を深めるために、 19世紀の辞甚を参照したい。

1874年の DictionnaireNationalの中で maitresseがこのように定義されている。

Maftresse. s.f. Celle aui a des domestiaues. des serviteurs. des esclaves. -Celle aue nossede. aui 

17 Abbott, Elizabeth. A History of Mistresses. Overlook Duckworth. Newyork.2010. p.120 
18 Ibid., p.118 
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est..  -Maftressedepension. 

Celle qui tient les jeunes filles en pension pour les instruire ou les faire instruire. -Maitresse 

d'ecole. Celle qui enseigne a lire et ecrire a des enfants. -La fille ou femme veuve recherchee ou 

~-Une maftresse femme. Une femme habile, 

intelligente, ferme, qui a de la tete, qui en impose. ~ui vit avec 

un homme dans un commerce d'amour et de galanterie. C'est sa maitresse. Sa maitresse ne l'aime 

pas.Ilaeubiendesmaitresse. 19 （下線部のみ和訳：女中、召使、奴隷がいる女性。所有者。

科学や芸術などを教える女性。婚約した或いは最愛の女性や未亡人。さらには、趣味恋

愛や情事のために、ある男と暮らす女性、少女を示す。その女性はその男の maitresseで

ある。しかし、 maitresseは彼を愛しない。彼には多数の maitresseがいる。） （筆者訳）

このように「趣味恋愛や情事のために、ある男と暮らす女性、少女。それはその男の

maitresseである。しかし、 maitresseは彼を愛さない。彼には多数の maitresseがいる。」と

いうところも男女が無感情で肉体関係を結ぶことを表し、明らかに maitresseが「妻」とい

う立場を示すとは言えないが、「婚約する或いは最愛の女性や未亡人」とは結婚もできるこ

とから、妻としても認められる。このことについてより詳細に考察するため、重婚を中心

に、まず同辞書の concubineの単語を参照する。

Concubine. s.f. et.v. Concubinage) Celle qui, n'etant point mariee avec un homme, vit avec lui 

comme si elle etait sa femme. Ce n'est pas sa femme, c'est sa concubine. Entretenir, avoir sa 

concubine. Personne n'ignore que la plupart des concubines et des maitresses, ou ruinent les vieux 

celibataires, ou savent s'en faire des esclaves. En Turquie, le mari peut prendre une esclave pour 

sa concubine. Syn. simpl. Prostituee, femme debauchee. 20 （ある男と結婚してはいないが、

宴のようにその男と暮らす女性。彼女は、妻ではなく、妾である。その男は妾を扶養す

る。ほとんどの妾や愛人 (maitresses)が、年配の独身者を破滅させ、彼らを自分の奴隷

19 Dictionnaire national: ou Dictionnaire universe! de la langue Fran9aise.1876. p.998 
20 lbid.p.95 
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にする術を知っていることはよく知られている。 トルコでは夫が妾のために奴隷をあて

がうことができる。類語：娼婦、売春婦。） （筆者訳）

明らかには述べられていないが、「concubine」と「maitresse」が無関係ではないことが理

解できる。しかし、 concubineの類語は娼婦であることも興味深いところである。男性と肉

体関係を持つ存在であるが、この定義から、売春婦も concubineと認められたことで、

concubineには肉体的関係が与えられると窺えるだろう。この定義から maitresseは複数の

意味を持ちながら、「趣味恋愛や情事のために、ある男と暮らす女性、少女」という点で

concubineと同様の意味を持ち、「婚約する或いは最愛の女性」と言う点で区別できるだろ

。
スノ

このように複雑な意味を持つ maitresseがトルコ語化されるまでに、どのように受容され

ていったかについて、 1831年の Fran9aise-Turcを取り上げ、 Maitresseのトルコ語での意

味を考察する。

Maitresse.f. kadm, hatun, usta kar1s1，竿巽直． 21(Maitresse (fはフランス語を示す）女、貴

婦人、女師、恋ム）（筆者訳、下線筆者）

この引用からフランス語で定義される maitresseと比べて肉体的関係に言及していない

が、 sevgili（せヴィギリ）と定義されたのは非常に興味深い。せヴィギリとは恋人という意

味で、肉体的関係を表さない単語である。この単語はトルコ文学の伝統的デイヴァン詩22

でも取り上げられ、愛の対象を示すのだが、当時は特に会えない、接触できない恋人とい

う意味を持つ。現代トルコ語においても、メトレスと無関係の表現である。しかし、以上

の辞書のフランス語の参照において、 amourとの関係で amantの訳である可能性も高いの

だが、当時代のセヴィギリという言葉は maitresseが表す amourの意味を表していない。

この訳ではフランス語の「Unemaitresse femme」、「Cellequi a des domestiques, des serviteurs, 

21 Hindoglu, Artin. Dictionnaire Fran9ais-Turc. Vienne.1831. s.357 
22詳細は、第一章の「詩から小説までの時期」の参照。
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des esclaves. -Celle que possede, qui est proprietaire d'une chose. -Celle qui enseigne une science, 

unart」は女性、女性専門家で、その他が恋人と訳されたのは、その後の受容にも影響があ

ったのだろうか。それについては作品を分析するに際に再び論じることにする。

ところが、トルコ語ではメトレスと類語で使われる kapatma（閉じ込めること）がある。

しかし、この単語が AhlnedVefik Pa~a （アフメド ・ウェフィック・パシャ、不明—1891) の

Lehce-i Osmani23 (1876)の中で、 mantinota24とトルコ語化されたイタリア語の mantenutaと

いう単語と一緒に書かれている。イタリア語ではこの単語が何を意味したかについても辞

書を参照したい。

Mantenuta, Donna tenuta come amante da un uomo che provvede al mantenimento e alle necessita 

finanziarie di lei. 25（扶養と生活費を提供する男性に愛人として囲われる女性。） （筆者訳）

この単語が辞書では maitresse と一緒に使われたようであり、当時のオスマントルコ語—

フランス語辞書DictionnaireTurc-Fran9ais (トルコ語のタイトルは Kamus-iFransevi)を分析

すると以下の面白い定義が書かれている。

Kapatma.adj. Entretenue comme maitresse (fille publique). Enferme,e.26（愛人として囲われる

女性。（売春婦）。閉じ込められた人。） （筆者訳）

このように kapatmaは囲われた（閉じ込められた）愛人という意味になっていると言

えるだろう。しかし、フランス語—イタリア語の辞書の中では maitresse の定義のところに

mantenutaが薯かれていない。

23第一巻は 1876年に出版された。その後 1889年に第二巻も出版されたのだが、第一巻

も第二巻と一緒に一冊として出版される。

24、‘Kapatma"Ni~anyan Sozliik.com https://www.nisanyansozluk.com (10 June 2020) 
25 Battaglia, Salvatore. Grande Dizionario Della Lingua Italiana. 9. Torino: Unione Tipografico-
Editrice Torinese. 1961. p.747 
26 Sarni, Semseddin. Dictionnaire Turc-Fran9ais. Mihran Matbaas1, 1885. s.812 
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Maitresse, s.f. Maestra : maftresse de piano, maitresse di pianoforte. Padrona, signora: Maftresse 

de maison, Padrona di casa. Amica,~. Maftresse femme. 

Donna di testa. Maftresse de pension, Direttrice d'educandato. Petite maitresse, Fraschettina, 

donna vanerella, leziosa. Sous maftresse, Vice-maestra.後略） 27 （夫人、女主、女将、女友達、

愛される女性、恋人、愛婦、愛人、女師、助教師） （筆者訳、下線／イタリック筆者）

この単語が当時の辞書の中では明確に maitresseという意味を表していない。しかし、閉

じ込まれた女性ということが英語の keptmistress（囲い者）にも連合させるではないかと思

われる。このように当時のオスマントルコ辞書では既に「囲い者」として kapatmaが使わ

れ、この単語に書き加えられたこの意味がフランス語の maitresseだけではなく、イタリア

語mantenutaの単語とも関係していることが明らかにできた。それでは次は concubineがト

ルコ語に如何に定義されているかを分析したい。

Concubine. odahk, oyna翌（オダリック、遊び人29)

Concubineについて、トルコ語のオダリックと訳されたのも非常に面白いことである。

オダリックはハレムでジャーリエより下級であり、特に 15歳から 20歳の女性たちから選

ばれた。オダリックはジャーリエになるために様々な教育を受けたのである呪しかし、

oyna~ とは明確に妻のことを表していない。この単語が結婚せず愛情関係を持つ男女のこ

とを表す。以上の考察から concubineはオダリックで、 maitresseは女、女性、女性専門家、

恋人とトルコ語に訳されたことが明らかになった。

一方、日本自然主義文学の作家たちはフランスの自然主義文学作品を最初に英語で読

んだため、 mistressとconcubineについて 19世紀の辞典を取り上げ、それぞれの単語につ

27 Melzi,Giovanni, Battista. Nuovo dizionario francese-italiano e italiano-francese. Fratelli 
Treves. Milano. I 886. p.303 
28 A.g.e. s.101 

29 ここを「遊び人」と訳した理由は単語が性別を表していないからである。

30 Demir, Nilufer. "Osmanh Devleti'nde Harem Kurumu." Sosyoloji Koriferanslan. 2003. ss. 82-
83 
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いて比較して考えたい。まず Concubineの定義を参照する。

C6n'cu-bine (konk'yy-bin, 82, n. [Fr. concubine、Pr,concubine, Lat. concubinusm、andcon-

cubina, f.from concubare, to lie together, from con and cubare, to lie down.] 

① A woman who cohabits with a man without being his wife. 

② A wife of inferior condition; a lawful wife but not united to the man by the usual 

ceremonies and of inferior condition. Such were Hagar and Keturah, the concubines of Abraham; 

and such concubines were allowed by the Roman laws. 

Note: Concubine has been sometimes, but rarely, used of a male paramour as well as of a female.31 

フランス語の concubineの定義では類語として売春婦が取り上げられているが、英語で

は同じような説明が見られない32。2番の説明から妻として認められたものの、妻より低い

地位にいることがわかる。そして、 mistressについて説明の中で触れられていないことが注

目に値する。次は mistressが如何に説明されたかを分析したい。まず語源辞典の 1881年の

Etymological and Pronouncing Dictionary of the English Languageを参照する。

Mistress, n. mis'tres (old F. maistresse; F. maitresse, fem. of maitre, master: L. magistra, a mistress), 

the fem. of master; a woman who instructs or governs a school; a female teacher; a woman who 

governs or holds authority: a woman beloved and courted; a title or term of address applied to a 

married untitled woman, ~ the female head of a family; a 

concubine; a woman who holds something in possession; a woman who has skill in something.33 

ここにはフランス語では説明されていない結婚した女性を表す「Mrs」が書かれている。

31 Webster Noah. Webster's Complete Dictionary of the English Language. London George Bell 
and Sons. 1886. p.268 

32しかし、 18世紀の辞には見られる。例の一つは 1755年の SamuelJohnson's Dictionary 

である。
33 Stormonth, James. Etymological and Pronouncing Dictionary of the English Language. William 
Blackwood and Sons, Edinburg and London. I 881. p.364 
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しかし、「Mrs」がその後の辞典にも取り上げられているか確認するために次に 1886年の

Webster's complete dictionary of the English languageの説明を分析する。

Mis'tress, n. (0. Eng. maistress, 0. Fr. maistresse, N.Fr. maitresse, It. maestressa, L. Lat. 

magistressa, magistrissa, magistrix, for Lat, magistra; Pr. majestra, maistra, Sp. & It. maestra, Pg. 

mestra, from Lat. magistra, f. ofmagister. See master and mister.) 

① A female having power, authority, ownership, or the like; a woman who 

exercises authority, is chief, &c., the female head of a family, a school, &c. 

② A female well skilled in anything or having the mastery over it. 

③ A woman regarded with love and devotion; she who has command over one's 

heart; a beloved object; a sweetheart. 

④ A woman filling the place, but without the rights, of a wife; a paramour; a 

concubine. 

⑤ Goodwife; married or matronly woman; madam; a title or term of address, now 

unusual, being superseded by the abbreviated form Missis, which is written Mrs. 34 

両方の英語辞典にも「Mrs」が書かれていることが確認できた。しかし、結婚した女性を

表す Mrsと言う呼称が混乱を与えたようである。 Websterには「現在ではあまり使われな

い」と記載のあるこの Mrsについて、 AmyLouise Erickson（エイミー・ルイーズ・エリク

ソン）はこのように述べている

The history presented here belies explanations previously offered for the introduction of Ms: that 

women finally were fed up with being identified with a man; or that the identification of women 

as Miss or Mrs historically served to inform men of women's sexual availability. Until 1800 Mrs 

identified neither a woman's male protector nor her sexual availability, and it did so only very 

unreliably in the nineteenth century. It turns out that patriarchal control of female sexuality has no 

34Webster. Ibid.p.847 
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need of maritally specific titles to flourish. This story also belies the attribution of Mrs to 

umnarried women as a'courtesy title'. At least until 1800, Mrs was a'courtesy title'for an 

umnarried woman only in the sense that it acknowledged her social standing, and not at all in the 

sense that it raised her to the same social standing that a married woman would have. The inference 

from that simple fact is that marriage of itself did not have the same significance for female identity 

that it acquired in the nineteenth and twentieth centuries.35 

「Mrs」はエリクソンも指摘するように、女性が男性と関連づけられる呼称であるが、こ

のように、歴史的に mistressの使い方に徐々に変化があったことがわかる。フランス語の

定義に比べ、英語の mistressが「結婚している女性」という意味も含有することは奥味深

し‘
゜
Maitresse、Mistressも、一方では「主人、師」のような極めて強く、あたかも権力を表し、

また一方では、「愛人」という表現があるという点で矛盾しているように思われる。このこ

とから、歴史的には女性という存在が二つの身分を持っていたと言える。その一つは社会

資本（経済的地位）であり、もう一つは「性」を巡る地位だった。一般社会において、女

性の認知された経済的地位と「性」は一致するが、 MistressもMaitresseも尊重される地位

も表すものの、こういっだ性的な地位をも表し、社会的規範を逸している。こういった点

から、実際は MistressもMaitresseも従来の女性への認識を破壊するような、重要な女性表

象であると言えるだろう。

次に mistressとconcubineは日本語でどのように訳されたかについて、明治時代の辞書を

年代順で取り上げ、分析する。

英和辞典／和英辞典 Concubine Mistress 

英和対訳袖珍辞書 36 妾 (76頁） 女主、女師、國君 (254頁）

35 Erickson, Amy Louise. "Mistresses and Marriage: or a Short History of the Mrs." History 
Workshop Journal. vol. 78. no. 1. Oxford University Press, 2014.p.52 
36 堀達之助『英和対訳袖珍辞書』蔵田屋清右衛門 1869年。
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(1869) 

和訳英辞林”(1871) 妾 (127頁） 女主、女師、國君 (420頁）

英和字彙：附音挿図38 妾 (183頁） 女主、君主、女先生、外妾、愛

(1873) 婦、令室 (723頁）

英和字彙：附音挿図39 妾 (159頁）、本性賤シ 女主、女君；女師；愛人、愛婦；

(1887) キ妻、結婚式ヲ行ハザル 妾；令室、夫人 (507頁）

妻

和訳字槃：ウェブスター 妾 (155頁） 女主、君主、女先生；外妾、愛

氏新刊大辞書40 (1888) 婦、令室、夫人；愛人 (627頁）

新訳英和辞典“(1902) 妾 (206頁） l)主婦、主母、女主、

2) (misses) ； 夫人、サン、

3)色女、婦

4)囲ヒ者、妾、

5)名人、人 (628頁）

Concubineは 1902年も含め、「妾」と訳されているが、Mistressは 1878年になるまで「妾」

と訳されることなく、その後、外妾、愛婦、妾、愛人、色女などの意が書き加えられてい

る。この翻訳において、非常に注目に値する訳は「愛婦」と「愛人」である。現代日本語

でも使用されるこの用語が、「妾」を表すことにいかなる理由があり、妾が「愛人」に変容

していったかについても作品分析の際に考えたい。

さらに、翻訳について、前述した英語の辞書でも現れてきた「Mrs」の呼称は「夫人」、

「サン」、「名人」と書き加えられたことも明らかになかった。それでは「妾」とは当時の

”高橋良昭編、『和訳英辞林』 AmericanPresbyterian Mission Press、1871年。

38 柴田昌吉、子安峻編『英和字槃：附音挿図』日就社、 1873年。

”島田豊纂訳， 曲直瀬愛校訂『英和字彙：附音括図』 1887年。

40 イーストレーキ、 棚橋一郎訳『和訳字彙：ウェブスター氏新刊大辞書』三省堂 1888

年。

41 神田乃武編『新訳英和辞典』三省堂、 1902年。
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日本語辞書ではどのように定義されたのだろうか。

辞書 めかけと

めかけに関する表現

日本大辞書42 (1892- めかけ（第三上）名。（妾）目ヲ掛ける義 (1326頁）

1893) 

日本新辞林43 (1897) めかけ（活名） （妾）目ヲ掛ける義、をんなめ、そばめ、庶妻

(1396頁）

ことばの泉44 (1898) めかけ（名）そばめ、かけめ、手かけ、庶妻 (1369頁）

めかけばら妾腹：めかけの腹より生まれたる子 (1369頁）

大日本国語辞典 45 めかけ 妾（名） ［目を掛くる義］そばめ。てかけ。側室。

(1907) (528頁）

めかけぐるい妾狂（名） ：めかけにおぼれること。めかけに

迷ひて常識を失ふこと。 (528頁）

めかけばら妾腹（名）めかけの腹より生まれたる子 (528頁）

めかけほうこうにん（妾奉公人） ：妾奉公をなす人 (528頁）

日本語の定義には 1897年以降「妾」を巡る表現に書き加えがある。特に 1898年の「妾

腹」という表現は、生まれた子供を「正妻」の子供と区別する呼称である。そして、 1907

年の辞書に現れる「妾奉公人」という単語も「妾」が徐々に増え、それは一部仕事となっ

ていたと捉えることができる。しかしながら、時代とともに妾に対する認識が「めかけぐ

るい」のように否定的な側面も書き加えられている。なお、ここには意味深い側面もある

42 山田美妙編、『日本大辞書』第 6巻 1892年～1893年。

“棚橋一郎、林甕臣編『日本新辞林』三省堂、 1897年。

44 落合直文『ことばの泉：日本大辞典』大倉書店 1898年。

45 上田万年、松井簡治『大日本国語辞典』第 5巻、富山房、 1907年。
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ではないだろうか。その時までに単純に「そばめ、かけめ、手かけ、庶妻」と記述された

ものの、徐々にこの単語に「気持ち」の意も表す「めかけに迷ひて常識を失ふこと」の妾

狂いが書き加えられたことにもまさに「妾Jという表象にまた新しい認識の形成があった

と言えるだろう。このことについても文学作品を分析する際に再び考えたい。

このように、いずれの国でも特殊な結婚制度があり、妻以外の女性について使われたそ

れぞれの単語は、一見して表面上では同一に見えるものの、いずれもその文化に沿った特

徴的な意味を持っている。しかし、フランス語から由来したメトレスは、辞典の分析から

いかなる存在であったか完全には明らかにすることができなかった。特にメトレスは「妻」

であるかどうかという疑問が残った。実際、西欧の辞典の分析からも mistressとmaitresse

も非常に複合な意を表し、双方とも明確な立場に置かれなかったこともこの混乱を起こす

原因の一つであろう。

いずれの社会でも権利のないこの女性たちの社会かつ家庭における存在は、この時代に

おいて極めて排斥された位置に置かれていたと言える。 19世紀の文学作品でも徐々に登場

するこの女性たちが、文学作品の中でいかに描写され、その登場は何を表していたかにつ

いて、次節では作品を分析し、この女性たちが表す意味を考察したい。まず、 19世紀後半

のトルコ文学作品に登場するメトレスの表象について考える。

第2節 Metresとモーパッサンの『わたしたちの心』

19世紀後半にトルコ文学作品の中でメトレスを登場させた作品には、ミドハトの 1975

年に出版された FelatunBey ile Rakzm Efendi(『フェラチュン・ベイとラークム・エフェンデ

ィ』）がある。この作品の男性主人公の二人にもメトレスがいる。ミドハトはこの作品の中

で、結婚や恋愛より、二人の男性主人公の「モダニズム」への理解の比較という点を重ん

じている。

また、メトレスを登場させる作品がある一方で、当時の実在のメトレスの記録について

は、ベシル・フアド46に、フランス人のメトレスがいたことが知られている。フアドは友人

46 Be~ir Fuad(l 852-1887)．詳細は、第 1章の「ロマン主義と写実主義の論争と自然主義文

学作品の誕生」の参照。
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に書いた手紙の中で「家に行けば、妻が「なぜ毎晩来ないの」と泣く。家に何日間か泊ま

り、またクズグンジュック47に戻ると今度は私のメトレスが泣く。どうしたらよいのか分

からない。 48」と書いた。こうした実社会においても、メトレスがいたこと、そして妻とメ

トレスの板挟みになっている様子が、彼のこの手紙から明確できる。

しかし、この例を鑑みてもメトレスが「妻」として認められていたかは、いささかなら

ず疑問が残る。このように社会の実在人物でもあり、作品の中にも度々登場するメトレス

だが、当時の文学作品の中でも、メトレスを物語の中心にしたギュルプナル・フセイン・

ラフミが 1900年に発表した Metresが特に注目に値する。この作品の先行研究として、直

接的にメトレスについて論じられてはいないが、西洋の女性たちが性的で、金を手に入れ

ようとする者として描かれていると 49指摘されている。このことはミドハトの作品の中で

も見られるのだが、本章はメトレスと言う存在に「結婚」と「愛」と言う視点から着目し、

ギュルプナルのメトレス表象とフランス自然主義文学作家たちの作品に登場する maitresse

の表象と対比させた上で、 Metresを読み直したい。

ギュルプナルは当時、多く読まれた作家でありこの作品のタイトルからも捉えるように、

当時社会に物議をかもす作品を書いたと言える。実際に彼は 1901年に執筆禁止の命を受

け、 1908年まで作品を作り出せなかった50。このような検閲にも直面したギュルプナルの

作品、 Metres”について簡単に紹介する。

作品は夫の関心を引こうとした Saffet （サッフェット）がフランス人のスタリスト52に

よってコルセットを着せられるエピソードで始まる。パリから戻ってきて以来、フランス

の雑誌を手から離さない夫の Hami（ハーミ）は性格が変わり、妻にも息子にも無関心であ

った。読み書きもできない純粋な女性であるサッフェットは夫の関心を引きたいと思い、

47 Kuzguncukはイスタンフールのユスキュダル区の町内。

48 Okay, M. Orhan. Be#r Fuad: j/k Tiirk Pozitivist ve Natiiralisti. Hareket Yaymlari.1969.s.44. 
49 Oto,D. Elif, "Huseyin Rahmi Gtirpmar Romanlarmda Batih Kadmlar." Kesit Akademi. 2017. 
12.s.460 
50 Serdar, Ali. "Huseyin Rahmi Gurpmar'm RomanlarmdaAhlak Sorunsah." Bilkent Universitesi. 
Doktora Tezi. 2007. s.2 

51 作品の分析に際して、原文のローマ字翻字にされた Gtirpmar,Huseyin Rahmi. Metres. 

Papersense. 2015を引用する。

52 作品の中では modistと書かれている。 Modistの登場人物もフランス人女性である。
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その時まで注意を払わなかった流行の服装などに奥味を持つようになる。高齢であったサ

ッフェットの義父が亡くなった後、ハーミを甘やかしすぎた義母、 FiruzeHanim （フィル

ーゼ・ハヌム）も彼女のことを軽視するのであった。時間が経つにつれて、家に徐々に帰

らなくなったハーミは、フランス人のメトレスである Pamas53 （パルナス）と関係を結ん

だことを家庭内で知られるようになる。

一方、ハーミと関係を結ぶよりも前、パルナスはイスタンブールに来て以来、 M恥tak（ミ

ュシュタック）という男性と関係を持つ。ミュシュタックはパルナスに金銭を渡していた

ため、やがて困窮した彼は、友人の Reyhan（レイハン）から借金しようとする。しかし、

レイハンはパルナスに典味を抱き、彼女との関係を持とうと、交換条件として紹介させた。

その後、暫くして男二人は金銭的に困窮し、パルナスとの愛情関係がなくなる。

そうしてパルナスは、もう一人の男性、つまりハーミと関係を持つようになる。ミュシ

ュタックとレイハンは、ハーミに家庭があることを知り、パルナスの愛を取り戻すために、

ハーミの妻と母に近付くことを決める。その計両は次のようなものだった。すなわち、レ

イハンがフィルーゼ・ハヌムに近づき、ミュシュタックがサッフェットと親密になるとい

うものだった。そうして男二人は、ハーミの妻と母に宛てて恋文を送る。

ハーミの母、フィルーゼ・ハヌムはそれまでも若い男たちから恋文をもらったことが多

くあったが、それらはフィルーゼ・ハヌムの遺産を手に入れることが目的であった。その

ため、今回のレイハンからの手紙も、それが日的ではないかと怖れ、相手にしようとしな

かった。しかし、その後も恋文を送り続けるレイハンは、以前の遺産目的の男たちと違う

と息いはじめ、彼と関係を結んでしまう。

一方、ハーミの妻サッフェットも、妾であるパルナスと生活を送る夫を嫉妬させようと

考え、ミュシュタックに恋文を送ろうとする。しかし、様々なしがらみゆえに、最後には

返信を諦める。サッフェットから連絡がないミュシュタックは、レイハンが早々とフィル

ーゼ・ハヌムからお金を手に入れつつも、パルナスと秘密裏に付き合っていることを知る。

このことに我慢できなくなったミュシュタックは、ハーミに手紙を送った。ハーミは、

53 パルナスという名前について、ギュルプナルは当時の文坑の中心にあった高踏派の

Pamasに触れている可能性もある。
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パルナスに他の愛人がいることを知らなかった。手紙を読み、怒りに狂ったハーミは、鉄

砲を持ち出し、パルナスとレイハンを殺そうとする。それに窮したパルナスは、解決のた

め、フランスではこのような時に決闘する必要があると言う。そうしてハーミとレイハン

の二人は、翌日決闘することを決める。

ところが自分の身が心配になったパルナスは、ハーミの母フィルーゼ・ハヌムに手紙で

決闘が行われることを知らせる。知らせを受けて決闘場に向かったフィルーゼ・ハヌムだ

ったが、結局決闘場に間に合わず、息子のハーミが、自らの「恋人」のレイハンに殺され

たことを知る。それと時を同じくして、パルナスは既に船に乗り、イスタンブールから離

れるところだった。

極めて複雑な人間関係を描いた物語である。フランス人のパルナスはこうした関係の基

となる、重要な登場人物である。パルナスは金髪で、榛色の目のある 20歳の女性だ。彼女

は前に売春婦だったものの、ギリシア人の老爺のメトレスになり、その後一緒にイスタン

ブールに来た。やがてその男性がいなくなり、パルナスはミュシュタックと出会い、結局

彼のメトレスになる。

パルナスはレイハンとミュシュタック、二人のメトレスになるが、当初ミュシュタック

は、レイハンの巾し出に従って、パルナスを共有することを否定する。メトレスは元来、

複数の男によって共有される存在であったが、レイハンはミュシュタックがそのことを知

らないと考え、レイハンは彼に次のようにメトレスについて説明する。

パルナスはレイハンとミュシュタック、二人の友達のメトレスになるが、最初がミュシ

ュタックはこのことを否定する。しかし、ミュシュタックがメトレスの意味がわからない

と考え、レイハンが彼にこのようにメトレスを教えようとする。

Bir metresin birka9邸屯1olabilir. Su kadar ki kadm a~1klar1m yekdigerinden haberdar etmeyerek 

idareye ugra~ir. Ekseriya bu idare de suridir. Uftade-gan birbirini tamrlar. Fakat hasbe'l-luzum 

tan1maz gorunurler. A~1klar tabakat-1 adiyyeden olurlarsa o zaman bogaz bogaza, b19ak b19aga 

gelirler. Kan olur. K1tal olur. 54 （一人のメトレスには何人かの愛人がありうる。女性は愛

54 Gurpmar, Hliseyin Rahmi. Metres.Papersense. 2015. istanbul.ss.115-116 
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人同士を互いに通じ合わないよう努める。だが、これはうわべだけのものである。実際

に男性たちは知り合いであるものの、知らないふりをする。もし、愛人が下級階層の男

性であるならば、二人の男性の争いになる。）

ギュルプナルがメトレスを知らないミュシュタックを通して、読者にもメトレスを教え

ようとする姿勢が見られる。さらに、物語の最後に決闘することに決めたハーミとレイハ

ンも下級階層の男と暗示されたとも考えられるが、実際はパルナスの愛人となるこの 3人

の男性も富裕な家に属している。その事実からギュルプナルは、まさにオスマントルコ社

会の上級階層を「下級」と皮肉を込めて暗示していると言える。さらに、ここには社会的

階層だけではなく、織り込まれた「愛」の問題がある。それぞれの登場人物に沿った「愛」

とは、「近代的愛」と「伝統的愛」の対立を表す。こうした対立がミュシュタック、レイハ

ン、ハーミの口人の男性とパルナスとの関係の視点から、詳細に確認されうる。

ミュシュタックは 26歳の学のある男性だが、無職で、両親の財産を無駄なことに費やす

男性として描かれている。彼はパルナスと出会った後、お金に困り、友人の作家レイハン

から借金をする。さらに、その後にレイハンもパルナスのことに巽味を持ってしまう。こ

の二人の男性のパルナスとの関係にはそれぞれ異なる意図がある。

ミュシュタックはフランスに憧れるものの、フランスについてよく知らない。それはレ

イハンがメトレスの意味を教える場面からも理解できる。しかし、彼とレイハンが共にパ

ルナスの愛人になることを決めた時、レイハンは次のようにいう。

Ben Pamas'1 sevmek isterim. Fakat bir muhabbet-i mliebbede iddias1yla degil.むlebir kadmla 

birka<; ay ya~am1~ bulurunak i<;in…Hi<;bir ~eyde nefsin son gmasma kadar devam1 sevmem. 

B1kmak bir felaket, b1kmamak ise nev-umma bir saadettir. Bi'l-husus a~kta, sevdada…Doygunluk, 

l拙aydiile sonen muhabbetler,血-1iftirakta gozya~lar1yla pirayed甜 olansevdalar arasmda ne 

biiylik fark vardu.（…)Sen ahval-1 be~eriyyeyi tamam1yla tedkik edememi~sin.55 （僕はパルナ

スを愛したいけど、永遠というわけじゃない。そんな女性とと何ヶ月か一緒に募らすだ

55 A.g.e., s.115 
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けだよ。僕は何ごとにでも飽きるまで欲望を満たすことが好きじゃない。飽きるのは恐

ろしい、飽きないのは僕にとって幸せなことである。だから、愛も恋も一緒だ。満足し

て終える愛情と涙を流し別れになる愛情には大きな違いがある。（中略）あなたはまだ人

間のことをよく観察できていないね。）

レイハンはパルナスと肉体的関係を持ちたいという意図をミュシュタックに告白してい

る。彼にとってパルナスヘの関係は「愛」でも「恋」でもなく、単なる肉体的関係である。

ミュシュタックはレイハンと違い、実際にパルナスのことを愛している。これはまさにギ

ュルプナルの近代的「愛」を語る手段になっている。彼は「あなたはまだ人間のことをよ

く観察できていない」というレイハンが肉体化した「愛」とミュシュタックの「愛」は対

立する。

ところが、この作品の主題は男性の女性への「愛」だけではない。逆にパルナスのよう

に女性が三人の男性と関係を持つという物議をもかす存在の範囲で、女性と「愛」、女性と

「姦通」という枠組みをも含有しているのではないかと思われる。ギュルプナルの作品に

おける「愛」についてこの枠組みの璽点であるパルナスだが、彼女はなぜメトレスとして

取り扱われていたかを考察するのも作品への理解を深めるだろう。とりわけ、パルナスが

レイハンと情事のあったことを知ったハーミは、顔を突き合わせた時にパルナスを見て、

このように言う。

En milstesna hilsn ii ana malik bir kadm biltiln mahasin-i dilfiribiyle bir erkegi bahtiyar edebilir. 

Fakat meftununu mesut etmedeki bu kuvvet-i sahiranesini iki, il9 erkege te~mil eylerse o 

zavalhlarm cilmlesi bedbaht olur. Of ne olur kadmlar azamet-i sevdalar1 onilnde ser-nigun dart, 

be~ bedbaht gormedense bir mesut rli'yetiyle ma岡 zolmay1 ogrenseler! Bu hercailigi onlara talim 

eden kimdir? Hika'Kalbimiz'unvanh  

romanmdaki derin tahlile bak1hrsa bu televviln-i sevda.Y!....Q!.!@@戟retenvine erkeklerdir: cunku 

hercai bir kadm, sadakat-i sevdasmda sabit olanlara daima, daima takdim ediliyor.56 (とても類

56 A.g.e. s.375 
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い稀なる美しさに恵まれた女性がその全き美しさで一人の男性を幸せにすることがで

きる。しかし、愛した人を幸せにするこの魅力的な力が二人や三人の男性に及んだら、

その男性たち全員不幸せになる。女性は愛の前に打ちひしがれた四人五人の男性を目の

当たりにするより、一人の幸せな男性で満足したら、それで良いじゃないか。彼女たち

にこの移気を教えたのはだれだ。亡き短編小説家のモーパッサンの『われらの心』の深

い分析によれば、この恋愛の変遷を彼女たちに教えたのは男性だ。なぜならば、忠実な

男性に対していつも移り気な女が取り上げられているからだ。） （下線筆者）

ギュルプナルはモーパッサンの NotreCmur（邦題『わたしたちの心』、 1890)に言及する

のだが、実際にギュルプナルは、この作品の影響も受けているのではないだろうか。『わた

したちの心』の中でも 28歳の未亡人で名士の Michelede Burne（ミシェル・ド・ビュルヌ）

が、自宅を男女の愉快な出会いの場とし、そこで彼らと歌ったり、芸術や文学などについ

て話したりする。彼女は結婚などが考えなく、単に男性と楽しい時間を過ごす女性として

描写される。この集会に参加する男性たちは音楽家、作家、芸術家といったブルジョアで

あり、彼らは時々自分の友達もビュルヌに紹介する。 Mariolle（マリオル）は友達の音楽家

の Massivalによってビュルヌに紹介される。マリオルは 18歳の独身で、無職の金持ちの

男性である。ビュルヌはマリオルに興味を持ち、彼をいつもこの集会に誘うのであるが、

時間が経つにつれてマリオルはビュルヌを愛してしまう。ビュルヌはそれを理解していた

ものの、彼と逢瀬を続け、同時に他の男性も弄ぶ。ギュルプナルの物語の主人公たちの多

くはモーパッサンのこの作品を模範していると推察される。ゆえにギュルプナルが示した

「移り気な女」はビュルヌのことであり、パルナスはまさに彼女の模写である。しかし、

モーパッサンのマダムは、モダンな女性であることが非常に重要な点であり、それに比べ

ギュルプナルはパルナスが以前は娼婦だったという違いがある。この差異にいかなる理由

があるかも、注目に値する点である。

モーパッサンのビュルヌについて書かれている場面の一つに、男性二人の対話がある。

Mais notre amie de Burne est nlus savante en coauetterie. nlus femme. i'entends femme modeme 
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c'est-a-dire irresistible ~lace chez elles l'ancien charme naturel. 

Et ce n'est pas encore !'artifice qu'il faudrait dire, mais l'esthetique, le sens profond de l'esthetique 

feminin. Toute sa puissance est la. ~lait a elle-

meme olus aue tout. et elle ne se tromoe iamais sur le meilleur moven de conauerir un homme et 

de se mettre en valeur ~57 （なにしろわれらがビュルヌのほうは、色仕掛け

の手管を知っていて、フレミーヌよりも女っぷりがいい、といっても私が言うのは現代

の女らしいということです、つまり昔風の自然な魅力の代わりに、作りこんだ誘惑の技

巧で落とすということ。いや、技巧という言葉も違うな、美学ですね、女の美学の計り

知れないセンスがある。彼女の強みはまさにそこですよ。自分のことが何よりも好きな

だけに、自分のことなら感心するほど知りつくしていて、だから男を征服しよう、われ

われを捕まえるために自分を売りこもうというとき、決して間違いを犯さず、必ず最良

の方法を選ぶんですな） （『わたしたちの心』笠間直穂子訳、 150頁）

この引用はビュルヌが「現代の女性らしい、色仕掛けの手管を知り、それは女性の美的

なところである」と言うビュルヌの友達、作家の Lamartheと主人公マリオルの会話だが、

ビュルヌのようなモダン女性に与えられるのは女の美学を持ち、何よりも自分のことが好

きで、男性を得る方法をよく知っていることである。モーパッサンが男性登場人物の目線

から描いたモダン女性は非常に性的な人物であり、女性を身体だけに限る存在にとどめる。

会話は、マリオルがビュルヌのような女性らどのように思うかについて続けられる。

そう、女じゃないんです。一番ましなところで、自覚のない性悪女ですね。（中略）女が

創造され、この世に生まれたのは二つのことのためでしてね、この二つだけが女の真正の、

偉大な、目覚ましい美質を開花させる。恋と、子どもですよ。（中略）ところが例の女た

ちときたら、恋はできない、子どもは欲しくない。しくじって出来てしまった場合は、不

運と見なし、次いで重荷と見なす。実のところ、ありや怪物ですよ」。 58(『わたしたちの

57 Maupassant, Guy de. Notre creur.(Euvres completes de Guy de Maupassant. Louis Conard, 
Libraire Editeur. 1929. p.142 
58 Ibid. pp.143-144 
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心』笠間直穂子訳、 151 頁— 152 頁）

実際にマリオルは Lamartheと同様に、ビュルヌを魅力的な人物と考えたものの、その考

えは徐々に変わっていく。マリオルはビュルヌと関係を持つが、彼女の彼への態度は不安

定だった。もはやビュルヌは伯爵の Rodolphede Bernhaus（ロドルフ・ド・ベルンハウス）

に興味を持つ。前述の言葉は、マリオルの心の葛藤の反映であると言える。しかし、作品

の半後からマリオルを通し、モダン女性と女性の伝統的表象、そして、昔と現代といった

男女関係を描く作家モーパッサンの男性としての姿勢も明確に捉えられるだろう。とりわ

け、モダン女性は優雅であるものの、男を誘惑する、残忍な人物一一いわゆるファム・フ

ァタールでもあろう。

Or je dis que dans notre jeune societe riche, ou les femmes n'ont envie et besoin de rien et n'ont 

d'autre desir que d'etre un peu distraites, sans dangers a courir, ou les hommes ont reglemente le 

plaisir comme le travail, je dis que !'antique, charmant et puissant attrait nature! qui poussait jadis 

les sexes l'un vers l'autre a disparu.59（ところが、発達しつつあるわれわれ富裕層の社会で

は、女は欲しいものも必要なものもなくて、ただ危険を冒すことなしにちょっと気晴ら

しが手に入ればと思うだけですし、男のほうはといえば快楽をあたかも仕事のごとくき

っちり調整してしまっているわけですから、つまるところ古来の、ほほえましくも強力

な、男女を互いに惹きつけ合う自然の磁力というものは、もう消滅したというのが私の

持論です。） （『わたしたちの心』笠間直穂子訳、 233頁）

「女性には何の願望なく、あるとしても自分の気を少しそらすことだけで、男性といえ

ば仕事だけで満足する」といった現代の富裕層の社会では、男女を互いに近づける、昔の

ような魅力的な力がなくなったとモーパッサンは指摘する。モーパッサンは、当時の男女

関係がいかに壊れているかを描こうとする。そして、その際に女性を重視し、マリオルの

59 Ibid., p.223 
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目線からモダンな女性を村に住む女性と対照し、次のように描いた。

Des paysans travaillaient lentement devant leur logis a des besognes domestiques. Une vieille 

femme courbee, avec des cheveux grisatres etjaunes malgre son age, car les ruraux n'ont ~ 

iamais les cheveux vraiment blancふpassapres de lui, la taille dans un caraco dechire, les jambes 

maigres et noueuses dessinees sous une espece de jupon de laine que soulevait la saillie de la 

c roupe..  ue 

les ~ Une autre, plusjeune, etendait du linge 

devant sa porte. rosses 

chevilles et des os au-dessus. des os sans chair. tandis aue la taille et la 2:or2:e. nlates et lar2:es 

comme une noitrine d'homme. revelaient un corns sans formes aui devait etre horrible a voir. 

Mariolle pensa : «~ ! ≫ _60 （農民たちが自

宅の軒先でゆっくりと家事にいそしんでいる。腰が曲がり、高齢にもかかわらず灰色が

かった黄色の髪をした老女が一田舎の人々は総白髪になることがきわめて少ないのだ

一彼の傍らを通りすぎたが、破れた上衣に上半身をつつみ、痩せて節くれだった脚の輪

郭を布越しに描いている毛織りのペチコートのようなものが、尻の出っ張りに合わせて

ふくらんでいる。前方を見つめる目には何の考えも見てとれず、つましい生活に役立っ

てくれるいくつかの簡素な品物しか見たことのない目つきをしていた。もう一人、それ

ほど年寄りでもない女が、玄関先で洗潅物を干していた。腕の動きにつれスカートの裾

がめくれて、青いタイツを穿いた太い足首と、その上に伸びる肉のそげた骨ばかりの脚

を覗かせる一方、胴体と胸は男の胸部のごとく平た＜幅広で、めりはりも何もない、見

るもおぞましい体つきであることが察せられた。マリオルは「これも女、これが女なん

だ」と思った。） （笠間直穂子訳、 259頁）

家の前で家事をする「人生で限られたものだけを見た何の考えもない目」、「男性のよう

に広く、平な胸」のある村の女性たちは「女性だ」と実際の女性、あるいは女性のあるべ

60 Ibid. pp. 248-249 
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き表象を描く。モーパッサンは当時のモダンな女性の「原形」を批判しているのだが、

方で、その際に女性の知性や女らしさにまで触れたことは大変腿味深いところである。こ

れはまさに男性のマリオルに対立したモダンで、挑戦的なビュルヌの女性としての勢いを

削ごうとすることではないだろうか。マリオルは自分の maitresseにできなかったビュルヌ

を徐々に置き忘れようとし、結果的に上流階層に属さない Elizabethを自分の maitresseに

する。ギュルプナルはモーパッサンの女性主人公の作品における表象を深く理解し、自作

の登場人物パルナスをビュルヌのように描き出したのである。しかし、モーパッサンの作

品から解釈した当時の男女関係が壊されていることを案じたギュルプナルは、パルナスを

以前は娼婦だった人物として描き、物語における男女関係を「道徳」の範囲に閉じ込めた。

パルナスはまるでナナとビュルヌを組み合わせた登場人物として作り出したのである。

こういった「道徳」、「不道徳」の範囲に収められたもう一人の存在は、妻のサッフェッ

トである。パルナスの存在は、男性三人だけではなく、妻のサッフェットにまで影響を与

えたのである。

2-1 妻の自己認識ヘ

夫のハーミはメトレスを持ったことを徐々に家庭でも知られるようになり、サッフェッ

トは心労が募る日々を送り始める。

夫に「コルセットをきり、フランス語を学び、ダンスやピアノも身につける。メトレス

を見捨てなさい」と言いながら、ひれ伏したが、夫はフランス語を話しながら、彼女の頭

を蹴り飛ばす61。その後、夫は自分の部屋の壁にかけるために油絵を持ってくるのだが、サ

ッフェットは初めて見たときにこのように反応する。

Yahdaki odasma altm yald1z恥eri;eveii;inde yaghboya, yar1 91plak koskoca bir kadm resmi getirdi 

ash. "Hi<; ~uphe yok, bu o ya~1 yerlerde say1las1 metresin resmi olacak. Ah kor olas1 kaltak, 

utanmadan, s1k1lmadan bir erkek ressamm kar~1sma oyle hamam soygunu gibi oturup da nasil 

“内容が違うのだが、尾崎紅菓の『金色夜叉』の場面にも似ている。
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resmini aldudm? T血 kepaze!..Hayas1z!" Bu ~iddetli ta'yibi hilafma Saffet birka<; kere tablonun 

bulundugu odamn kap1s1m siirgilleyerek "Acaba ben de ona benzeyebilir miyim?" diye soyunmu~, 

dokumn曲tu.Ne m血 kun;omenhus karlnln bitiminde bir bi im var... o bo un ltl o suzuk 

bak.1… Hele o ince bel... De§:nek 2:ibi zav1flasa Saffetin vine ona benzeme ihtimali voktu. 

Hiddetinden levhay1 par9alayacag1 geliyordu. Hi<; olmazsa gozlerini 91kar1p orasm1 buras1m, en giizel 

yerlerini kopararak resmi fare yemi~ demeyi kurdu. Fakat buna bir tiirlil cesaret edemedi. Gece aglad1, 

gilndiiz aglad1. Kocasmm verdigi nispetlere dayanamad1. Nihayet babasmm evine ka9t1. 62 （彼（ハ

ーミ）は半裸の女性が描かれている金枠の油絵を自分の部屋の壁にかけた。彼女（サッフ

ェット）はこれは妾の絵に違いないと思った。「男性画家の前でハンマーム1にいるかのよ

うに座り、どうやって恥知らずにも、描かれたか信じられない。恥知らずの不名誉な女。」

この様に思うものの、彼女はその部屋の鍵をかけて、自分も彼女の様になれるかと思い、

服を脱いで、何回も彼女を真似たことがある。しかし、無理だ。彼女の姿には何かがある。

好色な目、首の曲がり方と細めの腰部…サッフェットは棒のように痩せても、彼女に似な

い。サッフェットは激怒に任せて絵を切り裂きたかった。せめて、目の部分とあちらこち

らの一番綺麗な部分だけ裂き、その後それらを鼠が噛んだと作り話をすればと考えたが、

勇気がなく、出来なかった。昼夜ずっと泣いて、夫に無視されたことに我慢できず家族の

家に戻った。）

サッフェットは半裸の女性の油絵が、まだ見ぬパルナスだと思った。その絵の前で彼女

を真似する場面でサッフェットは「好色な目、首の曲がり方と細めの腰部」のある半裸の

女性の身に、性的な印象を受けるとともに、自分の「女性性」あるいは「女らしさ」を再

発見する。実際にはこの油絵が、メトレスであるパルナスの絵であるかも定かではない。

しかし、「他者」の女の身で初めてサッフェットは「自己」を発見するに至った。サッフェ

ットは、徐々に「結婚」についても再考し始める。

しかし、この後実家に戻ったサッフェットは、まま毎によって「男の愉楽を邪魔するな。

彼は結婚も出来るし、その気になれば十人の妾を持つこともできる。お前には息子もいる

62 Gurpmar. a.g.e. ss.202-203 
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しね。美徳のある妻は離婚なんて口にしないよ。」と言われる。家父長制に基づいた社会で

は、女性を女性に支援する時にでも「男性を巡った」忠告をされるのである。サッフェッ

トは結果として、そのまま家に帰ることを余儀なくされた。サッフェットの「結婚」につ

いての再考は、夫の態度とその後のミュシュタックの恋文によって、ますます拍車がかか

ったのである。特に恋文をもらった時のサッフェットは「鏡」で自分を観察する。

Tetkik-i cemali i9in aynaya ko~tu; halecandan, meraktan glil pembesi bir humret-i latife peyda 

etmi~ yanaklanm, k1vu k1vu mlijgan1 arasmdan hayat-1 ye's-aludunun blitlin nikat-1 merareti 

parlayan ela gozlerini dikkatle slizdli. Almndan, ~akaklarmdan dag1lan s1k, glir, llile llile kumral 

sa9larm arasm da kalm1~ o pembe 9ehresini begendi. Gerdamndaki katmerlerin azald1g1m bir nazar— 

1 memnuniyetle gordli; gittik9e melahatine hayreti artt1. Kendinin bu kadar glizel oldugunu o gline 

kadar neden takdir edemedigine ~a~t1... Tab-1 hlisnline dayanamad1. Rakik, glil-gun dudaklar1m 

aynaya uzatt1. Aylardan beridir zevcinin mechur-i iltifat ve ragbeti olan tombul yanaklarmdan bir 

buse ald1. Bu cinayeti etraftan gorlilmli~ gibi bir vehme, bir galat-1 hissed曲erek,daha ziyade k1zard1. 

Odamn dort duvarma goz gezdirdi, g血 lmedigineemniyet peyda edince egildi, kendini aynadan bir 

kez optli. Kalbinde nakabil-i teskin bir at~-1 muhabbet, kanmda can-suz bir hararet vard1. Sevilmek, 

ok~anmak, ate~li bir zevcin agu~-i tazyikinde h1rpalanmak, adeta ezilmek istiyordu.（….） Kocas1 

Beyoglu'nda bir frenk kar1s1yla kapansm, ya~asm. Zavalh Saffet ekseri geceler sabahlara kadar 

go巧硲1dokslin. Hikmeti sorulmaz, renc-i hayat-fersasma tahammlil olunmaz bir la-kaydiye mahkum 

olsun…63 （頻を見ようと鏡に走った。好奇心で興奮し、恥ずかしさから赤らんだ頬、そし

て、巻毛のまつげの間から如何なる苦しい生涯を送ったかを反映する榛色の目を眺めた。

濃い巻毛の髪に囲まれた桃色の顔が気に入った。二重顎も少し消えたことに満足し、自分

の美しさに驚いた。なぜ今までにそれに気づけなかったかと考えた。その美しさに耐えら

れず、小さくて薔薇色の唇を鏡に近づけ、何ヶ月も間夫に無視された頬に接吻しようとし

た。この罪を誰かが見たかしらと当惑し、部屋の四方をちらりと見た。誰も見てないこと

がわかると再び鏡に接吻した。心には落ち着けられない愛情への熱望があり、血が燃えた。

63 A.g.e. ss.212-213 
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愛されること、愛撫されること、恋情のある夫（ハーミではない）にきっく抱き寄せられ

ることを望んだ。（中略）夫はフランス人の女性を閉じ込め、一緒に暮らしている一方で、

不幸なサッフェットはなぜ夜から朝まで泣くのか。なぜなのか、訳がわからない、くたび

れさせる、堪えられないこの状況を無闇にどうして責められようか。）

このように「鏡」を通して、それまで意識しなかった「自分」をサッフェットは見る。

「心には落ち着かない愛情への熱望があり、血が燃えた。愛されること、愛撫されること、

恋情のある夫にきっく抱き寄せられることを望んだ。」と自分のセクシュアリティを発見

する。「鏡」で「自己」を「観察」するという枠組みは、ゾラの作品でも多く登場する。特

にゾラ作品の中で「鏡」に熱中する人物はナナである。しかし、ナナの「観察」は「自己」

を発見するのではなく、「自己愛性」のある自己陶酔的な観察と言える。とりわけ彼女が自

分の身に接吻するこのようなエピソードがある。

Et rengorgee, se fondant dans une caresse de tout son corps, elle se frotta les joues a droite, a 

gauche, contre ses epaules, avec calinerie. Sa bouche goulue soufflait sur elle le desir. Elle allongea 

les levres, elle se baisa longuement pres de l'aisselle, en riant a l'autre Nana, qui, elle aussi, se 

baisait dans la glace.64（そして胸を突き出して身体をそらせ、全身を撫で回してうっとり

し、廿えるように両頬を左右の肩にこすりつけた。貧るような口から欲望が全身に吐き

かけられた。唇を突き出し、長々と腋の下のそばに接吻し、もう一人のナナに笑いかけ

ると、鏡の中のナナも自分に接吻していた。） （小田光雄訳、 262頁）

サッフェットはナナのよう自己陶酔感を持たない。しかし、自分の美しさに驚いた後に、

自分に接吻するという場面はナナが連想され、彼女の自己認識が引き起こした自己陶酔的

な行為であると言えよう。

ギュルプナルは他の男のことを考えてしまうサッフェットをこのように当惑させるのだ

が、最終的に、彼女は考えを変え、夫を裏切れない純潔な宴として描く。物語の最後の場

64 Zola, Emile. Nana. Paris, Bibliotheque-Charpentier.1922 
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面では、レイハンと決闘した夫のハーミは銃で撃たれ、死亡する。死に際にハーミはサッ

フェットとの会話を通して、自分がパルナスに蝙されていたことを理解する。そして、妻

のサッフェットがいかに貞淑な妻だったかを知るのである。

ギュルプナルが悲劇的に描いたこの場面は、「教訓的」かつ「道徳的」である。これはま

さにロマン主義作品の要素である。ギュルプナルは登場人物の内面を分析し、当時の女性

が直面した問題などを描いているのだが、物語の最後では「夫」は殺されることによって

処罰されてしまう。故に、彼は理想ではない行為に罰を与え、「道徳」を守ろうとしている。

ここで注目に値するのは、ギュルプナルは瞬された三人の男性の行為がいわば「笑い種」

であることを皮肉的に描写している点である。

一方、ここにはギュルプナルのモーパッサンの『わたしたちの心』から深く理解したも

う一つの面がある。それは女性主人公のビュルヌが未亡人になる前の生涯である。作品の

最初にビュルヌの生活はこのように描写されている。

Mariee avec un vaurien de belles manieres, un de ces tyrans domestiques devant qui tout doit ceder 

et plier, elle avait et d'abord fort malheureuse. Pendant cinq ans, elle avait du subir les exigences, 

les duretes, les jalousies, meme les violences de ce maitre intolerable, et, terrifiee, eperdue de 

surprise, elle etait demeuree sans revolte devant cette revelation de la vie conjugale, ecrasee sous 

la volonte despotique et suppliciante du male brutal dont elle etait la proie.65（結婚した相手は

礼儀知らずの悪党、周りの者すべてを言うとおりにしたがわせる家庭の暴君といった人

種だったため、最初はひどく不幸だった。五年のあいだ、主人からの耐えがたい要求や、

冷たいあしらいや、嫉妬や、さらには暴力までも受けで怖気づき、驚きのあまり取り乱

しながら、思いもよらなかったこの夫婦生活に対して声もあげず、人を苦しめて横暴に

望みを押し通す凶悪な男の餌食となって瑞いでいた。（笠間直穂子訳、 13頁。）

このような暴力のあった残酷な夫が亡くなって以来、結婚を考えられなかったビュルヌ

はまさにギュルプナルのサフェットでもあるでははないか。ビュルヌの哀れな生涯が理解

65 Maupassant. ibid. pp.7-8 
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するギュルプナルは自作でサフェットを純粋のままにし、夫のハーミを殺すことには明ら

かにその理由がある。その点では彼のこの作品が当時の男性への警告でもあったと言える

だろう。

以上の考察の結果として、ギュルプナルが描いたメトレスの表象は否定的であると言え

る。ギュルプナルは自作のメトレスを、モーパッサンの『わたしたちの心』の女性主人公

ビュルヌをモデルにしたことが明らかになった。モーパッサンが描いた「男女関係」、そし

て「モダン女性」と「伝統的な女性」の対比的な観点から、明確にギュルプナルの物語構

造と作品人物造形に影牌を与えていると言える。しかし、ギュルプナルはこの仕組みを巧

妙に近代化していくオスマントルコ社会の「男女関係」に適用し、メトレスを、「姦通」、

「愛」、「結婚」を再考させる存在とした。そして、作品分析から、メトレスは認められた

ものの「妻」という存在ではないことを、サッフェットの義母の台詞から読み取ることが

できる。義栂は「彼は結婚も出来るし、十人のメトレスも持つことができるよ」と言うこ

とから、明らかにメトレスは婚姻関係にない女性であろうと言える。

第3節 『はやり唄』と『夢の女』における妾表象

日本社会における妾をめぐる法文議論は、 1872年から始まった。妾は法的には消滅した

ものの、妾の実態を許容し得ることが示されており、刑法でも夫が妾を有していたとして

も刑罰の対象とは見倣されていなかったのである竺そして、妾を巡る問題として「姦通」

についても議論があり、姦通罪の処罰対象を「有夫ノ婦」、即ち妻のみに限ったのである。

その理由は、妻が夫以外の男性と関係を有した場合、血統を乱すおそれがあると認められ

るからである。もし、夫が妻以外に妾との関係を有していたとしても、それは姦通として

見倣されないことになった67のである。したがって、「妾」は法律上で消滅したものの、そ

れを巡る問題は依然として実社会で続いったのである。

当時の社会情勢の中では、このように宴の「姦通」は厳しく処罰された。それに関して、

66 同上、西田真之、 113頁。
67 同上。
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非常に物議をかもす小杉天外の 1902年の『はやり唄』がある。荷風の『夢の女』より前に

出版された作品だが、作品の妾を巡る内容が「遺伝」と「姦通」といった主題と絡み合う

独特な作品である。

この物語は、夫が「妾」を囲っており、その妾を家に連れ込み同棲しようとしているこ

とを知った妻の雪江が、「姦通」する結末に到るストーリーである。雪江の叔母は、三人の

「男の妾」と関係を結ぶ「淫乱な血統」を持つ女性として描かれる。雪江の「姦通」は叔

母さんの遺伝だったという構造は、先行研究でも論じられてきた。

当時、桂月、烏山、天渓、秋江、花袋といった作家たちの当作品に対する評価が「「はや

り唄」合評」として『太平洋』 (1902年 1月20日）に載せられている。その中で天渓は「淫

乱の血統を承けたる豪家の奥様が、我儘嫉妬、肉慾の不漑足より遂ひに操を破るに至れり

といふ現象を、善にも非ずと、悪にも非ずと、讀者に思惟せしむるに足る乎否邪。 68」とし

ている。また、片岡良ーは次のように指摘する。

女性は常に貞潔可憐で忍従的なもの、常にいわゆる人形であって自己の感情にも官能に

も生きようとせぬもの、そういう女性観がよし無意識的にもせよ作者のものであったと

したら、雪江の行動に非常な異常性を観、それを特殊な血の問題と結びつけていったの

も、一応は理解されぬこともないのである。（中略）人間尊重の近代主義がまだ極めて不

熟だった時代だけに、そういう観方にもある可能性があろうと恩うのである。 69

「はやり唄」の「遺伝」と「環境」の描写について畑実は「天外は方法を自分の創作方法

に取り入れ、それにより新しい写実を試みようとした。「はやり唄」にあらわれている面で

は、それはあやふやなものであったことは事実であるが、遺伝と環境によって人間を見て

いこうとする方向は、単に表面的な写実ではだめだ、もっと人間なり、社会なりの内部に

切り込んでいくものでなくてはならないという日清戦後の作家たちの動きに一つのものを

68 中島国彦編 『文藝時評大系明治篇』第 6巻ゆまに書房 2005年-2010年、 14頁。

69 片岡良一『近代日本の作家と作品』 中央公論社 1979年、片岡良一著作集、第 5巻、

238頁。
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加える力があったことは間違いない。 70」と指摘している。

『はやり唄』は、天外がゾライズムに傾倒していた時期に制作された作品として認知さ

れている。彼のこの作品は、夫が妾を持つことを契機とした、妻の姦通に至る行為を遺伝

的要因と結びつけた。『はやり唄』は、その意味で当時の作品として十分に注目に値する。

この作品は、リアリズムの主題となった妻の姦通という物語の設定を持つのだが、西洋の

『ボヴァリー夫人』 (1857)、『テレーズ・ラカン』 (1868)、『アンナ・カレーニナ』 (1878)

の三作品の中にも現れていない構造が、天外の作品にはある。ゾラの影響も考えられるが、

ゾラは『テレーズ・ラカン』の中で、殺人の周辺での人間の「獣性」に着目し、その主人

公の精神を分析することを童んじている。一方、天外の作品には精神についての描写やそ

の分析も少ない。まず天外の描く、雪江を姦通に至らしめる理由について考えたい。

雪江は学があり、「立派」な妻として作中で描かれる。夫が画家である雪江は、雑誌に夫

の油絵が掲載されたことを知り、雑誌を家族団槃で見るが、描かれた女性が誰かに似てい

ることが話題に上がる。雪江は後になって、その女性が宇都宮の芸者、小福に似ていると

気付く。しかし、夫が妾を持っていることを知った彼女は

棗家がお妾を有つてるなんて、もう世間一般の例と云つて可い位ぢやありませんか

……。モデルが無きや綸が描けないだらうし、モデルにするには美人で無きや興が湧か

ないだらうし、そら、自然とお妾でも置いて、其れをモデルにすると云ふ事に蹄着する

ぢやありませんか……。 71

と言う。両家が「妾」を持つのは一般的であるとは非常に興味深い。実際、ゾラの『制作』

(1886)の男性主人公クロードが、絵のモデルとした女性クリスティーヌを自分の maitresse

にしたエピソードや、『テレーズ・ラカン』の中でテレーズの愛人のローランも絵のモデル

の女性を maitresseにした例がある。その『テレーズ・ラカン』の場面は下の通りである。

70 畑実「小杉天外「はやり唄」」『解釈と鑑賞』第 37巻 10号、 1972年、 133頁。

71 小杉天外『はやり唄』『小杉天外・小栗風菓・後藤宙外集』伊藤整編、筑摩書房 1968

年、 75頁。
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Un dimanche, s'ennuyant, ne sachant que faire, il alla chez son ancien皿 ide college, chez le jeune 

peintre avec lequel il avait loge pendant longtemps. L'artiste travaillait a un tableau qu'il comptait 

envoyer au Salon et qui representait une Bacchante nue, vautree sur un lambeau d'etoffe. Dans le 

fond de l'atelier, un modele, une femme etait couchee, la tete ployee en arriere, le torse tordu, la 

hanche haute. Cette femme riait par moments et tendait la poitrine, allongeant les bras, s'etirant 

pour se delasser.~ en fumant et en causant avec 

son ami. Son san2: battit. ses nerfs s'irriterent dans cette contemolation. 11 resta iusau'au soir. il 

emmena la femme chez lui. Pendant~ La pauvre fille s'etait 

mise a l'aimer, le trouvant bel homme. 72 （ある日曜のこと、退屈でどうにも時間のつぶし

ようがなくて、むかしの学友のところへでかけた。長いあいだ一緒に下宿していた画家

のところである。相手はサロンヘ出品する予定の絵をかいているところだった。酒神バ

ッカスにつかえる裸体の女が布きれのうえに寝そべっている絵である。アトリエのおく

に、モデル女が頭をのけぞらせ、胴をくねらせ、腰を高くあげて横になっている。この

女はときどき笑い声をたて、身体を休めるために、胸をはり、腕をのばしたり、背のび

をしたりした。ローランはその女のまんまえにすわり、煙草をすったり、画家としゃべ

ったりしながら、女をながめていた。じっとながめているうちに、彼の血は裔嗚り、昂

奮してきた。夕方まで居つづけその女を自分のうちにつれこんだ。一年近く、この女を

情婦にした。このあわれな女はローランがすきになり、彼を美男だと思うようになった。

（『テレーズ・ラカン』（上）、小林正訳、 128 頁— 129 頁）

このようにゾラの作品でも見られる、女性をモデルにした後、妾にするというストーリ

ーは天外の作品に影瞥を与えたと推察される。ゾラの作品である『プラッサンの征服』

(1874)、『居酒屋』 (1877)、『ナナ』 (1880)などが、明治 20年代ごろからあったことについ

ては、田山花袋の『東京の三十年』「ゾラの小説」の中から確認できる。 1902年に出版され

72 Zola, Emile. Th如 seRaquin.(Euvres completes, t. 1. edition etablie sous la direction de Henri 
Mitterand, Cercle du Livre Precieux, 1966-1970. pp.585-586 
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たこの『テレーズ・ラカン』も、天外が読んでいた可能性は高い。

このように夫が画家であるがゆえに、妾を持っていても当然なことだといい、最初は画

家なのだから綺麗なモデルが必要ではないかと認めた雪江だったが、夜に眠れなくなり、

夫が書いた絵が置いてある書室に行く。そこで一つの絵が目に留める。

満幅悉く春草の柔らかに茂つている野原の上に、散髪の美しい女が、何慮に布片一つ着

けず、全くの裸閥となツて、翔行き鳥でも招く様な手をして、無心に大空を祝上げて居

る。雪江は久しくは瞬きもせず眺めて居たが、熊て彼の寓慄を取出して、此方を一目彼

方を二目、顔の似ている慮を仔細に較べはじめた。と、其の眼は次第に鋭く輝つて、見

る見る顔の色は燃える様になり、動氣が強くなツたか、呼吸までも苦しい氣にするので

ある…、と思ふまに、鋭い眼容しで四邊を見廻し、何を索めるのか不意に卓子の前に駈

寄り、荒々敷く其邊を掻い回すのだツたが、其物の探常らないのか、又片隅の諭具箱な

どある棚の前に行くや否や、大きなナイフの、柄に綸具の染着いてるのを取上げて、忽

ち裸髄蓋の前に駈戻り、物をも云はず顔を目掛けて斬付けた。布はぱり／＼ど快い音し

て、美人の裸聘は慄中から二つに裂けた73

天外の描き出したこの場面だが、これはギュルプナルの Metresのサッフェットが、油絵

の裸婦画を見て、絵を裂こうとするエピソードと非常に似ている。これには、ゾラの作品

の影響も考えられる。とりわけ、『制作』の中でもクロードが裸の女性を油絵で書き、妻の

クリスティーヌが嫉妬した場面もあるのだが、天外とギュルプナルの描写と相違している。

いずれの作家もどの作品を読んだかは疑問が残るが、「嫉妬する妻」を「妾の裸の油絵」で

挑戦的な状況に置くという設定は、当時の二人の作家にとって、いかに印象的だったかこ

の描写から捉えるだろう。

このように油絵を裂いた雪江は夫に謝らないまま、様々な相談を重ねようとする。彼女

の良人に対する日常生活の態度は通常である一方、絵を切るなどの態度は当時の「良妻賢

73 天外、同上、 79頁。
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母」を逸する態度でもあろう。彼女は実際に夫が妾を家に連れてくる事を伝えたときにも

「私は出ますから、あなたは妥に居らしツてくださいまし」と言い、彼を室内において出

るなど、いわば夫に対し無礼な働きをする場面も見られる。物語の中では夫婦関係、登場

人物の内面的な分析が少ないため、二人の感情の詳細を読み取ることに限界はある。しか

し、夫が妾を連れてくることに苦しむ雪江に、妹の千代が次のように言葉を掛けることは

興味深い。千代は「妾を置かれたのが面白く無いなら、何故慄率に、止して下さいとは願

は無いんです…所天を愛する情に虚偽が無いなら、何様な事でも云へない事は無いぢやあ

りませんか…74」という。妹の千代は 19歳で、女学校を卒業し、教師になりたいという目

標を持ち、「姉に較べては流石に見劣りもするが、併し百人優とも千人優とも云はれる美人」

でもある。千代の姉へのこのような教訓的な態度は、物語の中で多く出ているが、二人は

独身生活についてこのように会話している。

「ぢや、獨身で教師にでも成らうと云ふんだね…、矢張り竹代様に感化れたんだよ…、」

と云ったが、笑ってた後から忽ち淋しい思案頻をして、「然うねえ、出来るんなら、其の

方が氣栗だらうけれど…！」（中略）だけれど、婦女の道を守つて…、 人の妻なら妻と

成つて、それで、栗しく生活す事は、到底出来ないものか知ら？」と云ったが「ねえ竹

代様、其様な道理は無いだらう……、夫を有つて、云ふ事だツて、人間の道に外れた事

ぢやあるまいし、ねえ？ 75

雪江は独身で暮らそうと考える妹にあこがれ、自分の妻という地位を疑うのである。千

代は続いて「然うですとも、常然ぢやありませんか、有つ可き者を有たなかツたり、世間

を遁れて彼の…隠君子の様な、人間の盛す可き義務を遁れたり、自分ー己を潔くすると云

ふ事こそ、道に脱れた卑怯な事ですわ……。 76」と言い、まるで彼女に「妻」という存在の

義務を注意喚起しようとする。

74 同上、 107頁。

75 同上、 94頁。

76 同上、 94-95頁。
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雪江が医者の石丸と姦通してしまう場面までに、彼女の石丸への感情は明確に描写され

ていないが、実家へ帰るある日に石丸と出会い、このような会話をする。

「男の方ッて云ふものは、皆な然うした物ですのねえ！」

「世間は何うですか、私としては、些か玖しい虚はありませんよ。」「ぢや貴方は、非常

に貴方を念つて、それが為に、生命を縮めるやうに悩んで居る女が有つても、知らん顔

をなすッて、平氣で居らッしゃいますのねぇ？」

「私を懐つてる女が……？」

「え、蔭ながら患を捧げて居る女があるとしまして。」達は久く無言で歩いて居たが、

「私は、其様な無情の者に見えますか？」

「然う云ふ繹ぢやございませんけれど、」と雪江は、到手に慎面目になられたので、慌て

て言消したのである、「たゞ、例を引いて見たんですの……77

このように二人の間で恋をもてあそぶような対話から明確に雪江も石丸も互いに典味を

抱いていることが暗示されている。その上、家に戻った後に「種々の事が胸中を往来して、

眼が冴えて」、寝ることができない。そして、次の日には「頻には艶も消せて、冴えた眼も

曇つて」いく。雪江のこのような場面だけに限られたいわゆる遺伝的「欲望」だが、物語

の最後の場面で、自分の愛を雪江に告白した石丸が彼女に拒否される。その場に堀田が来

ることによって、二人の話が終わる。しかし彼女の手には酒があり、それを飲みながら温

室へ向かう。そこの窓から石丸と堀田を眺める雪江は次のように感じる。

臀學士は如何にも優雅で、風采が立ちすぐれて居るのである。顔は白いと云ふ程でも無

いが、額は廣く、鼻は高く、冴えた眼は活々して、成程二十六で學位を得つたオ子らし

い相である。雪江は瞬もせずそれを眺めて居た。温度の故か、上氣して顔がくわツ／＼

る。先刻湯に浴つた許りの肌は汗骰んで、襦袢がしツとりとなッた冗

77 同上、 113頁。

78 同上、 125頁。

112 



ここまで雪江の内面を描かなかった天外は、ここで「酒」を飲ませることでこの感情を

引き起こさせたのであろう。天外の物語の全体において、明確に雪江の性欲を描く場面で

ある。雪江がその二人を眺めたときに堀田は帰ろうとする。その後で石丸は温室へ向かう。

醤學士は堀田に別れると直ぐ温室に眼を轄じた。雪江は此室に居る自分を検見けたのだ

と思うて、我知らず窓から身を退いた、が、男の姿は慎直に此方を指して近づいて来た。

雪江は胸が騒いで、何うやら夢路を辿る心地であツたが、其の中入口の扉の明＜音がし

た。何虚から迷込んだか、羽衣蝶が一つ室内へ入って来た。葉も花も見慣れぬ世界に出

逢つたので、彼方此方と珍らし相に飛廻つて、羽を細かにばた／＼して居たが、偶と人

間の顔に近寄つて、熱い息を嗅ぐと、械れた物にでも出逢つた様に、吃驚した鼓翼をし

て、慌てて此の室を出た。

其の時は最う醤學士は腕車で本家へ送られた後であッた。雪江はと見ると、これは平常

よりも冴えた顔をして、病人の枕頭に静に附いて居たのであツた79

このように堀田の目に見えた場面の現実性ははっきりとは読み取れないが、以上の描写

は性的な描写を持つ。天外が「械れた物にでも出逢つた様に」と描いたのは、「病人の枕頭

に静に附いて居た」雪江が「姦通」してしまったことを暗示しているだろう。

その後で「温室で蒸されて下紐解けて狂ひ咲く花親の種」と云ふのであるが、是は書生

の堀田が作った、「温室で蒸されて、花託が解けて咲くは仇花親の種」と云ふのを、誰が作

更へるとも無く作更へたのだと云ふ。醤學士は間も無く東京に蹄つた。引績き雪江の姿も

村の者の目に留まらない様になツた。あさましい噂が、歌と共に披がツたのである。」 80と

言う結末で物語が終わる。しかし、物語の最初から「淫乱の血統」が主題になっている。

遺伝について当時でも評価されているのだが、女性と遺伝の構造に着目する先行研究も少

ない。これについて畑実は「女性は貞淑であらねばならぬという考えを根本から打ち壊し

79 同上、 125頁。

80 同上、 25頁。
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て、本能のままに動くことがむしろ肯定さるべきものなのだ、それこそ自然であるのだと

完全に主張するまでには至っていない。それは自分を諷した歌のはやるなかに、村からい

ずことなく姿を消してしまうという雪江の事件後の生き方の不明確さの中に示されている

ように思える。」と指摘している。

しかし、「不明確Jなものではあっても、刑法では妻の「姦通」が処罰された当時の社会

の中で、天外は女性の「姦通」に他の認識を与えようとしたと言えるだろう。自然主義文

学からの影聾もあったこの作品の序には、以下のような記述がある。

自然は自然である、善でも無い、悪でも無い、美でも無い、醜でも無い、たゞ或時代の

或國の、或人が自然の一角を捉へて、勝手に善悪美醜の名を付けるのだ。

小説また想界の自然である、善悪美醜の執に封しても、被す可し、或は彼す可からずと

覇絆せらる>‘理窟は無い、たゞ、讀者をして讀者の官能が自然界の現象に感獨するが

如く、作中の現象を明瞭に空想し得せしむればそれで澤山なのだ。

讀者の感動すると否とは詩人の闊する所で無い、詩人は、唯その空想したる物を在のま

まに寓す可きのみである、書家、肖像を描くに方り、君の鼻高きに過ぐと云ひて顔に飽

を掛けたら何が出来ようぞ。

詩人また其の空想を描寓するに臨んでは、其の間に一奄の私をも加へてはならぬのだ。

81 

このように「自然は自然である、善でも無い、悪でも無い、美でも無い、醜でも無い」

と述べた天外が「姦通」を遺伝と結び付けていることには、また女性のセクシュアリティ

を認識しようと言う意図もあったと言えるだろう。従って、当時はあまり文学のテーマに

ならなかった妻の「姦通」について、独特な「遺伝」の構造を作り出し、実際に女性にも

セクシュアリティがあることを「悪でも無い」自然に基づいているものと読み直せるだろ

゜
ぷ
ノ

81 同上、 63頁。
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一方、天外の『はやり唄』が出版された 1年後に妾を主人公として、自作に登場させた

のは、永井荷風の『夢の女』である。荷風がゾラの『ナナ』を翻訳した同年同月 82に出版し

た『夢の女』は、妾から遊び女へと変遷する、一人の女性の生涯を描いた作品であるが、

当時の評価の一つに以下のようなものがある。

作者は如何なる目的を以つて、此の小説を作りたるかといふ、必ずしも徳道的意義に非

ず。たゞ至篇の脚色を、如何に為すべきの明瞭なる概念ありしや否や。（中略） 著者は運

命に弄ばれたる可憫の婦人が、一生を描きて（否むしろ浮世の義理のために咀落したる婦

人を描きて）人生の裏面を啓かむと欲したるべしと雖も寓して、境遇の嬰化のみを寓して、

其の境遇が、主人公の胸底に及ぼせる影響を分折するに疎漏なり。胸底の記述、粗雑なる

が故に、人物の性格明瞭ならず。 83

『夢の女』もやはり日本の文壇のゾライズムの時期に描かれ、作品の登場人物と物語が

ゾラの作品から影響を受けたことが先行研究で指摘されている。また吉田精ーは、次のよ

うに作品を評価している。

夢の女 （口十六年五月）は、新声社から出版したもので、原稿料は貰わなかったとい

う。全集に載っており、習作時代の長篇では一番無難なものかも知れない。これはゾラ

の最高の作とたたえられ L'assommoirに筋を得たのかも知れない。女主人公お浪は彼の

ジェルペェズであろうが、それを論落の淵に沈ませたあたりや、洲崎の遊郭の描写には、

柳浪ごのみがちらっくけれども、父親の不慮の死はランティエの不慮の災難に応じるべ

く、お種84妹お絹は、少年時代のナナにほかならない85

82 赤瀬雅子氏は出版が「女優ナナ」の広告文が出たのは同年同月と指摘している。「「夢

の女」の成立まで、エミール・ゾラの影聾の完成」 桃山学院大学人文科学研究第 18巻

3号桃山学院大学総合研究所 1982年 19頁。

83 紛々録（無署名）『早稲田学報』明治 36年 6月 25日 『文藝時評』第 7巻 107頁。

84 お浪の間違い。

85 吉田精一『永井箭風』桜楓社 1979年 35頁。
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さらに赤瀬雅子は、「自身の欲望を持たない主人公お浪は、ジェルベーズとはやや異なる

存在であるが、反対に妹のお絹はナナにかなり近い人物である。 86」述べている。加えて、

林信蔵は次のように論じている。

環境の影聾により姉の言いつけを守らなくなり、恋人を作り、家を出奔するお絹との閲

係は、「居酒屋」におけるナナとその母ジェルベーズとの関係を強く想起させる。だが、

一方で、さまざまな麻売に手を出しその度に失敗しては一家を没藩させ、お浪を遊女に

までしてしまう父、義之進と、家族の要望に健気にこたえ続けるお浪との関係は、『生き

る喜』において、何をしても失敗してしまうラザールと、彼に自分の財産を食いつぶさ

れながらも、ラザールに対して母性愛にも似た変わらぬ愛情を注ぎ続ける幼馴染、ポー

リーヌとの関係を連想させるのである。 87

いささか引用が冗長になった。しかし、以上のように先行研究では、登場人物の構造

について、特にお浪と妹のお絹、そして父親の関係をめぐる指摘が多い。当時の評価の中

でも「運命に弄ばれたる可憫の婦人」は「境遇の嬰化のみを寓して、其の境遇が、主人公

の胸底に及ぼせる影響」で「運命」と「環境」といった設定について述べられているが、

主人公お浪が「花柳界」という「環境」に堕ちるまでの段階、そして登場人物の「現実性」

について当時の評価の中でも、先行研究の中でも詳細に述べられていない。

『夢の女』の同年に『ナナ』を翻訳した荷風の物語の構造にも影署を与えたことが先行

研究の中で指摘されている。しかし、ゾラのナナ或いは母親のジェルベーズに比べ、荷風

の主人公のお浪には大きな差異があると考えられる。とりわけ、ナナは成長してきた環境

から生み出された存在であり、母親ジェルベーズの貧困な生活から逃げた人物である。ジ

ェルベーズとお浪の対比だが、赤瀬雅子が指摘したように明確にいずれも違う人物構造で

ある。物語や登場人物構造について、荷風はゾラの描いた下層階級という仕組みを上層階

86 赤瀬雅子『永井荷風とフランス文化』焼竹出版 1998年 89-117頁。

87 林信蔵『永井荷風：ゾライズムの射程ー初期作品を巡って』春風社、 2010年、 60頁

~61頁。
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級に適用し、その上層階級の家族が貧困に陥るという設定が異なる。こうした状況を通し、

当時の日本社会では家族のために、自分の身を犠牲する女性たちの現実を巧妙に自作に反

映させているという点が非常に特色ある作品と言える。お浪にはナナが持つ「自己中心」

という面がない。故に主人公の構造について、ゾラのジェルベーズからのナナの遺伝や、

ナナが成長した「環境」という仕組みも相違している。従って、このように自然主義文学

作品の一つとして評価されつつ、荷風が社会の現実を自作で描いていることについて強調

したい。とりわけ、女性主人公のお浪が「妾」という存在を直接の語り手で描写するとい

う点について考えたい。

お浪の父親が経済的に困窮し、お浪を 16歳で宮豪の商人の所で妾として奉公させる。そ

れまでの日本の文学作品に多く登場する「芸妓の妾」や「外妾」という設定でなく、「妾に

なった女性」の目線から見る「妾の現実」という特殊な内容を持つ。その場面は短くはあ

るが、お浪の「妾」という表象がどのように描かれているかを分析することは、重要な課

題である。

お浪は夫が亡くなった後に、自分の今後生活について心配し、次のように言う。

お浪は妾の如何なるものなのかは、能く経験し能く知っている。けれどもこの一時の汚

丘は長き自分の一生に対して何程の影響を来すべきものか。夫人の運命は常に斯かる事

から暗黒なる悲惨の方向に進み易い、という事杯は全く考えていなかった。（中略）圭坐

の怖しい運命という事杯には全く盲目になって了う無謀なる大胆なる女心。 88 （下線筆

者）

お浪は両親が経済的困難にあったため、妾になるが、自分の将来について、妾となるこ

とが「汚行」であることを明確に認識している。彼女はこうした汚行を意識し、妾になる

が、家族のために自分を犠牲にしたお浪には子供もおり、やがて再び経済的な困難に立ち

向かうこととなる。彼女はこうした「汚行」の影響で、再び妾になることを考えるが、自

88 『荷風全集』第 3巻、岩波書店、 2009年、 37頁。
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分には娘がいるためにできないと判ずる。従って、夫が亡くなって以来、経済的困難に陥

る。その際、正妻から受け取った金銭についてこのようにいう。

且那の病気以来、出京して居た内儀は、夫の亡骸を今夜六時の演車で名古屋の本宅へ送

ると云ふのである。お浪とは此れまでの関係を断つ為めに、手切金として百円、子供の

為めに、五拾円、合せて百五拾円の現金お浪に手渡して、此の後は全く何等の関係を残

さぬと云ふ證文までを書かせた。 89

このようにお浪は夫が死亡することにより、「汚行」という烙印ゆえに、遊び女になって

しまう。荷風は「妾の身」となったお浪の描写によって、同時代の「妾」という存在の「現

実」と直面した経済的かつ否定的な側面を作品に反映している。

19世紀後半に「妾」に関する問題が日本社会の中でも注目の的となり、それは当時のメ

ディアにも反映された。『読売新聞』に掲載された「妾」に関するニュースは、お浪のよう

に、現実においても父親によって売られた娘の事件もあった。さらに、家庭の中で自殺に

まで至るほどの混乱を生じさせた件もあったのである。 1875年から 1912年にかけて『読

売新聞』の記事に載せられた「妾」、そして「妾」と「本妻」に関する 8件の事件を以下、

表にまとめた。

読売新聞の日付 内容

1877年 05月 18日 娘を妾に売った相手の外国人が一時帰国、これを幸いと父

親が娘を転売。

1879年 04月 11日 妾を切りつけた本妻が、自分もノドを突く。

1886年 07月 31日 芸妓、権宴、本宴で足らず新たな妾、士族の娘の本妻が恨み

の自殺。

89 同上、 12頁。
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1886年 10月 12日 無類の父に苦しむ娘、妾奉公までして孝養を尽くす。

1888年 09月 29日 妾を入れるために追い出された妻が、鈍で夫に切りつけ自

首

1891年 06月 04日 外妾に子供が生まれて本妻が精神に異常

1893年 10月 31日 長崎の女学生、恥をしらず、天津に渡りアメリカ商人の妾

に

1898年 05月 23日 16歳で妾になった女性、且那に捨てられたら売春婦に

このように当代の社会問題を作品に反映させ、非常に困難な状況に陥った女性たちを文

学作品の登場人物とする点、そしてそれまで取り上げられなかった妾という存在の家庭や

社会における地位とそれに沿った問題も描いたことに、『夢の女』の大きな意義があると考

えられる。荷風は、社会問題を重んじたゆえに、作品へと反映させたのである。自然主義

文学作品の中に社会問題も描かれていることを理解した荷風は、単純にゾラの主人公を自

作に取り上げるのみならず、実社会における「社会問題」をも自作に取り込んだのである。

ここに荷風独自の特色が見られる。

おわりに

本章では、「妾」「メトレス」と「maitresse」「mistress」の表象に着目した。それぞれの単

語を当時の辞典から引用し、分析することによって、日本の妾については、妾の定義に時

間とともに否定的な側面を表す新しい表現が薯き加えられたことが確認できた。 トルコ語

のメトレスについては、辞典の中ではフランス語の定義に近い表現で説明されたものの、

「妻」という地位を表していないことが分かった。日本語訳の分析のために取り上げた英

語の mistressには当時のフランス辞典で書かれていない興味深い説明があった。それは、

結婚している女性を意味する Mrsであり、日本語でもそのように訳されたことが確認でき

た。従って、日本、トルコ、フランスとイギリス社会における「妾J「メトレス」「ma1tresse」
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「mistress」はいずれの国においても、各国に特徴があることが明らかとなった。

作品の考察の結果として、ギュルプナルは 3人の男性と関係を持つフランス人のメトレ

スを作品人物にすることによって、彼女がメトレスとしてもたらした新しい概念の「愛」

とそれに絡み合った「身体的関係」を批判的に取り扱っている。しかし、そうした時にメ

トレスを作品の焦点としたギュルプナルは、モーパッサンの女性像に触れたことを明らか

にした。モーパッサンは、何人かの男性と閲係を持つ『わたしたちの心』の女性主人公を

巡って、当時の男女関係と女性を「伝統的」と「モダンな」といった二つの側面で対宣し、

モダンな女性主人公を残忍な人物として描いた。男性主人公の日線から女性という意味を

再考させようとした意図のあるモーパッサンによって、『わたしたちの心』がギュルプナル

の作品の起点であることを明らかになった。ギュルプナルにとって、モーパッサンの伝統

的とモダンといった女性像は印象的であった。そして、モダンな女性とそれがもたらす概

念を案じたギュルプナルは、登場人物がかつて娼婦だったことを、「悪女」のように描いて

いる。

また、作品の重点であるメトレスは、男性にも影響を与えたが、同時に男性の妻の自己

意識を引き起こす存在でもあった。しかし、妻の自己意識とは精神ではなく、身体的なも

のだった。ギュルプナルのこの作品には、自然主義文学作品の「遺伝」と「環境」といっ

た自然主義文学的な観点がなかった。しかし、彼は当時のフランス人作家たちが描いた中・

下層階級の表象から影響を受けている。この作品に登場したメトレスは、ゾラが描写した

ナナの遺伝、そして成長してきた環境より生み出されたという描写とは異なる。彼はナナ

のような女性表象を自分の登場人物を試すために登場させる。彼の「環境」というのは、

あたかも「状況」のようなものであり、作中で登場人物の精神を詳細に分析している。そ

れもまさにモーパッサンの心理的リアリズムの影響であろう。

さらに、メトレスと作品の考察の結果として、オスマントルコ社会における従来の「妻」

と同棲する伝統の「クマ」に比べ、メトレスは「別の家」に住む、「隠された」存在と言う

違いがあった。オスマントルコ社会では男性の重婚が認められていたものの、メトレスの

地位が「妻」の地位と同様のものだったかについては、まだ疑間が残る。当時の辞典の考

察からもメトレスとは従来の制度の中には、単純に浸透し得なかったのだろう。そこに間
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題と見えてくる点は、メトレスに対して「結婚」が行われたか否かであろう。それに関し

て、作品の分析からでも明らかにメトレスには違う表象があったことが明示された。フラ

ンス語でも、英語でも混乱を起こし、「妻である」、「妻ではない」といった矛盾が生じ、そ

こからも当時のメトレスが、時代とともに変容していったものであると言える。そして、

モーパッサンの作品に描写される maitresse表象は結婚する男性とも結婚していない男性

とも関係のある、あたかも恋人関係でのような存在であったとも言えるだろう。

一方、小杉天外の『はやり唄』では、妾になる芸人雪江とその叔母が三人の男妾を持っ

た妻という複合な観点から見られる妾の表象がある。この作品も前期自然主義文学に属す

るゾライズムの影聾で描かれるとされていたが、天外が適用とした自然主義文学の「遺伝」

という構造は極めて特殊である。彼は妻の「姦通」を、妾を持った叔母からの遺伝と結論

付ける。これはまだ女性のセクシュアリティヘの認識が形成されていない時期に、「遺伝」

を自然主義文学の「善でもない」「悪でもない」という仕組みをもとにして、実際に女性の

「姦通」が罰則化された明治期に、「姦通」を再考させようとする行為であったのだろう。

そして、『はやり唄』と『メトレス』も妾とメトレスとは妻の自己意識を引き起こす存在と

なっていることが類似し、そのために描写された「裸の妾、半裸のメトレスの油絵を見る

妻」という場面についてゾラ作品の影響について考えた。

さらに、次に考察した永井荷風の『夢の女』の妾については、荷風が妾のお浪を内面的

に考察していることが分かった。両親のために身体を犠牲にする女性であるお浪は最初に

妾となり、その後遊び女になる。エミール・ゾラの『居酒屋』や『ナナ』の主人公にも触

れ、運命が環境によって決定されるといった自然主義の作用があるとされてきた作品を、

「妾」の存在という観点から考察した。

実際はお波が武士の家柄の娘であったが、父親が経済的に困窮したことで、彼女は妾と

なる。妾となった相手が亡くなった後も家族は再び困窮し、お浪は遊び女になる。しかし、

これは家族が最初から下層階級に属するゾラのナナと相違する。荷風のこのような身を売

らざるを得ない女性という構成は、実際社会に関する間題だった。それについて、当時の

新聞記事を考察し、荷風は『夢の女』の中で、日本社会における女性の直面した困難、そ

れによって生じた精神的な混乱を客観的に分析していることを明らかにした。

121 



したがって、いずれの作家にとっても周縁化されたメトレスと「妾」という存在を描く

ことは、男女関係、あるいは女性という存在の「愛」、「結婚」、「姦通」を表現し得る手段

となったことが明らかになった。しかし、天外と荷風の作品の中では、「遺伝」と「環境」

という自然主義的手法が作品のテーマを担うが、ギュルプナルは精神分析を重んじた点は

異なっている。なお、特に女性主人公の精神分析の点では、荷風とギュルプナルが類似し

ていると言えるだろう。

次の章では、近代化していくトルコと日本社会で職を持ち始めた女性たちの表象ー一家

庭教師について論じる。
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第4章 Miirebbiyeと『地獄の花』における女性家庭教師の表象

はじめに

これまで述べてきたように、 19世紀末に各国によく知られるようになった自然主義文学

の定義者であるエミール・ゾラは日本文学にもトルコ文学にも影聾を与えた作家の一人で

ある。当時のトルコ文学と日本文学には直接の影響関係はないが、ゾラの受容については

二つの国の文学に類似した点が多いと考えられる。日本文学にもトルコ文学にもゾラの影

響で描かれた作品が多いが、永井荷風の『地獄の花』 (1902年）とフセイン・ラフミ・ギュ

ルプナルの Miirebbiye（女性家庭教師、 1899年）はゾラの自然主義文学の影響で書かれた作

品である。主人公が女性家庭教師であるという共通点は、 トルコや日本の自然主義文学に

おいて、特異な作品だと考えられる。

女性家庭教師が文学作品に多く登場したのは、イギリスのヴィクトリア朝時代 (1837-

1901) である。 19世紀前半ばのイギリスは経済的な苦境にあり、 ナポレオン戦争とその

後の銀行の破綻により、多くの中産階級の家族は貧困に陥っていた。こうした家族で育て

られた女子は働くことになるが、労働者階級の職場と認識されていた工場などで働きた＜

ない女子は、家庭教師になった。こうした存在である女性家庭教師 (governessガヴァネス）

は忽ちに文学作品にも登場し始めた。ガヴァネスは文学作品の中で、様々なタイプの登場

人物として描かれている。 1830年代以降の作品では、働く家の中で女主人や召使いなどと

の人間関係の問題や、社会階級の問題などが描写された。家族の一員ではないガヴァネス

は主人の生活を「観察」する人物であり、 sensational novelや detectivenovelのような他の

ジャンルでも多く使用される登場人物となったしこうしたイギリス文学の家庭教師小説の

影瞥の痕跡は『地獄の花』にも Miirebbiyeにも見られる。『地獄の花』については、同時代

に日本に紹介され、翻訳されたガヴァネスが登場する作品を中心にした考察を小橋玲治が

1 Lecaros, Cecilia Wadso. The Victorian Governess Novel. Lund: Lund University Press. 
2001.Introduction. pp.13-46 
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行い、『地獄の花』を日本の最初期の「女性家庭教師小説」として位置付けている2。Miirebbiye

のこれまでの主な研究は、ヨーロッパ化するオスマントルコ社会において、外国人家庭教

師の果たした役割という視点のものだった。 Miirebbiyeが、オスマントルコ社会における、

家庭教師の否定的なイメージを表象した作品であることは、すでに指摘3されている。そし

て、家庭教師という職業の歴史的な背景4と作品登場人物とストリーの構成5についてされ

ている研究もある。しかし、作品を家庭教師小説という観点からの考察、 milrebbiyeと一緒

に使われている enstitiltrisという単語のフランス語における意味と使い方、そして、フラン

ス自然主義作品との比較という点でまだ研究を進める余地がある。先行研究を踏まえた上、

この三つの観点からも Miirebbiyeについて考察する。

直接には関係がなかったギュルプナルと荷風の作品におけるゾラの影響の考察にあたっ

て、女性家庭教師という設定がそれぞれの文化の中でどのような意味を持ったのかを、自

然主義文学作品の受容という観点から考察する。まず、 トルコにおける女性家庭教師につ

いて記述し、その後 Miirebbiyeと永井荷風の『地獄の花』に共通する特徴である、主人公

が女性家庭教師、ガヴァネスであることに着目する。その設定を比較することによって、

それぞれの意図と、ゾラの受容の違いを考察する。

第1節 オスマントルコにおける女性家庭教師の登場

オスマントルコ社会における女性家庭教師という制度がいつ頃から始まったのかについ

2 小橋玲治「日本近代における女性教師表象の変容と展開」大阪大学院文学研究科、博士

論文 2015年、 172頁。

3 Ko9ak, Ahmet "Osmanh Turk Toplumunun Modemle~mesinde Yeni bir model: Avrupah 
Murebbiye" Selruk枷 iversitesiTurkiyatAra~flrmalar Dergisi. Vol 40. 2016. pp.59-71 
4 Ko9ak.ibid．そして、 Kerman,Zeynep．の「＂HuseyinRahmi ve Halid Ziya'da "Murebbiye" 

Meselesi". jsfanbul Universitesi Edebiyat Fakultesi Turk Dili ve Edebiyafl Dergisi, cilt.24,2012. ss. 

299-304.」があるが、 miirebbiyeと一緒に使われている enstitutrisという単語に着目し、

それのフランス語における意味と使い方についてまだ研究されていない。

5 Tilzer, ibrahim. "Huseyin Rahmi Giirpmar'm "Murebbiye" sinin hallerinden anlatmm 
unsurlarma." Turkish Studies vol.6 sayJ.3. 2011.ss 1277-1285. Tilzerは物語の登場人物について

述べているのだが、作品をフランス自然主義文学作品と比較していない。
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ては、具体的な情報がないが、クリミア戦争 (1853-1856) の後、当時のタンジマート期

6(1839-1868)がオスマントルコにおける女性家庭教師のブームの時期である7。その要因の

一つとして、オスマントルコではフランス語が流行したため、フランス人の女性家庭教師

が増えたこととされる凡フランス人の女性から言語を学ぶという流行が皇帝アブデュルハ

ミト 1世 (AbdulHamid I, 1725-1789) の時期から始まったことは、先行研究でも指摘され

ている凡アブデュルハミト 1世は海賊の捕虜となったあるフランス人の女性を甥のセリム

3世 (SelimIII、1762-1808)のフランス語教師として雇用した10。その後 Sehzade11の教育の

為にもフランス人の家庭教師をつけることが義務化された。オスマントルコの宮殿に始ま

った家庭教師から教育を受けるということが模範とされ、富家にも忽ち家庭教師が登場し

始めたのである。

これには二つの理由がある。一つ目は学校に通えなかった女子の教育であり、もう一つ

は言語を学び、欧州の文化を知るという事であった。 20世紀後半には女子の教育について

論じられるようになったが、それまでのトルコの女性は小学校までしか義務教育を受けな

かった。この結呆、子供が良い教育を受けるためには、富家は女子を宣教師により閲かれ

た女子学校に行かせるか、家で家庭教師によって教育を受けさせるかしかなかった。身分

の高い窟家の間に流行した家庭教師が徐々に中流の家にも見られるようになり、家に家庭

教師がいるというのはその家が一流の家庭であるのを証明することになった12ようである。

このようにトルコ社会でいかにして現れたのかにもまだ疑問が残る家庭教師という職業

だが、この職業のために使われている単語を検討するのも、家庭教師についての理解を深

めると考えられる。女性家庭教師についてオスマントルコ時代では使用されている単語は

6 欧州が模範で行われた政治的改革の時期である。この改革がその後の社会かつトルコ

人の思想にも甚だしく影聾を与えた。
7 Ugurcan, Serna "Tanzimat Devrinde Kadmm Statusu" 15 0. Yzlznda Tanzimat (Haz. Hakk:1 Dursun 
Yild1z) Turk Tarih Kurumu Yaymlari.1992. p.500 
8 Ulu, Cafer. "Osmanh Devletinin son Doneminde Murebbiyelik Muessesesi" Turkish Studies-
International Periodical, For the Languages, Literature and History of Turkish or Turkic Volume 
9/1 Winter 2014. p.602. 
9 Ulu.a.g.m., p.601. 
10 Akyuz, Yahya. Turk磨itimTarihi MO  1000-MS 2012. Pagem Yay.Ankara 2002. p. 101. 
11 スルタンの息子と息子の男子に使われる名。
12 Ulu.a.g.m., p.601. 
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「m虹ebbiye」（ミュレッビエ）である。「ミュレッビエ」はアラビア語の男性のために使

われている murebbi13という単語から由来している、 トルコだけで使われた14単語である。

しかし、この職業については当時の文学作品ではもう一つの言葉が使われていることがわ

かる。それはフランス語の「institutrice」（女性教師）という単語である。この単語はトルコ

語では 「enstitutris」と呼ばれ、当時の女性家庭教師のために使われていた言莱である。ギ

ュルプナルが 1899年に出版した Metresの中では「ミュレッビエ」と「enstitutris」の両方

が使用されている。 FiruzeHammという富家の女主人が、息子の妻 (Saffet) の子、すなわ

ち女主人の孫息子のために女性家庭教師を探すエピソードではこの二つの単語は以下のよ

うに書かれている。

Saffet Hammm ufak bir oglu var, i~te bu 9ocuk i9in bir ~ cidden muhtac1z. Bir bunak 

murebbi~血 vard1; ge9inemedik, yol verdik. Simdi yenisini ar1yoruz. Eger bildiginiz bir 

enstitlitris varsa buraya gonderiniz.15 (Saffetさんには小さい息子がいる。その子のために

アンステイテュトリスが必要だ。家には老人のミュレッビェがいたのが、不仲になって、

追い出したのだ。今は新しい家庭教師を探している。もし、知り合いのアンステイテュ

トリスがいれば、ここに送りなさい。）

以上の引用では「ミュレッピエ」と「enstitlitris」が女性家庭教師として使用されたこと

がわかる。この引用では、年上の人に「ミュレッピエ」が使われたような印象を与えられ

る可能性があるのだが、ギュルプナルの他の作品、 Miirebbiye(1899年）の女性家庭教師は

20歳くらいの女性であるため、「ミュレッビエ」という単語が年齢に応じて使われる訳で

はないことが分かるだろう。「ミュレッビエ」という単語を詳細に説明するために当時のオ

スマントルコの辞書Kamus-zTiirkfを参照したい。この辞書では「ミュレッビエ」はこのよ

うに定義されている。

13教育する男性。

14、'M紅ebbiye."Ni~anyan Sozliik.com https://www.nisanyansozluk.com (26 July 2018) 
15 Gtirpmar, Hiiseyin Rahmi. Metres.Papersense. 2015.Istanbul. p.38. 
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Murebbi, Murebbiye; Bir veya birka9 9ocugun talim ve terbiyesi uhdesinde ihale edilmi~ olan 

erkek veya kadm, terbiyeci, hususi muallim, muallime. Fr. Instituteur,trice. 16（一人や何人かの

子供の教育や行儀を教える男か女、教育家、プライベートの男教師、女性教師。フラン

ス語Instituteur,trice.) 

この辞書の説明では Miirebbiyeはフランス語の institutriceという単語と同じ意味であ

ることを示しているのが分かる。しかし、 institutriceはフランス語の辞書にどう定義され

たのか疑問が残る。それについて 1869年の DictionnaireNationalを参照したいが、その前

にMurebbiyeは何であるのかを明らかにするために以上の定義における muallimeという

単語についても述べたい。 Muallimeは女性教師のことであるが、 Kamus-1Tiirkfの中では

以下のように説明されている。

Muallime; Ders veren kadm, kadm hoca:両 tiyeinas muallimesi. 17（講義をする女性。女性

教師、女子中学校の女性教師。）

Muallimeは以上で指摘されたように女性教師のことであり、 1890年末頃には中学校の

女性教師のために使用されたことがわかる。オスマントルコでは女子の中学校レベルの学

校が開かれたのは 1859年のことであり、イスタンブールに CevriKalfa Mektebi18が関校し

た。その後も女子中学校が各地に開かれることになるが、女子の教育のために十分な女性

教師がいないため、 1869年には女性教師を養成するために Dfuiilmuallimat（女性教師学

校）が開かれ、ここを卒業した女性教師が、女子の小学校や中学校で教師として働くよう

16 Sarni. ~emseddin. Kamus-1 Tiirki Ikdam Matbaas1. Istanbul.1899-1900. p.1360. 
17 A.g.e., p.1376. 

18 Sultanahmet K1z Ru~tiyesi としても呼ばれる。
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になったのである19。次にフランス語の institutriceについて 1869年の Dictiictionnaire national 

を参照し、考察したい。

Instituteur,Institutrice ;① Celui,celle qui est charge de !'education et de !'instruction d'un ou de 

plusieurs enfants.（子供の教育と指導を担当する男女。）

② Dans le demier sens, il se <lit particulierement de celui ou de celle qui tient une pension, une 

maison d'education, une ecole.（特に学校、家庭教育や寄宿学校を担当する男性、女性）

③Dans le demier sens plus restreint et tout nouveau, Maitre d'ecole.20（新しい意味では男性教

師。筆者訳）

この資料から特に②の説明から、 institutriceとは、特別な家が学校として設けられたと

ころで教える、あるいは学校で働く女性のことを表し、女性家庭教師だけを指していない

ことがわかる。 トルコ語の「ミュレッビェ」は単語としての定義は「子ども教育する

女」であり、 「ミュレッピェ」が「家庭」で教える「女性教師」であるとは辞書的に定

められていない。女性教師ミュレッビェという単語は、オスマントルコの女性家庭教師

のことのみを明確に定義していないことがわかる。オスマントルコ社会では、フランスか

ら到来した実在の女性教師は、当時の新しいフランス教育システムの中ですでに学校の女

性教師、つまり institutriceと呼ばれていたではないだろうか。こうしてフランスで女性教

師として使われてきた単語、 institutriceは、 トルコにおいては女性家庭教師を意味するも

のとなった。そのため、フランスの文学作品で現れた institutriceという単語を読むトルコ

人に、それが家庭教師を指すものである、という印象を与えたのではないかと考えられ

る。

19 Sanal, Mustafa "The Foundation, Curriculum and Abolishment (1870-1924) of the Women's 
Teacher Training College (D細 lmuallimat)'sin the Ottoman Empire" Ankara珈 iversitesiOsmanh 
Tarihi Ara:jtlrma ve Uygulama Merkezi Dergisi 2009. pp. 221-244 
20 Dictionnaire national : ou, Dictionnaire universe! de la langue fran<;aise M. Bescherelle. Paris. 
Gamier Freres, 1869.p.249. 
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一方、日本では女性家庭教師という職業がイギリスから紹介された。 1890年末まで

には女管理者、女師、女性教師と訳された。さらに翻訳された作品の中では内教師と訳さ

れたことがあり、 1900年代ごろからは家庭教師として使われていたのである叫 1902年

にはイギリス人の女性家庭教師、 EthelHoward (1865-1931)という実在の女性家庭教師が来

日し、島津家の家庭教師として務めた。このことから、日本でも女性家庭教師という職業

が一般的であったかは分からないものの、多少なりとも認知されたことがわかる。

以上のようにフランス語やフランス人の女性家庭教師が流行したオスマントルコでは

女性家庭教師のために使われたミュレッピェと institutriceという単語が実在の女性家庭

教師のことを包括的に定義せずに使用された。そして女性家庭教師の概念はトルコではフ

ランスから、日本ではイギリスから流入したことがわかった。次に、 『地獄の花』と

Murebbiyeの特質について考察したい。

第2節 『地獄の花』と Miirebbiyeの家庭教師小説としての可能性

女性家庭教師（ガヴァネス）と言う職業は、上述したようにトルコにおいても日本に

おいても欧州から流入した職業であった。 『地獄の花』と Murebbiyeを家庭教師小説とし

て考察するために、数多くの家庭教師小説が書かれたイギリス文学のジャンル、つまりガ

ヴァネス小説を参照することとする。このジャンルでは様々なタイプの家庭教師が登場し

ていたということが、作品の大部分に共通する特徴である。作品の主人公は家庭教師であ

り、家族から離れ、自立する女性である。中流階級の女性が、住み込みの家庭教師として

上流階級の生活を垣間見、勤め先の雇用主や生徒、または家の召使や訪問者との関係で間

題に直面する、というのが基本的な特徴である22。こうした特徴的な点に着目して

Murebbiyeと『地獄の花』を分析し、考察する。

21 小橋玲治「日本近代における女性教師表象の変容と展開」大阪大学院文学研究科、博

士論文 2015 年 107~172 頁。

22 Lecaros. ibid. Introduction. pp.13-46 
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Miirebbiyeが書かれた時代、オスマントルコ社会では外国人家庭教師が実在してい

た。主な家庭教師はフランス人だったが、ロシア人の家庭教師などもいたようである互

こうした家庭教師は、同時代の文学作品にも登場している。 HalitZiya U~akhgil （ハリッ

ト・ジャ・ウシャックルギル）の A:jk-1Memnu（禁じられた愛、 1899-1900)には、 Matmazel

de Courton（マドモワゼル・ド・クルトン）という登場人物がいる。マドモワゼル・ド・

クルトンはトルコ文化に腿味がある道徳的な家庭教師として描写されている。 24さらに、

Ahmet Midhat Efendi (1844-1912)のFeldtunBey ile Rdkzm Efendi（フェラチュンベイ・とラ

ークム・エフェンディ、 1875) には、美しくしとやかな家庭教師、 Jozefinoが登場する。

しかし、 Miirebbiyeの主人公アンジェルはその時までに描かれた家庭教師とは異なる。

彼女は、実際は娼婦である。まず、この物語を簡単に紹介したい。

Miirebbiyeは 1899年に jkdam25という新聞に掲載された作品である。主人公はアンジェ

ルというフランス人の元娼婦である。アンジェルはある商人と関係を結び、彼と一緒にイ

スタンブールにやって来るが、彼を耀したために追い出されてしまう。そこでアンジェル

は、商人に強姦され苦労している、イスタンブールでは行くところもない、という作りば

なしをして、あるフランス人の家族に哀れまれる。純粋な女性であるように見えたアンジ

ェルはこの家族の推薦で、 DehriEfendi（デヒリ・エフェンディ）という金持ちの家で家庭教

師として働くことになる。ところが、落ち着いた生活を手に入れたアンジェルは、時間が

経つにつれて娼婦の時の気持ちに戻る。さらに、この家族の財産を手に入れようと企むよ

うになり、同じ家に住んでいるデヒリ・エフェンディの弟 AmcaBey（アムジャ・ベ

イ）、寄宿学校に通っている息子の Semi（シェミ）、そして娘婿（むすめむこ）の Sadri

（サドリ）の三人と関係を結ぶ。三人の男たちは、アンジェルの愛を勝ち得る為に競争を

始める。二人に比べ、より愛情が強い青年のシェミは、他の男たちがアンジェルを瞬して

いると考え、我慢できなくなる。サドリにアンジェルが瞬されていると考えたシェミは、

23 Ulu.a.g.m., p.600. 
24 Kerman, Zeynep. "Hliseyin Ra血 ive Halit Ziya'da'Mtirebbiye'Meselesi"Jstanbul珈 iversitesi
Edebiyat Fakiiltesi Turk Dili ve Edebiyall Dergisi, cilt.24, 2012. ss.299-304 

25 Ahmet Cevdet Oran(l 862年-1935年）の主宰で 1894年 7月 5日から 1928年 12月 31日ま

でに発表された新聞。
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サドリをアンジェルの部屋で捕まえて、ナイフで殺すことを決める。その夜アンジェルの

部屋に踏み込んだシェミは、押し入れに誰かが隠れていることを知る。鍵で開けた押し入

れから出てきたのが、なんと厳格な人物だと信じられていた父のデヒリ・エフェンディだ

った、というところで物語は終わる。

では、 『地獄の花』の園子と、 Miirebbiyeのアンジェルは、作品の中で家庭教師として

どのように描写されているのだろうか。

園子は殆ど機械的に其身体を学校の教員室に運ばせる、帰って来ると通り一編の義務的

に秀男と相対して、書物に向ふ、其後は直ぐに庭の夕暮を恰たかも野良犬のやうに初佳

ひ歩く。 26

園子はすでに女性教師としての経験を持つ女性であり、娘の学校での経験に懲りた主人

の長義が息子の秀男の教育を家で行うことにしたので、園子が彼の家庭教師になった。し

かし、家での教育については詳しいことが描写されていない。多く描かれるのは、教える

時間以外の時に秀男と楽しむ散歩のエピソードや、別荘に住んでいる富子や養母を訪ねる

こと、笹村と会う様子などである。しかし、園子が黒淵家をやめようとした時には、主人

の長義は園子にこのように言う。

この秀男も先ず幾分か本も読める、字も誤なく書いて行ける様になりました。其れを、

今こ':,.で突然あなたに行かれて了ふと、又教師を代へなければ成らんぃいや‘代理の

ものはお知己中に幾程も御座らうが、然し、私はどうも貴下のやうな、忠実な親切な方

は見出せるものは無いやうに思ふので、全くあなたを見放し度くない。 27

26 『荷風全集』第 2巻、岩波書店、 1972年、 62頁。

”同上、 110頁。

131 



ここでは、長義が園子を尊重し、信用しているのがわかる。 『地獄の花』において、主

人公の園子が家庭教師であることは、彼女が「知的な観察者」であるために必要なことだ

ったと思われる。

一方の Murebbiyeにおいても、アンジェルはデヒリ・エフェンディの小さい息子と娘の

家庭教師になるが、フランス語を教える様子は少ししか見られない。

Kameriyenin den1nunda flst1k dalmdan mamul miidevver masamn bir tarafma kendi ge9er, 

Kar~1sma 9ocuklar1 oturtur. Ders kitaplar1m, defterleri, hokkay1, kalemleri bir niz細—1 mahsilsla 

masamn iizerine yerle~tirir, ~akirtlerine orada her giin muayyen saatlarda ~ 

lektiirden ders verir~. 28 （東屋にある丸いテーブルに座り、子供を向

こうに座らせる。教科書、ノート、インクポットと鉛筆を綺麗に机の上に置く。そこで

毎日、同じ時間に子供に文法を教えたり、読書をしたり、作文をさせたりしていた。）

アンジェルの場合、主人のデヒリ・エフェンディが厳格な男性である為、家から外には

出られず、 29家にとどまった存在として書かれているが、 “Parislimatmazel ~ 

hocalardan elbette daha alimdir "30（パリのマドモアゼルはもちろん学校の先生より学があ

盃。）と描かれる彼女は、家の中で大事にされている。

Yahdam虹ebbiyeAnjel'e verilen oda koruya n訟 rd1.Dehri Efendi btitlin ev halkma gosterdigi_ 

husUnet-lmu細~mlirebbiyehakkmda pek ziyade ibr訟 1as釦 ihtir細

e~ alen'i olmak ilzere ona tahsis eyledigi oday1 ziynetperest bir ~ 

g6rlineceksurettetanzimvetefrisettirmisti.31 （邸宅の中で、アンジェルの部屋は森に向い

28 Glirpmar, Hliseyin Ra血 i.Murebbiye. Papersense. Istanbul.2015. p.21. 
29 実際のオスマントルコ社会では外に一人で出られなかった女子が家族の一人の男や家

庭。
30 A.g.e., s.70 
31 A.g.e., s.76 
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た部屋だった。デヒリ・エフェンディは家族皆には厳しかったが、アンジェルを尊重し

ていたから、彼女の部屋を女性の趣味にあうように飾っていたのだ。 （下線筆者）

「学校の先生より学がある」とされるアンジェルも、主人に尊重されていたことが明ら

かであるが、奇妙なことにどちらの作品も、職業の問題や女性家庭教師という存在の社会

階級などについてこれ以上は言及しない。 『地獄の花』は、物語の終盤で女学校の水沢校

長にレイプされると言う点からもイギリスのガヴァネス小説と異なっていることが分か

る。こうした園子がレイプされることや実際に娼婦だったアンジェルという二人の女性家

庭教師は「性的な存在」としても描写されると考えられる。しかし、園子を「性的な存

在」と見るのは水沢校長である。レイプの場面はこのように描かれている。

今や水沢が猜猛なる勢を以て突進して来る禽獣的の腕力に対して、園子は如何なる手段

を以てこれを防がうとしたか。道徳を基として面積する議論か器絶つか。哀れにも皆無

益であるだろう。 32

水沢の園子に対する「性的な存在」という見方は物語の中で次のように描写されている。

月に照らされた園子の美しさは、何とも云えぬ程に立優って見える。常に其の重さの為

めに頸を傾けさせるように息われる、かの黒い沢山な頭髪は、夜の露と月の光とに一段

其光沢を増し、襲ひ来る海風に吹かれて、散々に白い顔の上に乱掛かる様子から、無造

作に着なした浴衣の胸もあらわに袖や裾の麟る有様。水沢の眼は何時か或る空間に耽る

ときの様な、 トロリとした力ない風になって居た。 33

32 箭風、同上、 154頁。

”同上、 97頁。
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園子はアンジェルに比べて、 「性的」に見られる女性として描かれている。この「家庭

教師」の設定の二面性については、ゾラの作品及びその翻訳の影孵があるのではないだろ

うか。

第3節 ゾラの作品における家庭教師

荷風は、『地獄の花』を発表した 1902年 8月 5日に、「饒舌」においてゾラの LaBete 

humaine（獣人、 1890年）に言及している。一方、ギュルプナルは Miirebbiyeの中で Nana

（ナナ、 1879年）を取り上げている丸『地獄の花』の中には、ゾラやゾラの作品について

の言及はないが、荷風は、『地獄の花』の出版の翌年に『ナナ』を『女優ナナ』と改題し、

翻訳している。ゾラの作品をギュルプナルは原文で読んだと思われるが、荷風”はゾラの

本を英訳で読んでいたことから、二つの作品の英語訳も分析することにしたい。まず、『獣

人』を見てみよう。原作では「institutrice」が描かれたエピソードがある。この部分を考察

する。

Elle baissa la voix pour affirmer que mademoiselle Guichon, chaque nuit, devait aller retrouver le 

chef de gare. Leurs deux portes se faisaient face. C'etait M. Dabadie, veuf, pere d'une grande fille 

toujours en pension, qui avait amene 

d'une sou Et impossible de la 

surprendre, tellement elle se glissait sans bruit, a travers les fentes les plus etroites. 36 （彼女は声

を低めて、ギション嬢が毎晩駅長のところに会いに行っているにちがいないと断言した。

夫人とギション嬢の戸口は向かい合わせになっている。やもめ暮らしのダベディ氏は、

寄宿学校に入れたままの大きな娘さんがいるのに、あのブロンドの女をあそこに連れこ

34 A.g.e., s.40 

35 この時期は荷風が初期の作品を書いた時期であり、当時の荷風がゾラを英語で読ん

だ。彼は 1907年にフランスに遊学する。
36 Zola, Emile.La Bete humaine. Paris. Bibliotheque-Charpentier.1893. p.85. 
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んだ。彼女は三十歳で、もう菫が立っている。無口で、ほっそりして、蛇のようにしな

やかだ。はっきりしないが、彼女は小学校の先生をしていたらしい。不意をつくことが

できないのは、あの女がどんなにちいちゃな割れ目からも音が洩れないように忍んで行

っているからだよ。寺田光徳訳、 2004年、 108-109頁）

ダバディ氏は、自分が駅に連れてきた MademoiselleGuichon（ギション嬢）が、駅長と関

係を持っているのではないかという疑いを持つ。ギション嬢は「物静かでやせていて、蛇

のようにしなやかな」女性であり、「小学校の先生をしていたらしい」とされている。この、

駅長との関係を疑われる「蛇のよう」な女性が「institutrice女性教師」と書かれる点からは、

女性教師が性的な存在として描かれていることがわかるだろう。ギション嬢は作品の主要

な登場人物ではないが、この場面は「女性教師」の強いイメージを読者に残す。

ここにもうひとつ奥味深いことがある。 1901年にイギリスで出版されたこの作品の英訳

では、ギション嬢は governessになっているのだ。

She lowered her voice to say that Mademoiselle Guichon must be carrying on an intrigue with the 

station-master. Their doors faced one another. It was M. Dabadie, a widower, and the father of 

grown-up daughter still at school, who had brought this thirty-year-old blonde to the station. 

Already faded, she was silent, slim and supple as a serpent. She must have been sort of governess. 

And it was impossible to catch her, so noiselessly did she glide along through the narrowest 

departures.37 (Edward Vizetelly訳、 1901)

「オスマントルコにおける女性家庭教師の登場」で参照した DictionnaireNationalでは

「institutrice」が 19世紀後半には女性教師の意味で使われるようになってきたことが明ら

かにされた。しかし、イギリスの翻訳者によってこの言葉は「governess」と訳されている。

Guichonが家庭教師なのかどうかは、原作からは明白には判断できない部分であるが、こ

37 Zola, Emile. The Monomaniac.Trans.by.Edward Vizetelly 1901. p.80. 
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の箇所は、 1999 年の英語訳では~38(RogerPearson訳，1996年）に変更さ

れている。

さらに、ゾラの作品において「institutrice」が「governess」と訳されるのは、『獣人』が初

めてではなかった。『ナナ』には、ナナの仕事仲間のシモーヌについて次のような描写があ

る。

Simonne Cabiroche, fille d'un marchand de meubles du faubourg Saint-Antoine, elevee dans un 

grand pensionnat pour etre ~ 39 

主人公ナナと同じ劇場で働いている娼婦であるシモーヌが娼婦になる前、女性教師にな

るために良い教育を受けたと言うところが強調される場面である。帝国が崩壊した 19世

紀のフランスで売春が果たした役割を示したこの作品において、シモーヌは、環境によっ

て当時の売春界に落ちた学識のある女性と言うイメージを与えたと考えられる。しかし、

1884年の英語訳では、 ‘'There was Simonne Cabiroche, the daughter of a furniture dealer in the 

Faubourg Saint-Antoine, who had been educated in a large boarding school with a view to becoming 

agovemess.40’'となっており、シモーヌは家庭教師になるために寄宿学校に行ったと訳され

ている事がわかる。なお、小田光雄による日本語訳 (2006年）でも、「サン・タントワーヌ

大通りのシモーン・カビロッシュは場末のサン＝アンタオーヌの家具屋の娘で、家庭教師

になるために大きな寄宿学校で育てられた。」と訳されている。フランスでは、 1831年ご

ろから女子学生を小学校の教員にするための寄宿学校(pension)ができた化ナナが書かれた

1880年頃には、学校における女性教師はすでに活動的な存在だったのではないだろうか。

この作品の現代での翻訳にも変更が見られる。 1992年の翻訳では、 ‘'SimonneCabiroche, 

daughter of a furniture-dealer in the Faubourg Saint Antoine and educated in an excellent boarding 

38 Zola, Emile.La Bete Humaine.Tr; Roger Pearson.Oxford University Press. I 996. p.77. 
~~ Zola, ~mile. Nana. Paris, Bibliotheque-Charpentier.1922. p.111. 
40 Zola, Emile. Nana.Tr; Ernest Alfred Vizetelly. Kobo edit. Mobi classics.Chapter 4. 
41 De Bellaigue, Christina. Educating women: schooling and identity in England and France, 
1800-1867. Oxford University Press.2007. pp.64-65. 
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school to became and element~ 42 (Douglas Parmee訳、 1992年）”と、「institutrice」

は「elementary-schoolmistress」と訳されている。

当時の Governessという単語はフランス語の institutriceであっただろうか。それを明ら

かにするために 1883年の DictionnaireInternational Fran9ais-Anglaisを参照したい。

Instituteur, Institutrice①institutor②teacher, tutor③schoolmaster, schoolmistress43 

以上の資料からは、 Institutriceは女性家庭教師のことを表していないのがわかる。しか

し、「Governess」のフランス語での対応訳にはまだ疑問が残る。 DictionnaireInternational 

Fran9ais-Anglaisの中では「Governess」は「Gouvernante」の箇所に書かれている。資料の引

用は以下の通りである。

Gouvemante:① governor's lady② (femme qui a le gouvemement d'une province, etc.) 

governess③ (d'enfants, of children) governess 44 

Institutriceは以上の資料に説明されたように女性教師、学校の女性教師のために使われ

たことがわかる。イギリス翻訳者の Vizetellyはなぜ InstitutriceをGovernessと訳していた

のだろうか。

Kathryn Hughesは、 1870年頃には、ガヴァネスは家庭で教えることだけではなく、女子

の寄宿学校でも働いており、家庭・学校に関わらず、女性の教師は「ガヴァネス」と呼ば

れたことを指摘している45。そのため、翻訳者が InstitutriceをGovernessと訳することは、

誤りではなかったようだ。しかし、ゾラの作品の引用の中では Institutriceが非常に性的な

42 Zola, Emile. Nana.Tr; Douglas Parmee. Oxford University Press.1992. p.89. 
43 Hamilton, Henry. Dictionnaire International Fran9ais-Anglais. Ch. Fouraut Fils. Paris.1883. 
p.534. 
44 Hamilton. ibid., p.485. 
45 Hughes, Kathryn. The Victorian Governess. London and Rio Grande: The Hambledon 
Press.1993. p.166. 
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人物として書かれたことと、イギリスにおけるガヴァネス表象を考慮すると、さらに面白

いことが見えてくる。 Hughesはガヴァネスについて以下のように述べている。

Yet at the same time governess was identified with the sexually and economically aggressive 

prostitute, she was also linked with the more ambiguous figure of the fallen women. Such a woman 

was defined by social investigators as a person of respectable birth who had been seduced by a 

man with the promise of marriage before being'betrayed'or abandoned by him. Although the 

fallen women might be obliged to make her living subsequently by selling her body, the 

implication was always that she derived shame and remorse from experience.46 

Hughesの指摘にあるように、当時のイギリス社会ではガヴァネスは娼婦と同等に考え

られていたようである。翻訳者はこうしたイギリス社会におけるガヴァネスの表象からも

影響を受け、性的な存在として書かれているゾラの Institutriceを Governessに訳したので

はないかと考えられる。

このように、ゾラの作品においては「institutrice、女性教師」が性的な存在とされ、英語

への翻訳においてガヴァネスと翻訳されていた。一方、ギュルプナルは、 Murebbiyeの中で

Nanaに言及しており、この作品が Nanaの好評に触発されたことが明らかである。荷風も

『地獄の花』出版の翌年に、 Nanaを「女優ナナ」と翻訳している。その結果、「institutrice」

といえば家庭教師のことだったトルコのギュルプナルも、既に女性教師が存在していた明

治時代の荷風も、性的な存在としての側面も持つ「女性家庭教師」を作品の主人公に据え

たのではないだろうか。

しかし、ギュルプナルが作品の中にゾラの自然主義を取り入れた目的は、荷風とは異な

っていた。最後に、その点について述べたい。

46 Hughes. ibid. p.120. 
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第4節 自然主義文学としての家庭教師小説

Miirebbiyeにおいても、『地獄の花』においても、家庭教師として裕福な家庭に住み込む

ことになるアンジェルと園子は、それを契機に異なる社会階層の暮らしを垣間見、自分も

その中に巻き込まれることになる。

Fransa'da "fi piiblik" denilen nazeninlerden iken burada miirebbiyelige tayin edildigine ~a~ar, 

"destine" yani nasip denilen ~eyin bu yoldaki garib-i ahk細 ma,tuhaf cilvelerine miitehayy1r 

kahrdi.47（アンジェルはフランスで売春婦のだったものの、ここで家庭教師になったこと

に驚き、「運命」というものは不思議だと思った。）

園子の胸には、忽ち種々な想像が浮び出されるのであった。この巨大な宮の力を握つて

この淋しい都の果に隠れて居る自分と同性の婦人の身は、果たして如何なる運命を辿る

ものであろう。 48

アンジェルはパリでの娼婦生活から離れ、商人の妾になり、その後イスタンブールに来

る。そこのフランス人の紹介でデヒリ・エフェンディの家で家庭教師という名誉ある地位

に上がる。アンジェルはこのことが「運命」の不思議だと考える。園子も笹村の紹介で黒

淵家で働くことになるが、黒淵家の娘、富子が園子と同じ年であり、大きな別荘に一人で

暮らしていることがわかる。物語の最後においては、宿子と同じく黒淵家の財産を受け継

ぎ、何にも束紳されない自由な存在になろうと決意する園子と富子の「運命」が交錯する。

二人の作家は、ゾラの自然主義文学に多く描写される、人間が遺伝49や環境により決定

されるという、決定論の概念を取り入れている。ギュルプナルの作品では、娼婦だったア

47 Glirpmar.a.g.e., ss.21-22. 
48 永井荷風、同上、 37頁。

49 『地獄の花』におけるゾラ作品の遺伝学の影響について林信蔵は『永井荷風：ゾライ

ズムの射程ー初期作品を巡って』春風社 2010年を参照。
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ンジェルが、オスマントルコ社会において一流の仕事だとみなされていた家庭教師になる

ことによって、階級を飛び越える。しかし、アンジェルは、母親からの「遣伝的な才能」

である娼婦的な特性からは逃げられず、デヒリ・エフェンディ家で男性たちと関係を持つ。

その結果、彼女の存在は、「上流家庭」であるデヒリ・エフェンディ家の内実を暴き出し、

崩壊させるのである。

このように、家庭教師である主人公の行動が物語を変えていく Murebbiyeと異なり、『地

獄の花』の園子の場合は、より受動的である。園子は、黒淵家に来てから娘の官子と近づ

くことになり、宿子の思想から影孵を受ける。

富子はいつものやうに、社会から受ける名誉とか名望とか云ふものは果たしてなんであ

るか。名望を得ようと思うたら、あるいは既に名望の地位に達したなら、自分はいろい

ろな方面から自分で自分の自由を束縛し、表面の道徳とか道義とかを看板にして、愚に

もつかないことまで自分を欺く言わば偽善者にならねばならぬ。そんなことより自分は

世の中から卑しまれ退けられた自由の境に、ゆうゆうとして意の儘に安心して日を送る

方がどれほど幸福で愉快で、そして、また心にやましいことが少ないか。と云ふやうな

いつもの持論を述べ始めた。 50

「名望」のある夫にも瞬された富子は、「表面の道徳を看板にして自分を欺く、いわば偽

善者のように」ならなければ生きていけない上流社会を批判する。富子にとっては人間が

表面ばかり飾っているものであり、名望とその実態はかけ離れたものなのである。こうし

た富子の持論や体験談は、やはり「住み込み家庭教師」という職につくことによって異な

る階級の生活に近づくことになった園子を驚かせ、失望させる。しかし作品の最後では、

園子自身が「名望のある」水沢校長につけ込まれて、それまで大事に守っていた純潔を奪

われることになる。「社会から排斥された黒淵家」の住み込み家庭教師になる園子は、まず

は「観察者」として家族に相対するが、同じ環境に暮らすうちに、園子自身も最後には富

50 同上、 65頁。
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子のような存在になるのである。「表面の道徳とか道義とかを看板にして、愚にもつかない

ことまで自分を欺く言わば偽善者」の集まりである日本社会への批判を込めた作品を書こ

うとしていた荷風にとっては、「環境によって決定された運命」を観察しながら、自分もま

たそれに翻弄される人物を描く上で、女性家庭教師という設定は効果的だったのだと息わ

れる。

一方、 Miirebbiyeの中でアンジェルと作家 Bodlerの間に起こった道徳論争では、 Bodler

が「道徳的な人になるために不道徳を検査しなければならない」 51と言う。 Bodlerの台詞と

して書かれた道徳観が、実際にはギュルプナルの道徳観ではないかと考えられる。ギュル

プナルは、アンジェルのパリでの生活を描写する際、フランスの自然主義文学作家を引き

合いに出し、彼らがアンジェルのような女を下級の人物として認識し、彼らがどう食べ、

どう愛するかのようなことを詳述することによって、社会に向けての見せしめにするのだ、

と書いている。ギュルプナルはこの文章を通して、自分の作品が自然主義文学に沿ったも

のであるのも、社会に対して「悪」の姿を提示するためである、と示していると言える。

こういった点で、ギュルプナルは大変慎重である。オスマントルコ社会に受け入れられる

ために、ギュルプナルはゾラと違い、作品の中で読者に自分の道徳心を積極的に伝える。

そのためには、主人公のアンジェルは、ナナよりもさらに社会の「異分子」であることを

強調した存在である必要があったのではないだろうか。 Miirebbiyeにおいて、アンジェル以

外の最も重要な人物はデヒリ・エフェンディであるが、彼は道徳観が強い伝統主義者であ

りながら、欧州文化にも非常に憧れている人物として描かれている。家の中でいつもフラ

ンス語を話したり、フランス人の文学者などについて熱心に家族に教えたりしている。こ

うした、当時のオスマントルコ社会でいわゆる一流の人物として描かれるデヒリ・エフェ

ンディが、物語の最後に自分の息子とほぼ同じ年齢のアンジェルと関係を持っていたこと

が明らかにされる。この物語でも社会の偽善が暴き出されるが、それは、アンジェルとい

う「悪の異分子」が参入したからに他ならない。アンジェルは、悪の見本として描かれて

いるのである。しかし、それはただ家庭教師が不道徳であるということを伝えるものでは

51 Gtirpmar, a.g.e., s.35. 
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なかった。 Miirebbiyeが収載された後に発表されたAsk-1Memnu (1899-1900年）の中で、

Halid Ziya Usakligil (1866 -1945年）は娘に家庭教師を探している父親と、当時の家庭教師

をめぐる状況を以下のように描写している。

Nihal henliz dort ya~mda idi. Adnan bey bir mlirebbiyeye liizum gordti. <;ocuklarma miirebbiye 

arayanlara ilk kabul ettirilmek istenilen mahl曲 lardan,~ 

ancak bir nihavet iki verden zivade bulumnus olduklanm itiraf etmeven……….Frans1zcalar1m 

sahte bir telaffuzun stislerine bo血~BuglinAlman 

oldugunu iddia ederken ertesi gun Sofya Yahudilerinden oldugu anla~Ilan bu miirebbiyelerden o 

kadar kor血u~tu ki, Adnan Bey klZl印inba~ka 9areler dti~limnege ba~lam1~t1. 52 （ニハルはまだ

4歳だった。アドナン・ベイは家庭教師が必要だと思った。家庭教師を探している人々

に最初に紹介されるいわゆる家庭教師が何人か来た。フランスから来たばかりと主張し

たものの、（中略）実際にはフランスに行ったこともなかった者や、発音をフランス人の

ように真似る女性が多く来たのだ。他にも、 ドイツ人であるといって、実際にはソフィ

アから来たユダヤ人だった家庭教師もおり、心配したアドナン・ベイは他の方法を見つ

けようかと考え始めた。）

このようにオスマントルコで家庭教師が流行した時代には、実際には家庭教師の資格を

備えていない女性も存在していた。ギュルプナルは、当時の社会に流行した「家庭教師は、

その雇用主の家が一流であるということを証明する」という考え方をも批判していると思

われる。登場人物のデフリ・エフェンディもこのような人物であると考えられる。ギュル

プナルが伝えようとしているのは、家庭教師が不道徳であるということではない。彼は、

当時実際に存在した偽の家庭教師の問題も絡めながら、アンジェルを「悪の見本」と造形

することによって、皆が安易に「一流」を目指す社会を批判しているのである。

52国akhgil,Hal id Ziya A:jk-1 Memnu. Sabah Matbaas1. 1925. ss. 71-72. 
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おわりに

以上見てきたように、ギュルプナルと荷風の作品に描かれる女性家庭教師という職業

は、オスマントルコにも日本にもヨーロッパから移入されたものだった。そして、ゾラが

作品の中で使用した Institutriceという単語は、当時のフランスでは女性教師を意味するた

めに使われていたが、 トルコにおいてはフランス人女性家庭教師を指していた。そのた

め、ゾラの作品を原文で読んだギュルプナルにとっては、『ナナ』に登場する Institutrice

が女性家庭教師のイメージを与えたではないかと思われる。一方、ゾラの作品を英語で読

んだ荷風も英語で Governessと訳された Institutriceを家庭教師と読んだことが明らかにな

った。したがって、ギュルプナルも荷風も自作品の登場人物を作り出す際に、性的な存在

として Institutriceを描いたゾラの影響があったと考えられる。

また、両者とも、「環境」や「運命」といったものが人生を左右する、という点をゾラ

から受容し、自然主義的な作品を描くために、その立場と「住み込み」という環境によっ

て自分や雇用主の「運命」が変わる家庭教師を主人公に設定した。しかし、それぞれの作

家が家庭教師を描く目的は異なっていたといえる。ギュルプナルにとってナナのようなア

ンジェルは「悪の見本」であり、 トルコにおける安易な「家庭教師流行」に対する瞥告で

もあった。彼は自然主義文学を「道徳者になるために不道徳を観察する検査」であると解

釈し、 Miirebbiyeを書いたのである。これは、荷風が『地獄の花』で道徳や名誉自体を社

会の装飾であるとして批判したこととは対照的であろう。
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終章

本論文では 19世紀後半から 20世紀初頭における日本とトルコ自然文学作品の周縁化さ

れた女性たちの表象に着目し、同時代に近代化していくトルコと日本の近代文学において

こうした女性たちの表象が新しい思想を受け入れるための手段であったことを明らかにし

た。

第 l章ではトルコの 19世紀までの文学と作品における女性表象について概観するとと

もに、 19世紀から西欧の文学の影聾下で形成されたトルコ文学についても述べた。自然主

義文学作品の登場によって、 19世紀後半には新しい女性表象が徐々に描かれるようになっ

たことが明らかになった。そして、日本のフランス自然主義の移入と紹介についても概観

した。フランス自然主義とゾラについての紹介は 1883年から始まり、 1897年代から西洋

文学の日本文学への影響が見られたが、リアリズムの受容をめぐっては日本とトルコの間

には違いがあることが明らかになった。

第 2章では狂気に堕ちいった女性像に着目した。対象とした作品は HalidZiya Usakligil 

（ハリッド・ジャ・ウシャックルギル、 1866~1945) の Sefile 『堕ちた女』 (1886 -1887)と

Ahmet Midhat （アフメト・ミドハト、 1844~1912) の Haya/ve Hakikat（筆者訳『夢と現実』、

1892) 、そしていずれも雑誌『太陽』に発表された渡辺霞亭の「狂女」 (1896) と島崎藤

村の「老嬢」 (1903) である。

19世紀の人間が退化していくという考えは、同時代の西欧の社会の中で起こった不安が

しばしば社会的規範にも関連すると考えられたことから生まれたものであり、この考えが

道徳的退廃と結びつけられた。一方、 19世紀の「科学が万事を解決する」という考え方は

新しい時代認識を形成した。その中で、かつては伝統的・道徳的と認められた行為は、徐々

に「精神」と結びつけられるようになり、道徳などの社会的規範を逸脱する行為は、 「精

神に異常」があるものと認識されるようになっていったのである。したがって、 「精神異

常」というレッテルを貼ることは、社会的規範を逸脱する行為を妨げる手段となり、女性

の行為や考え方を恐れた男性作家たちの「異常」一「不道徳」を示すやり方にもなってい
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った。 19世紀に注目の的となったヒステリーはこういった手段の成果であったと言える。

このような西欧の認識は、しばしば同時代のトルコと日本文学にも反映していたことがわ

かった。

道徳と不道徳に巡られたヒステリーを当時のフランスの小説や雑誌などで認知したウシ

ヤクルギルとミドハトが自作にヒステリーの女性を取り上げたのである。ウシャクルギル

の作品 Sefileだが、彼はいずれの登場人物の精神を客観的に分析している。彼の作品には

女性と男性そして男女の理性の比較や権力の対社などが見られない。彼が売春世界の危険

性を純粋にマズルメとイクバルと出会うまで姦通なども知らなかったイフサンが売春世界

に陥ることによって読者に伝えようとする姿勢もあるのだが、それもまさに運命が環境に

よって決定されると言う決定論と連合している。

ミドハトの作品 Haya!ve Hakikatは共著の作品であり、男性と女性を明確に対立してい

る作品という点からも非常に興味深い作品であった。彼はこの作品に多様な特徴を与えよ

うとしたのである。彼は自作を自然主義文学の作品として書いていないが、当時のロマン

主義・写実主義論争にも提供できるタイトルをつき、明確に作品の科学的な側面を重んじ

たのである。中には「愛」と「結婚」を巡るヒステリーを描こうとする意図がある。彼が

ヴェダットのヴェファヘの愛を伝統的恋愛と示し、古典的悲恋物語の「愛」を批判してい

る。これをする際にはこういった「愛」をヴェダットの身につけ彼女を「古風的」の考え、

あるいは「ロマンチック」な考えを持つ女性とし、それに対して、ヴェファを恋愛や結婚

もせず、自分の将来を考える男性としながら、まさに彼を「現代」のもの「写実」を代表

するものとする。しかしながら、こうした仕組みに現れてくるのは彼の女性の行為を統制

しようとする姿勢である。この対立においてミドハトが男性を理性のある者で女性の行為

が「異常」なのか「正常」なのかを決めるものとしている。

女性主人公の多くは当時の新しい教育を受けた女性ということである。社会の近代的過

程にあったオスマントルコ社会と日本社会において必然的に受け入れられた新しい思想は、

当時の新しい教育を受けた女性たち、つまり上層階級の女子たちに強い影瞥を与えた。し

かし、作家たちは同時代の社会の価値観を変える恐れのあるこうした女性たちを狂気によ
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って周縁化し、いわば反面教師となるように提示している。また、日本とトルコのこうし

た女性の狂気の描き方は、各国の文化的文脈に基づく狂気の分類とその「再」発見とも関

連している。 トルコ文学は狂気を、西洋の近代性がもたらす科学的な概念として取り入れ

ている。そのため、 「狂人」や「狂気」の描写は医学的に正当化されたものであると暗示

する。そして男性と女性を「現実」と「夢」と対比し、男性の権力を確実にする。

一方、日本は西洋の狂気に関する認識論をすぐに受け入れようとはしなかった。「狂女」

と「老嬢」にも見られるように、作家たちは女性主人公たちを伝統的な「狂女」の姿で描

く。しかし、そこでは、中世の文脈ではあまり見えなかった、狂気が性的な表象（そして

それは当時の「恥辱」でもあった）を暗示することも見えてきたのではないだろうか。こ

の枠組に入れることによって、彼女たちを「社会不適応者」と見なし、アウトカーストへ

と追いやることが特に藤村の「老嬢」から捉えられる。彼はヒステリーなど「病気」とさ

れる用語を取り上げていなのだが、明確に「独身で生活を送る」と心を決めた夏子を、当

時の社会の期待される規範を逸脱する女性であるように描き、彼女のこうした行為を彼女

が持つ「肉体的欲望」を抑えるものであるとする。その逸脱によって狂女になったと女性

に汚名を着せる構造は、 「女性の行為を規制する」という点でトルコ文学作品とも共通し

ているといえるだろう。しかし藤村がこれをする際に「遺伝」を取り上げるのは特徴的な

点である。霞亭の作品は藤村の作品より七年前に描かれた作品であり、おそらく、「狂女」

に「汚名を着せる」という枠組は彼の作品が初めてである可能性も考えられる。しかし、

主人公の造形については、霞亭の描く、狂気におちる濱子も女学生だったと描かれている

のだが、藤村の「働きたい夏子」に比べ、霞亭の濱子は結婚させられてしまう。彼女は自

分の「異常」な理由により退学してしまうため、霞亭の狂気を巡る「規範を逸脱」という

仕組みは社会だけではなく、 「家庭」に関するものでもあり、従って濱子は「良妻賢母」

理念を逸脱する女性を表すことになっている。夫のことを信用せず、彼のことを「疑う」

女性である。彼女は夫が妾を持つと考え、子供も死亡したことから「色情狂」の狂女にな

る。霞亭も藤村も非常に似た場面を描き、いずれの作家も女性主人公を「性的な狂女Jと

いう結末にしている。したがって、作家たちにとって「性的な狂女」を描く手段はいずれ
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も男性をめぐる規範を逸する行為を描くことであり、「自由」を求めて「独身で働きたい」

夏子、そして、夫を「疑う」濱子の行為は、いずれもが社会と家における男性の権限から

外れるものなのである。狂気はこうした「不道徳」の行為の糾弾を正当化する手段となっ

ている。

以上の考察から、 19世紀の周縁化された「狂女」たち表象は、「知性」には異常がない

ものの、当時の社会的規範を逸脱する行為を表していることが明らかになったと思う。第

3章では日本、本章では、「妾」「metres」と「maitresse」「mistress」の表象に着目した。そ

れぞれの単語を当時の辞典から引用し、本章では、「妾」「メトレス」と「maitresse」「mistress」

の表象に着日した。それぞれの単語を当時の辞典から引用し、分析した。日本の妾につい

ては、妾の定義に時間とともに否定的な側面を表す新しい表現が書き加えられたことが確

認できた。メトレスについて、辞典の中ではフランス語の定義に近い表現で説明されたも

のの、「妻」という地位を表していないことが分かった。日本語訳の分析のために取り上げ

た英語の mistressには当時のフランス辞典で書かれていない奥味深い説明があった。それ

は、結婚している女性を意味する Mrsであり、日本語でもそのように訳されたことが確認

できた。従って、日本、トルコ、フランスとイギリス社会における「妾」「メトレス」「maitresse」

「mistress」はいずれの国においても、各国に特徴があることが明らかとなった。

作品の考察の結果として、ギュルプナルは 3人の男性と関係を持つフランス人のメトレ

スを作品人物にすることによって、彼女がメトレスとしてもたらした新しい概念の「愛」

とそれに絡み合った「身体的関係」を批判的に取り扱っている。しかし、そうした時にメ

トレスを作品の焦点としたギュルプナルは、モーパッサンの女性像に触れたことを明らか

にした。モーパッサンは、何人かの男性と関係を持つ『わたしたちの心』の女性主人公を

巡って、当時の男女関係と女性を「伝統的」と「モダンな」といった二つの側面で対立し、

モダンな女性主人公を残忍な人物として描いた。男性主人公の目線から女性という意味を

再考させようとした意図のあるモーパッサンによって、『わたしたちの心』がギュルプナル

の作品の起点であることを明らかになった。ギュルプナルにとって、モーパッサンの伝統

的とモダンといった女性像は印象的であった。そして、モダン女性とそれがもたらす概念
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を案じたギュルプナルは、登場人物がかつて娼婦だったことを、「悪女」のように描いてい

る。

また、作品の重点であるメトレスは、男性にも影孵を与えたが、同時に男性の妻の自己

意識を引き起こす存在でもあった。しかし、妻の自己意識とは精神ではなく、身体的なも

のだった。ギュルプナルのこの作品には、自然主義文学作品の「遺伝」と「環境」といっ

た自然主義文学的な観点がなかった。しかし、彼は当時のフランス人作家たちが描いた中・

下層階級の表象から影牌を受けている。この作品に登場したメトレスは、ゾラが描写した

ナナの遺伝、そして成長してきた環境より生み出されたという描写とは異なる。彼はナナ

のような女性表象を自分の登場人物を試すために登場させる。彼の「環境」というのは、

あたかも「状況」のようなものであり、作中で登場人物の精神を詳細に分析している。そ

れもまさにモーパッサンの心理的リアリズムの影響であろう。

さらに、メトレスと作品の考察の結果として、オスマントルコ社会における従来の「妻」

と同棲する伝統の「クマ」に比べ、メトレスは「別の家」に住む、「隠された」存在と言う

違いがあった。オスマントルコ社会では男性の重婚が認められていたものの、メトレスの

地位が「妻」の地位と同様のものだったかについては、まだ疑問が残る。当時の辞典の考

察からもメトレスとは従来の制度の中には、単純に浸透し得なかったのだろう。そこに問

題と見えてくる点は、メトレスに対して「結婚」が行われたか否かであろう。それに関し

て、作品の分析からでも明らかにメトレスには違う表象があったことが明示された。フラ

ンス語でも、英語でも混乱を起こし、「妻である」、「妻ではない」といった矛盾が生じ、そ

こからも当時のメトレスが、時代とともに変容していったものであると言える。そして、

モーパッサンの作品に描写される maitresse表象は結婚する男性とも結婚していない男性

とも関係のある、あたかも恋人（恋愛）関係でのような存在であったとも言えるだろう。

一方、小杉天外の『はやり唄』では、妾になる芸人雪江とその叔母が三人の男妾を持っ

た妻という複合的な観点から見られる妾の表象がある。この作品も前期自然主義文学に属

するゾライズムの影聾で描かれるとされていたが、天外が適用とした自然主義文学の「遺

伝」という構造は極めて特殊である。彼は要の「姦通」を、妾を持った叔屈からの遺伝と
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結論付ける。これはまだ女性のセクシュアリティヘの認識が形成されていない時期に、「遣

伝」を自然主義文学の「善でもない」「悪でもない」という仕組みをもとにして、実際に女

性の「姦通」が罰則化された明治期に、「姦通」を再考させようとする行為であったのだろ

う。そして、『はやり唄』と『メトレス』も妾とメトレスとは妻の自己意識を引き起こす存

在となっていることが類似し、そのために描写された「裸の妾、半裸のメトレスの油絵を

見る妻」という場面についてゾラ作品の影弊について考えた。

さらに、次に考察した永井荷風の『夢の女』の妾について、荷風が妾のお浪を内面的に

考察していることが分かった。両親のために身体を犠牲にする女性であるお浪は最初に妾

となり、その後遊び女になる。エミール・ゾラの『居酒屋』や『ナナ』の主人公にも触れ、

運命が環境によって決定されるといった自然主義の作用があるとされてきた、作品を、「妾」

の存在という観点から考察した。

実際はお波が武士の家柄の娘であったが、父親が経済的に困窮したことで、彼女は妾と

なる。妾となった相手が亡くなった後も家族は再び困窮し、お浪は遊び女になる。しかし、

これは家族が最初から下層階級に属するゾラのナナと相違する。荷風のこのような身を売

らざるを得ない女性という構成は、実際社会に関する問題だった。それについて、当時の

新聞記事を考察し、荷風は『夢の女』の中で、日本社会における女性の直面した困難、そ

れによって生じた精神的な混乱を客観的に分析していることを明らかにした。

したがって、いずれの作家にとっても周縁化されたメトレスと「妾」という存在を描く

ことは男女関係、あるいは女性という存在の「愛」、「結婚」、「姦通」を表現し得る手段と

なったことが明らかになった。しかし、天外と荷風の作品の中では、「遺伝」と「環境」と

いう自然主義的手法が作品のテーマを担うが、ギュルプナルは精神分析を重んじた。なお、

特に女性主人公の精神分析の点では荷風とギュルプナルが類似していると言えるだろう。

第4章でとりあげたギュルプナルと荷風の作品に描かれる女性家庭教師という職業は、

オスマントルコにも日本にもヨーロッパから移入されたものだった。そして、ゾラが作品

の中で使用した institutriceという単語は、当時のフランスでは女性教師を意味するために

使われていたが、 トルコにおいてはフランス人女性家庭教師を指していた。そのため、ゾ

149 



ラの作品を原文で読んだギュルプナルにとっては、『ナナ』に登場する institutriceが女性家

庭教師のイメージを与えたのではないかと思われる。一方、ゾラの作品を英語で読んだ荷

風も英語で governessと訳された institutriceを家庭教師と読んだことが明らかになった。

したがって、ギュルプナルも術風も自作品の登場人物を作り出す際に、性的な存在として

institutriceを描いたゾラの影馨があったと考えられる。

また、両者とも、「環境」や「運命」といったものが人生を左右する、という点をゾラか

ら受容し、自然主義的な作品を描くために、その宣場と「住み込み」という環境によって

自分や雇用主の「運命」が変わる家庭教師を主人公に設定した。しかし、それぞれの作家

が家庭教師を描く目的は異なっていたといえる。ギュルプナルにとって、ナナのようなア

ンジェルは「悪の見本」であり、 トルコにおける安易な「家庭教師流行」に対する警告で

もあった。彼は自然主義文学を「道徳者になるために不道徳を観察する検査」であると解

釈し、 Miirebbiyeを書いたのである。これは、荷風が『地獄の花』で道徳や名誉自体を社会

の装飾であるとして批判したこととは対照的であることがわかった。

以上の全ての考察から、周縁化された女性たちの表象は、日本とトルコの近代化がもた

らした、当時の社会が簡単に「容認できない」概念や行為を表していることが明らかにな

った。それは、トルコと日本の近代化の過程において、「女性」という存在が変容していき、

いずれの社会でも従来の女性認識と新しい認識が衝突するからであろう。一方、こうした

表象によって、男性作家たちがこの女性たちを「話されない主題」を描きうる者として取

り上げていたことも明らかにできたと考えている。

今後の課題

本論では、当時のトルコ文学では周縁化された女性登場人物造形において、フランス人

の女性たちが多く描かれたことが明らかになったのだが、それに比べて、日本文学作品の

中でその役割を果たしたのは女学校を卒業した女性や女学生であったことがわかった。興

味深い点は、 トルコ人作家が単純にフランス人の女性を排斥しようということではなく、

いずれの国においても、この女性たちの表象が何を意味するかの間題であるということで
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ある。当時の日本社会でも「日本人ではなく外国人のように見えた町女学生は、トルコと

同じ深い根の問題を暴き出しているのである。そこで、本論文で取り扱えなかった女学生

表象について、さらに研究を進めたい。その後、周縁化された女性表象を踏まえ、 20世紀

初期から日本人とトルコ人女性作家たちの作品の中で描かれた「女性表象」に着目し、本

論文で論じた周縁化された女性表象が如何なる影響を与えたかについても考察したい。

53生田長江「泉鎖花氏の小説を論ず」 (1911年 5月）『生田長江全集』第 1巻、大東出版

社、 1936年、 245頁。
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